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「はぁいラナちゃん、ちょっと貸してねん」

　まだ肌寒い早春の昼。大量の洗せん濯たく物ものを運んでいたラナは、ふっと軽くなった手元を凝ぎよう視しした。視線を上げると、籠かごを楽々と抱かかえる大柄な紅あか髪がみの吟遊詩人バルドの姿。

「ガウェインさま!?　わっ、ありがとうございます！　ごめんなさい、重いのに」

「やあね、こんなの軽いもんよ。これから演習場で、もっと重たいものを振り回したりブン投げたりする予定だから、肩慣らしにちょうどいいわ」

　その言葉に、ラナは瞳ひとみを輝かがやかせた。投げる？　修しゆう練れんというより、競きよう技ぎか何かだろうか。

「まあ、何を投げられるんですか？　鉄てつ球きゆう？　円えん盤ばんでしょうか、それとも槍やり？」

「成人男子」

　そこでラナは気づいた。あ、やばい。この人、目が笑ってない。

「アタシこれから、クロウの馬ば鹿かたれ……じゃない、黒こく龍りゆう公こうと手合わせなのよ」

　このあと、誰がどうなる運命なのか悟さとったラナは、静かに蒼あおざめた。
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　──〝あなたの行く末が、いつ、何どきたりとも報むくわれずあるように〟

　眼に宿した氷ひよう海かいのように凍こごえ。髪に宿した漆しつ黒こくのように暗く。郭かつ公こうの子に落とされて蛇へびに吞のまれた雛ひなのように、誰からも愛されず、誰も愛せず。幸福もなく。徒いたずらに、孤こ独どくのうちに。

　離り宮きゆうで過ごした幼少時、実母から、日につ課かのように聴かされた。

　あなたの心を救うすべてを、私は許さない、と。

『クロウ兄上？　まだ気にしてるの、あんな言葉』

　目を伏せると、懐なつかしい声が明るく笑い飛ばしてくれる。

『毎日毎日、母上も飽あきないなあ。……大丈夫、おれがいる。おれが、全部打ち消すくらい、ありったけの幸せを祈いのるから。だいたい兄上、優しい人なんだしさ。すっげえ、分かりにくいけどね？』

　だから独ひとりにはならないよと、肩を叩たたいてくれた弟は、今はもういない。

　亜あ麻ま色いろの髪と明るい南の海の色を瞳ひとみに宿した〝四人目〟の皇おう子じは、横おう死しすると、まるでもとから存在しなかったかのように、生きた証あかしを消しさられた。

『かわいそうね。かわいそうな、私のパール。あなたのせいよ、呪のろわしい子』

　禁きん忌きとなったその名前を、唯ゆい一いつ彼の前で呼んでみせたのは、血を塗ぬりたくったように紅あかい唇くちびる。

『ねえ、死にたい？　殺されたい？　ふふ、駄だ目めよ。誰もあなたを殺してはくれない』

　血を分けた我が子を呪い殺したその手で、常とこ闇やみを宿す豊かな髪を搔かき上あげながら。

　母は言った。

　あなたに毒を盛もることは、だから、もうやめにするわ、と。

『お生きなさい。呪われた子。あなたはこれから、誰にも殺されず生きていくの。罪を背せ負おったまま、おのずから腐くさり果はてるのよ』

　少女のように無む垢くな瞳で、小首を傾かしげて。

『人は誰しも、誰かを愛することもあるでしょう。幸せを望むこともあるでしょう。求めるだけ応こたえられる想いもあるでしょう。でもそれは、あなただけは、永えい劫ごうに訪れない──私が、させない』






「あのー、我わが君きみ？　皇こう宮ぐうから、書しよ簡かんが届いておりますが」

　立春インボルクも過ぎ、かしましい客たちも引ひき揚あげた。

　黒こく龍りゆう城じようのあるじのもとに、一通の手紙が届いたのは、そんな折。ちょうど、客人たちと、図はかったように入れ違いだった。

「書簡？　父上からか？」

「それが……署しよ名めいが、ちょっと……な相手で。あとは、中身が、なんと申しますか……」

　気まずそうに顔を曇くもらせる家か令れいが抱かかえていたのは、大きな箱がひとつ。

　──中から出てきたのは、純白の見事なボビンレースのヴェールだ。

　否いな、〝純〟白ではない。べったりと、箱の底にこびりつくように、赤黒いもので汚よごれている。

『見つけた。それは、あなたの宝物？　次は、失なくさないよう気をつけてね』

　繊せん細さいな文字には、覚えがあった。その言葉から始まる手紙を、クロウは険しい顔で読み進める。

　最後まで目を通した瞬間、彼は無言で書簡を握にぎりつぶしていた。
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　短い人生でした。

　真っ白になった頭でフェルディア──フェルは考える。

（旦だん那なさまに……嫁よめが贋にせ物ものだってバレた。っていうか、バレてた）

　晩ばん餐さん会かいのあくる日、フェルはいまだに寝しん台だいから動けずにいる。ひどい二ふつ日か酔よいは一気に消し飛んだが、衝しよう撃げきから立ち直れない。

　立冬サウイン明けの葦あしの月、故こ郷きようユナイア王国の病弱な王女様、シレイネ＝アリステル＝ユナイア姫の身代わりとして嫁とついで、早三カ月あまり。

　今や、春の第一月にあたる、ななかまどの月も半なかばに差しかかっている。

（気づけば、次の季節の祝祭は春分祭オースターラ。ああ、いろんなことがあったなあ……）

　フェルは、回らない頭で現げん実じつ逃とう避ひに走ってみた。

（仮）付きの旦那さまは、敵対国エルラントの第三皇おう子じ。黒こく龍りゆう公こうの二つ名を戴いただく冷れい血けつ鬼き畜ちくな策さく略りやく家か、『毒どく龍りゆう公こう』クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント殿でん下か──クロウ。

　その彼とは、「正体を隠したまま、残った愛あい想そをはたこうにも血ち反へ吐どと悪あく態たいしか出てこないほどの悪あく妻さいを演じて離り縁えんされる」改め、「正体を隠したまま、毒龍公をめろめろに搦からめ捕とったのち結婚がトラウマになる級にボロボロに打ち捨てて離縁させる」予定だ。いずれもユナイア国王陛へい下かじきじきのご命令である。

　無茶ぶり路線変更を、泣きそうになりつつも実行せんと鋭えい意い努力し。

　けれど、フェル個人としては、共に過ごすうち──かけがえのない相手となったクロウのため、自分にできることをしてから去ろうと決めた。

　本当に、つい最近、決めたところだった。

（ところがそもそも大だい前ぜん提ていの、『正体を隠したまま』が土台から覆くつがえっていました、と）

「フェル。フェル？　ねえ、殿下に贋物だってバレてたってどういう……ちょっと、何か返事してってば」

　目の前で、頼たよりになる友人でもある侍じ女じよのラナが必死に呼びかけてくる。

　彼女の、猫ねこに似た印象を与える琥こ珀はく色いろの瞳ひとみや、綿めんのキャップからこぼれた黒髪を見つめているうち、フェルはだんだん落ち着いてきた。

　旦那さまに、『シレイネ』が贋物だとバレている。

　ならば、今取るべき行動は。

（おし）

　フェルは頷うなずいて寝台を出ると、夜よ着ぎの裾すそをたくし上げ、豊かに波打つ緋ひ銀ぎんの髪を手で後ろに追いやる。

　それから、勢いきおいよく窓を開いた。

「……お世話になりました！」

「は!?」

　寝ね間ま着き姿で裸足はだしのままバルコニーに飛び出していこうとするフェルを、泡あわを食ってラナが羽は交がい締じめにする。

「ちょっ……と、なに早まってんの!?　戻りなさい、そして冷静になりなさい馬鹿！」

「やだな安心してラナ、わたしは冷静だよ。あ、そっかー、絹きぬの夜着なんか着たまま逃とう亡ぼうしたらダメってこと？　これクルヴァッハの皆さんの血と汗の結晶、税金の産物だもんね。大丈夫、今、全部脱ぐ……」

「そういう問題じゃないし！　ちょっとやめて袖そで抜ぬこうとしないで、三階の窓から全ぜん裸らの奥方さまが這はい降おりてきたら下にいる兵も使用人も顎あごの関節脱だつ臼きゆうして気絶するわよ馬ば鹿か！　いちいち語尾に馬鹿ってつけさせないで馬鹿！」

　どうにか部屋にフェルを引きずり戻して肩を揺ゆさぶるラナに、フェルは混乱のまま告つげる。

「いやだって、このままじゃシレイネさまとセタンタ陛下に迷めい惑わくかけるかもだし！　もう逃げるか死ぬかしかないし！」

（ああそっか死ぬのも手だっけ）

　フェルはぼんやりと考える。芋いも袋ぶくろの紐ひもを繫つなぎ合わせれば、格かく安やすでいい感じに首くび吊つり用の輪っかが作れそうだ。自分の死しに際ぎわの経費まで節せつ約やくする貧びん乏ぼう根性がうっすら切ない。

　ド庶しよ民みん生まれ孤こ児じ院いん育ち、優しい院長先生と素晴らしい仲間たちに恵まれて、晩ばん年ねんは過か分ぶんな命めいを賜たまわり王女さまの身代わりをこなしました。得え難がたい友人ができました。

「もう思い残すことはない！　いい人生でした！」

　言い切ったあとで、「いや待てよ」とフェルは考え直す。

（ここで死んだら身代わり報ほう酬しゆうの荷馬車いっぱいの金きん貨かは貰もらえないわけで。するとタダ働き？　わたしの有ゆう終しゆうの美を飾る仕事がタダ働き？　何より、孤児院改かい修しゆうしてみんなにお腹いっぱいごはん食べてもらうって目的、果はたせないまま？）

「それに、死ぬまでに一度でいいから、小こ銭ぜにで満たしたお風ふ呂ろに浸つかってにわか金持ち気分を味わってみたかったかも。暗くて靴くつが見えないときにお金を燃やして『ほうら明るくなったろう』って言ってみたり、金貨をかじって歯形をつける罰ばち当あたりな遊びも夢だった……いやダメだそんなお金あるならやっぱ貯ためる」

「……あんたの夢ホントろくでもないわね、分かってたけど。って、当然のように死ぬ前ぜん提ていに切り替えてんじゃないわよ、それを世間一いつ般ぱんで早まってるって言うの馬鹿！　殿でん下かは知ってて今まで黙ってたってことでしょ!?　気づかれたのが昨日きのう今日じゃないとするなら、今さら逃げたって死んだって、あんたやユナイアに不ふ利りなだけよ！」

「！」

　ぴしゃり。

　ラナの鋭するどい一いつ喝かつと同時に、場に沈ちん黙もくが落ちる。

「あーもう。また馬鹿って言っちゃったじゃない」

「えっと。今さら、無駄？」

「そ、……そうよ」

　混乱極まれるフェルが次にどんな奇き行こうに走るかを心配しているのか、ラナはやけに慎しん重ちように頷うなずく。

（そりゃそうか……）

　そこで、フェルはやっとこさ、本当に落ち着いた。

「ごめんラナ。取り乱した。逃げるのも、死ぬのも、やめる」

「そうね否定しないわ、これ以上ないくらい取り乱してたわね……誰にも見られなくてよかったわよ、ったく」

　親友のぼやきを聞いていると、完全に停止していた思考が、じわっと回り始める。

（じゃあ、どうするって……）

　そう。

　第四皇子ユアンを巡る騒そう動どうでうやむやになっていたが、花嫁入れ替わりの事実を旦那さまが知っているかもしれない、と思い当たる節ふしはかねてよりあった。

　──〝嫁。きみの正体に、あの愚ぐ弟ていが本当に気づいていないと思う？〟

　結局は、先だって黒こく龍りゆう城じようを訪れた、エルラント帝てい国こく皇こう太たい子しのジルフォード＝グリフレイ＝エルラントが告げた言葉どおりになった、ということだ。

　おぼろげな覚かく悟ごはあったはず。なぜなら「知っているかも」が「確実に知っていた」に変わっただけだから。

　フェルは黙り込み、じっくりと考えを整理する。

　無意識に指先でたどったのは、右手の薬指だ。

　そこにあるのは、鈴すず蘭らんの意い匠しようの結婚指輪。肌のぬくもりが少しだけ移った白金プラチナを、左手できゅっと押し包つつみ、ゆっくり開いてみる。

「落ち着いたところで。どうするの、『奥方さま』？」

「……何も気づいてないふりして残るよ、このまま」

　正直、逃げ出したいほど動どう揺ようはしている。だが、本当に『今さら』なのだ。では、今この時に何ができるかを考えなければ。

　すぐに去ったら彼を守れなくなる。

　そうだ。

（いつからかは分からないけど。彼がずっと気づいてたんなら、状況は特に変わってない。決意、固めたんじゃない。あの人のことを、何があっても守るんだって）

　もちろん、離り婚こんはする。

　だがそれは、クロウの役に立ってからだ。彼は今、大商路の建設という壮そう大だいな計画を実行に移してまで、ユナイアとエルラントの仲立ちをしようとしている。

　そして、フェルの夕暮れ色の瞳は、人じん智ちを超える不ふ可か思し議ぎな力を有する毒どく──『呪じゆ毒どく』に対たい抗こうする力を持つという。かけられた呪のろいの逆さまを唱となえて、毒に冒おかされた人を見つめれば、解かい呪じゆすることができるのだと。

（彼は、戦いくさ続きの両国の仲を、抜ばつ本ぽん的てきに改かい善ぜんしようとしているんだ。エルラントでは全土に呪毒の事件が多発してるそうだし、クルヴァッハだって何度も狙ねらわれた……せめて、彼の領りようを脅おびやかす不安を取り除いてからいなくなりたい。ワルプルギスまでには、少なくとも──そう誓ちかったんだもの）

　考え抜いた末に出した結論は、何も変わらない、はずだ。

　──〝たとえお前が、本物のシレイネではなくとも〟

　昨晩の告白は、クロウ自身でも意い図とせぬことだったのかもしれない。フェルは盛せい大だいに酔よっていたし、「これは夢だ」という彼の言葉を信じ込んでもいた。

（その言葉以外は、いまだにまったく思い出せないんだけど！）

　フェルは「よし」と呟つぶやくと、ラナに尋ねてみた。

「……ラナ。今日、旦那さまって、お城の中にいたはずだよね？　視し察さつとかじゃなく」

「そうね、そのはずよ」

「じゃ、お願いがあるんだけど。ほかの侍女の皆さんにも手伝ってもらわないとかも。準備とか、お使いとか、いろいろ」

「？」

「……なんでもないふりして、旦那さまを、お茶に誘おうと思うんだ」

　そう言うと、親友はのけぞった。

「いきなりね!?　だ、大丈夫なの、あんた。今、殿下と顔を合わせづらいんじゃ」

　心配そうなラナに、「……そりゃそうだけど」と少し挫くじけそうになりつつ、フェルは言い張った。

（向き合うのを先さき延のばしにしたくない）

　なにせ、身代わり仕事の雇やとい主ぬし──ユナイア現国王・セタンタ＝マクネッサ＝ユナイアから受けた、「毒龍公を籠ろう絡らくせよ」という命令も、そのままなのだ。

「いいんだ。第一、酔いつぶれたところ介かい抱ほうしていただいたなら、まずはお礼しなくちゃ。それに、身代わりがバレてるんだってちゃんと認にん識しきした上で、彼と話がしてみたいの」




　──というわけで。

　本心では逃げたいほどドキドキしつつ、まずは、一緒にお茶をしませんか？　と旦那さまを誘ってみた。

　断られた。

（ひょっとして、すごくお忙しいのかな？）

　それではと、フェルは手伝いも兼かねるつもりで、いつものようにお菓か子しを持って、彼の慰い問もんに訪れた。

　いなかった。

（んーと……今日は視察はないって聞いてたんだけどなあ）

　最終的に、彼がちゃんと執しつ務む室しつにいることを確認してから、直前に取り次ぎを出して逃げ道をふさいでみた。

　仮け病びようを使われた。

　以上を踏ふまえた上で、結論。

　たった一夜にして。

　──旦那さまが遠くなった。
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「らららラナ！　なんで!?　なんか旦那さまが明らかにわたしを避さけてるっぽいんだけど……!!」

　夕刻。

　結局、すべての誘いをあえなく断られたフェルは、さすがに泡を食った。

　仮病を使ってまで拒きよ絶ぜつされたことを告げると、ラナの顔が険けわしくなる。

「ええ？　仮病って。本当にお加か減げんが悪いんじゃなくて？」

「だって、『あるじは、えーとえーと、ワライタケの食べ過ぎで絶ぜつ賛さんアゴの痙けい攣れん中ちゆうにつき！　ってことにしといてください』って言ったときのケイさまの目が盛せい大だいに泳いでたから噓うそだと思う。そもそもそんな間ま抜ぬけを旦那さまがやるわけないし」

　もうちょっと言い訳を考えろよと思わなくもなかったが、たぶん、ケイも突然「断れ」と命めいじられたのだろう。なにせ、顔がとても困っていた。

「それは……どう考えても避けられてるわね、確かに」

「ですよね！」

　この世の終わりのような声を上げて、椅い子すに座ったままテーブルに突つっ伏ぷすフェルに、ラナは眉まゆ尻じりを下げた。

「あんた、本当に心当たりはないの？」

「い、今は贋物だって知られてること以外思いつかない」

　だが、よくよく考えれば、ラナがさっき言ったとおり、「クロウはもともと贋物だと気づいていながら、何食わぬ顔で嫁をそばに置いていた」のだ。冷静に見るとなかなか怖い状況だが、問題は。

（いきなり避け始めたってことは、何か急な心しん境きようの変化があったってこと……？）

　偽にせ嫁よめでもしばらくはまあいっか、とか、偽嫁でもまあ役に立つだろ、ではなく。

　こいつは本気で外れくじを引いたぞ、しかも、仮の結婚生活だとしてももう一秒たりともそばにいたくない、と考えが変わるような何かが。

（心当たりなんて）




　──あるじゃないか。




　直近で、どでかいのが。フェルはがばりと顔を上げた。

「ら、ラナ……お酒で失敗した人の体験談って、身近で何か知ってる!?」

「ん？　そうね、あたしの村にいた男で、ひと晩で友達を全部なくした奴やつがいたわね。あと、妻さい子しも蒸じよう発はつしてたとか」

「……」

　それだ。

　フェルは真まっ青さおになった。

　昨晩自分は、酔ってぶっつぶれて、クロウに介かい抱ほうしてもらっている。

（絶対、お酒に吞のまれて変な絡からみ方したんだ、わたし！）

　きっと、想像を絶する鬱うつ陶とうしさだったに違いない。

　フェルは、故郷ベルファスティスの飲食店の日ひ雇やといで、隣の居酒屋から流れてきたおぞましい酔っ払いどもの乱らん痴ち気き騒さわぎを幾いく度ども目にしている。

（なんというか、こう、酒さか瓶びん抱かかえて素すっ裸ぱだかで徘はい徊かいしたり、荷車で川に突っ込んだり、変に気が大きくなって普ふ段だん我が慢まんしてたはずの言っちゃいけないことをついうっかりしゃべっちゃったり）

　クロウの場合、裸ラになるのは、素面しらふでやる人が身内にいるからまだ大丈夫かもしれない。……そういう問題でもないか。

　何にせよ、その面めん倒どうな酔っ払いをおん自みずから部屋まで運んでくださったのだから、あの旦那さまは実は天使なのかもしれない。毒龍公なんて不ふ名めい誉よなあだ名は今後使わず、毒天使公と呼ぼう。または毒どく神がみさまだ。

「毒神さまってあんた」

「え、口に出してた？　ごめん忘れて。っていうかそうだよ、毒神さまが、お酒を飲んだ嫁に、これは無理だって見切りつけちゃうような何かをしでかしたかもしれないってこと、よね？」

「だから毒神さまはやめなさいってば。まあ……そうなのかしらね」

「やっぱりー!!」

　フェルは再びテーブルにめり込んだ。

　ここまで記き憶おくがすっ飛ぶなんて、酒というのは本当に魔ま性しようの飲み物だ。もともと人生設計で酒代に金を費ついやす予定はなかったが、それにしたって金こん輪りん際ざい飲むまいとフェルは誓う。

（だって、こんなに避けられるの、嫁とついだとき以来だもん！）

「どうしよう！　絶対、バルコニーに逆さまにぶら下がって夜風に揺られながら『ファララわたしは洗せん濯たく物ものぉー』って歌ったり、彼のクラヴァットで鼻かんだり、晩ばん餐さん会かいのテーブルの上を端はしから端まででんぐり返りで高速移動したりしたんだ、わたし！」
















「あたしはむしろ、あんたのその無駄な妄もう想そう展開力に感動するけどね」

　頭を抱えるフェルを前に、ラナが軽く額を押さえる。

「ば、挽ばん回かいしなきゃ」

「ん？」

「何やらかしたのか気になって、このままじゃ夜も眠れないよ。ちゃんと自分の所しよ業ぎようを聞いて反省して謝らないと、わたし人として終わってる……!!」

「人として終わってようと、寝るのはきちんと寝なきゃダメ。睡すい眠みん不足は美容に悪いんだから。あたしにお手入れされながら、無駄に肌の張りまで終わらせたら許さないわよ」

「うう、わ、分かった……」

　侍女根性でさりげなく注意してくるラナの言葉に従したがい、フェルはその晩、頑がん張ばって寝ようとはしたのだが。

　──緋銀の長い髪を振り乱した赤ら顔の自分が、奇き声せいを発しながら四よつん這ばいでサカサカと旦那さまを追い回す悪あく夢むを見て、結局眠れなくなってしまった。

　翌朝、目の下に盛大にクマをこしらえたフェルは、案あんの定じよう、ラナの大目玉を食らうことになる。
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　一方、同じ朝。

「あの坊ぼうや……晩ばん餐さん会かいのときに、絶対何かやらかしたの、隠してると思うんだけど！」

　無ぶ骨こつな石作りの暖だん炉ろに、質しつ素そな木の調度。灰はい褐かつ色しよくのスレートの壁、暗あん紅こうの分厚いビロードのカーテン、小さく切られた窓。

　第三皇子の居きよ城じよう、黒龍城──その本ほん棟とうの端はしにある北の側そく塔とうでも、とりわけ日当たりが悪く、湿しめった空気の一室で。

　ユナイア王国より派は遣けんされた吟遊詩人バルド、その王都ベルファスティスで孤児院長を務つとめるガウェイン＝ヘラルドは、燃もえるような紅い髪をがりがり搔きつつ、そこに集つどった面子メンツを見渡した。

「あ、ガウェイン殿どのもそう思われますー？　奇き遇ぐうですね、自分めも同感ですよ。奥方さまのお部屋から戻られたときの、我わが君きみの、あの挙きよ動どう不ふ審しんさときたらもう」

　ガウェインの前でけらけらと笑って同意するのは、淡あわい色味の金きん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだを持つ年ねん齢れい不ふ詳しようのやさ男、黒龍城家か令れいのケイ＝サリタ。

「うーん、ずっとこの部屋にいたので、僕にはちょっと分かるません。黒龍公に何かあっただですか？」

　その隣となりで、訛なまりの強い共用語を使いつつ首を傾げているのは、童どう顔がんの青年。瑠る璃りを帯おびた銀ぎん髪ぱつに、青から紫むらさきに変わる朝焼け色の瞳という、珍めずらしい容よう姿しの持ち主だ。現在この部屋に幽ゆう閉へいという形で保護されている、南なん東とう部ぶ少数民族イルの首しゆ長ちよう、キリヤ＝イル＝ティカルである。

「そういえば、ガウェイン殿とは、僕、お会いする初めてますね。よろしくです」

「こちらこそ、よろしくねん。あなたの話はクロウから聞いてるわ」

（……この子、『妖よう精せい』なんだっけ）

　ガウェインは曖あい昧まいに笑えみ、差し出された手を握った。フェルの正体をなぜか知っていたことといい、迷めい信しんじみた出しゆつ自じといい。どんな顔をして接すればいいのかいまいち摑つかめない。

　そして、話題にのぼっているのは、言わずと知れたこの城のあるじのこと。

　彼自身も、間もなくこの部屋に来るはずである。だが、前日に仕事が立て込み徹てつ夜やしたとかで、少し仮か眠みんを取ってはどうかとケイが進言したらしい。

「なんか、アタシの思い違いでなけりゃ、昨日の朝はちょっと嬉うれしそうに浮うき足あし立だって、晩に見かけたときにはもうこの世の終わりみたいに落ち込んでた気がするんだけどん。たった一日で何があったわけ」

「おお、すごい。あのおかたは、表情自体はほとんど変わらないのに。そこまで見抜けたのなら、もうガウェイン殿は『我が君学』博士ですねぇ。受じゆ勲くんものです」

「いらないわよそんな勲くん章しよう。売うり払はらって孤児院の修しゆう繕ぜん費ひにするわ。ふざけてないで、何か心当たりはない？」

「……あるといえばありますね」

　ケイは、ふっと切れ長の目を眇すがめた。

「昨日の昼頃、皇こう宮ぐうから書しよ簡かんが届いたのです。書簡というより、手紙入りの荷物ですね」

「荷物？　お父君のウーベル陛へい下かからだ、ですか？」

　目をしばたたくキリヤに、ケイは「いえ……」と顔をしかめた。

「送り主は、リグレイン妃ひでしてねぇ」

「！」

「元は純白だっただろう、レースの、高価な……ただし動物の血か何かでべっとり汚よごれたヴェール、でしたね。手紙の内容は拝見しておりません。封ふう蠟ろうがしてありましたし、我が君は中を見るなり握りつぶし、ヴェールごとすぐ暖だん炉ろに放り込んでおしまいになったので」

（おいおい、……何があったってんだ、クロウの奴）

　ガウェインは眉まゆ根ねを寄せる。

　あの慎重な男が、躊ちゆう躇ちよもせず、すぐ燃やしてしまったということは。

　外から見ればなんの証しよう拠こにもならない、取るに足らないような──だが、きっと彼にとっては、ひどくおぞましい予よ兆ちようだったのだろう。それは。

「なんで黙ってるんだ、アイツ」

「黒龍公は、昔から、何かあると内側に溜ため込こむ気き質しつでしたです」

　キリヤもため息をついている。

「……あの坊やったら、飄ひよう々ひようとした策さく略りやく家かに見えて、結けつ構こうな思い詰め型だからねぇ……」

「俺の話か？　なら、是ぜ非ひ仲間に入れていただきたいものだな」

　すぐ後ろから冷ややかな声が響ひびき、内心ぎくりとしつつ、ガウェインは振り向いた。

（！　クロウ）

「やだ、遅かったじゃないのん」

　戸口に立っていたのは、長い黒髪を後ろで編んだ、すらりとした長身の青年──まさに話題の中心人物だ。

　極きよく北ほくの凍った海を思わせる群ぐん青じようの双そう眸ぼう、氷の彫ちよう像ぞうのように整ととのった白はく皙せきの顔。見た目は完かん璧ぺきな麗うるわしさだが、中身が反比例する外げ道どう・悪わる知ぢ恵え・毒どく舌ぜつ揃い踏ぶみ野や郎ろうなのは、周しゆう知ちの事実である。

（ま、案外、真ま面じ目めで誠実なとこもあるんだけどねぇ……）

　遅れて登場した『暫ざん定てい・義ぎ理りの息子むすこ』を見て、ガウェインは「？」と眉をひそめた。

（気のせいじゃないよな。……なんだか、妙みように顔が暗い）

「おい、クロ……」

「遅れておいて仕切るのもなんだが。話を始めていいか？　……まずは妖精と、妖精の王について」

　違和を問いにする前に、クロウが先手を打ったので、結局うやむやになってしまった。ガウェインは釈しやく然ぜんとしないながらも引き下がる。

（まあ、もともと集まった目的は作戦会議だしね。……明日から、エルラント中央教会に向けて発たつための）

　キリヤの居室を選んだのは、議題が耳じ目もくをはばかるからだ。

　それに、ガウェインには、どうしても明らかにしておきたいことがあった。

「すんごい基本的な質問で悪いけど。……妖精ってなんなの？　それも、その王様なんて」

　正せい教きようの聖せい職しよく者しやで、聖せい詩し篇へんに少なからず造ぞう詣けいのある身にとって、「妖精とは、人間をたぶらかす悪あしき存在」だ。宝石を食べ、美しく、気まぐれで残ざん酷こくな伝説の生き物。

「妖精が実在する、それも、目の前にいるんだとか言われてもねぇ。単に、特とく殊しゆな生まれつきとかいう話じゃなくて？　どっからどう見ても普通の人間だし、ぴんとこないわ」

「常識で説明がつかないもの、あるわけないと否定する、簡単だ、です。だからこそ、僕たちは人ひと目めを欺あざむいて生きてこられた」

　疑問を並べるガウェインに答えたのはキリヤだ。彼は珍しく、少し皮ひ肉にくっぽく唇を歪ゆがめた。黙ってやりとりを聞いていたクロウが、不意に口をはさむ。

「そうだな。まずは、迷めい信しんや思い込みではないと、証明しなければ始まらない。それは俺も感じていたことだ。……手っ取り早い方法があるだろう、キリヤ。悪いが、そこまで言うなら協力してもらうぞ」

　クロウの目配せに、一瞬顔を引きつらせつつ、「はい」とキリヤが頷うなずく。

「ガウェイン殿。彼らが苦手とするものを思い出していただきたい。この部屋には、陽ひ射ざしはほとんど入らず、聖詩篇を退しりぞけてもある」

　そのクロウの言葉で、「そういえば」とガウェインは思い出す。

（ユナイア王宮も妙みように薄暗かったし、聖詩篇にちなむ調度類が徹てつ底ていして取っ払われてた。結局はぐらかされたが、あれは、セタンタ陛下が妹姫のためにやったこと……思い込みで片付けるには、なんでそこまで嫌がるか、ってのはあるな）

　そこで、ケイがするっと歩み寄ってきて、ガウェインの祭さい服ふくから吟遊詩人バルドの証あかしである赤い肩掛けを「ちょっくら拝はい借しやく」と引き抜いた。

「おい、じゃなくてちょっと。何するのよ」

「いえいえ、ご覧いただければ分かりますよ。教会の象しよう徴ちようといえば、これなんで」

　言うが早いか、ケイは、キリヤの手の甲に、布の端を押し当てた。

　途と端たんに、ぱりんと陶とう器きがひび割れるような音を立て、その肌が淡あわく輝く。かと思うと、見る間に青黒く鬱うつ血けつしていく。

「それから、ガウェイン殿。下を」

　指さすクロウにつられて床を見た、ガウェインははっとする。

　そこにある影は、みっつ。自分とクロウとケイのもの──しかない。

　呆あつ気けに取られるガウェインの前で、キリヤは腕を搔きむしり、苦く悶もんに顔を歪ゆがめた。食いしばった犬けん歯しの間から、まるで容よう姿しにそぐわない、獣けもののような低い唸うなりが漏もれる。

「も、もう十分よ、分かったから!!」

　ガウェインは慌あわててケイからキリヤを引ひき剝はがした。すると、見えなくなるほど薄れていたキリヤの影が、すうっと本来の濃さを取り戻していくではないか。

「……というような実験を先日もやってみたわけだが、まあ結果は同じだったな」

「二回目なのかよ!?　真しん正せいのド鬼き畜ちくだなお前ら！」

「だって、口で言っても見るまで納なつ得とくできないじゃないですかぁ。自分めもそうでしたし」

「ガウェイン殿、ありがとます、平気だです。僕、身体からだが砕くだける呪いのせいで、あまり大事なこと話せない。お役に立てて光栄だ、ですー……。もう今回限りでお願いするますが」

　けろっと言い放つ残酷主しゆ従じゆうの隣で、キリヤはげっそりと蒼あおい顔で微笑ほほえんだ。

「あまり認めたくないのだ、ですけど……本当に、人ではないんです。この姿は、本物の『キリヤ』からの借り物なので。シレイネ姫のように、本来の自分に戻れたら、僕のほうが一いち目もく瞭りよう然ぜんですが……伝でん承しようそのものの存在だけれど、幻想ではない。それが、妖精です」

　ここまで顕けん著ちよに反応が出るのは、さすがに自分の身体が弱っているせいも大きいのだが、と言い置き、そこで彼は「でも」と視線を巡らせた。

「本ほん能のう的てきに嫌いではあるのだ、ですが。どうして苦手なのか、聖詩篇とはそもそも何なのか、僕自身はあまり知るません。聖詩篇を奉ほうじる、『正せい教きよう』のことも」

　ガウェインは目をしばたたく。そうなのか、と。

「……えーと。じゃ、とりあえず基き礎そ知識からでいい？『聖詩篇』の成立は千年ほど前で、一応、記録では、十二人の偉い大だいな樫樹の賢人ドルイドたち──樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドが口こう頭とうで編み上げたことになってるわん」

　各中央教会は、この伝説に則のつとって、必ず十二人で共同統とう治ちされる。正教の最高権けん威いである、樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドの由ゆ来らいだ。

　聖詩篇は独どく特とくの節回しを持つ歌の形を取り、その教きよう義ぎは調ちよう度どや天井画の装そう飾しよくなどにも展開されている。だが、秘ひ儀ぎは今でも口承で伝わっているはずだ。

「ううーん……でもそれを、どうして妖精が嫌うんですかね？　邪悪なものは聖詩篇を厭いとう！　なんて、いかにも聖職者の創作っぽいのに。まさか本当にだなんて」

　解げせない、とケイが首を傾げている。

　妖精と教会、そして聖詩篇との関係は。キリヤから得られる情報だけでは、分からないことだらけだ。

　真しん相そうを究明するための糸口を摑むべく、クロウとガウェインは、エルラント国内で聖詩篇を管理する最大の施設である、エルラント中央教会に視し察さつを打だ診しんした。膨ぼう大だいな蔵ぞう書しよ量りようを誇ほこる書庫でも有名なここは、手掛かりを探すにはうってつけの場所なのだ。

　第四皇子の縁えん故こで、訪問の許可は取りつけられたのだが──ここで、新たな問題が浮ふ上じようした。その中央教会に、どうも最近異い変へんが起きているというのだ。

「様子がおかしいんだ、ですか？　……中央教会が？」

「あれ、キリヤ殿はご存じじゃないでしたっけ」とケイは片眉を上げる。

　──〝禁きん書しよ庫この位置が変わってた。封ふう鎖さ区く画かくなんかもできて、しかもそれが毎日入れ替わって……そうだな、模様替えっつうより、ずっと妙な増ぞう改かい築ちくを続けてるみたいなんだよ〟

　今ではまるで迷めい宮きゆうのようだ、と。教会で育った第四皇子、ユアン＝ヴァゼタ＝エルラントは証しよう言げんした。彼の師しである預言者ウアテスは、増改築の理由を「赤い病やまいが来るから」と答えたのだという。思い出すと、ガウェインは眉根を寄せた。

「建物も貴重な物なんでしょ？　やれ禁書庫の移動だの、やれ日替わり封鎖区画だのって、そんなにお気軽に手を入れちゃっていいものじゃないはずなんだけどねぇ……」

　そこで、キリヤがちょっと翳かげりのある笑みを浮かべた。

「封鎖……立入禁止ですか。ティカルで、首長の権けん限げん使って、僕もやってるました。呪毒に使う夕ゆう輝き晶しよう、隠すためでしたです。もっとも僕の場合、ちゃんと自分の意思あるましたが」

「……たとえば、呪毒で操あやつられた聖職者が、なんらかの意図で、不自然な増改築を行っている可か能のう性せいがあると？」

　クロウの問いに、キリヤはこくりと頷いた。

「庭の墓ぼ標ひようが増えていたという話も。……毒に身体が耐たえられなかった聖職者が倒れたなら、説明つくます」

「しかし、増改築を繰くり返すとなれば、いくらなんでも作用が長期間すぎないか？」

「それだけのあいだ、被ひ害がい者しやの意識を制せい御ぎよできる呪毒といえば、……思い当たるのは、『晴はれずの霧きり』だ、ですね」

　顎に手を当てて視線を床に落とすクロウに、おずおずとキリヤが続ける。

「呪じゆ物ぶつとなる夕輝晶を核かくに広がる毒の波が、精神を侵しん食しよくしていく呪毒です。操あやつれるという点は『眠ねむらずの蝶ちよう』と同じなのだですが」

「違う点があるんだな？」

「はい。毒の使い手がすぐそばに潜ひそむことで、大人数にかなり複ふく雑ざつな命令を下せて……というより、ほぼ洗せん脳のうに近い形で被害者たちを意のままにできるです」

　使い手が命令を変えるたび、呪いの中身も合わせて変化するのが厄やつ介かいな点だ、とキリヤは付け足した。

　ただし、威力が強い代わりに弱点も多い。まず、呪いを解とくのは、フェルの瞳はもちろん、石を砕くだくだけでも可能らしい。

「……それに、発現までにかなり時間もかかるます。聖地である教会を冒おかすには、少なくとも、三年ほどは仕込む必要ある、ですね」

「三年？」

　その年数に、クロウが片眉を上げる。

「パールが呪毒で死んだのも三年前……だな」

　キリヤは咽の喉どを押さえ、「呪毒といえば」と、ぱくぱく何か探るように口を動かす。

「黒龍公。どうやら、これは話しても大丈夫だ、です。気がかりがあって。このあいだの『隠かくれずの月つき』といい、先ほどの『晴れずの霧』といい……呪毒が多た様よう化かしてるです」

「多様化？」

「なぜ、『取り替え子』の僕が、『眠らずの蝶』を作っていたか。シレイネ姫然しかり、僕然り。呪毒は、基本的には、人間と親しく交まじわった者にしか作れないから……です」

　呪毒とは、呪まじないと毒の交こう雑ざつ。妖精たちは呪いならお手のものだが、一方の毒物には、疎うといのだという。

　呪いと毒を結びつける夕輝晶そのものの貴重さもあるが、そういう事情で、呪毒は極めて稀き少しよう価値が高く、「伝説上の代しろ物もの」と見なされてきた。

「でも、僕程度じゃ、作れる毒の種類限られてるました。強い呪毒、複雑な呪毒。作るのは、同どう胞ほうの中でも特に強い呪力、あとは、豊ほう富ふな毒の知識がいるはずだ、です」

「つまり──誰か、妖精に毒物の知識を与える『人間』の協力があったと言いたいのか？　なおかつ、稀少価値の高い夕輝晶を、難なんなく入手できるような」

「……そういうことだ、です」

　この言葉に、クロウはうっすら嗤わらった。

「へえ？　身分が高くて、俺並み以上に毒の知識が豊富な人間には、大いに心当たりがあるな。……なにせ、幼よう少しよう時じから三十回以上は毒殺されかけた相手なもので」

　それは、一連の事件の陰に、幾度となくちらつく名前。

　彼の亡ぼう弟てい、パーシヴァル＝エルラントに、呪毒を盛った張本人と目されるのも、ほかでもない──

「リグレイン＝フレアメル。あの女、か」

「生うみの母に対してあの女呼ばわりはどうかと思いますが、あなた様に関しては例外ですねぇ」

　吐はき捨てるクロウに、ケイが苦く笑しようする。

「とはいえ、漠ばく然ぜんと『なんか怪あやしい』ってだけで、動かぬ証拠があるわけじゃなし。せめてひとつなり、リグレイン妃が事件に関与していたと、はっきり分かる物なり人なり出せれば、もっと動きやすいのでしょうが……」

　ケイの言葉に、ガウェインも額を押さえる。

　──一連の裏に「ちらつく名前」ではある。だが、彼女が呪毒に関わったといえるものが、何一つないのだ。

（証拠の不在か……やりにくいな。確かに）

「そうそう、もやっと怪しいといえば。リグレイン妃は、外がい遊ゆうの直前、教会と接触した可能性があるらしいんですねぇ……」

「なぜ早く言わない？」

「ですから、可能性、と」

　クロウは即そく座ざに顔をしかめた。

　教会は絶対的な秘ひ密みつ主しゆ義ぎの園そのである。教会嫌いのウーベル帝ていの代になってから、エルラント皇族と中央教会とのあいだに生しようじた軋あつ轢れきを思えば、リグレイン妃が教会と関わっていたと知ることができただけでも奇き跡せきだ。

「となれば、中央教会に、リグレイン妃寄りの人物がいるかもしれないというのは、頭の端っこに置いといたほうがいいかもですねぇ」

　──おまけに、その中央教会に異い変へんがあるときた。

「臭におうな……。妖精が聖詩篇を嫌う理由が、対抗策の鍵かぎで──その鍵を握るのが中央教会だとすれば。そこを潰つぶされたら、俺たちはなすすべもなくなるぞ」

「そこで視察の出番ってやつですよねえ。留る守すはこの自分めに安心してお任まかせを。北の塔をお日様さんさんにしたり、エルネットさりたの聖詩篇関連商品で部屋を埋うめたりして、キリヤ殿と遊んでいただきますゆえ」

「分かった。安心して任せる」

「ちょ、ケイ殿に黒龍公!?　僕が安心できるませんか!?」

　身も蓋ふたもない主従のやりとりにキリヤが蒼ざめる。前ぜん衛えい的てきな家令と病弱な首長の攻こう防ぼうから、クロウは目を逸そらした。

「教会、か。……ちょうどいいかもな」

「クロウ？」

　かすかな独どく白はくを、唯ゆい一いつ、ガウェインが聞きき咎とがめる。

「アタシ昨日から気になってたのよ。……あんた、また何か思い詰めてない？」

「気のせいだろう。なんとなく、で不ふ審しんがられても」

「……あのね」

　ガウェインは目を閉じ、指先で自らの眉み間けんを揉もんだ。

「ろくに心情を言葉にできない子供と長年付き合ってきた孤児院院長の『なんとなく』を舐なめないでちょうだいな。ねえ、あんたがもし何か──」

「へえ？　野や次じ馬うま根性が強くて下へ手たに詮せん索さく好きなところは、さすがに親子だな」

　クロウの返答には、明めい確かくな毒があった。

　自分が馬鹿にされるのは構かまわないが、それはフェルのことも当あて擦こすった皮ひ肉にくだ。さすがにカチンとくる。

「テメっ……」

　思わず胸むな倉ぐらを摑みかけたガウェインだが、クロウの顔を見て、ふと冷静になる。

　クロウは一瞬、わずかに眉を曇くもらせたのだ。思えば確かに、彼らしくない言葉だった。

（ってことは……わざわざおれの神しん経けい逆さか撫なでするつもりだった？　ごまかすために、か）

「まだ急ぎの仕事が残っているので、失礼。出しゆつ立たつの詳細が決まったらお伝えする」

　ガウェインが続けて何か問う前に、クロウはさっと踵きびすを返してしまった。

　いささか乱らん暴ぼうに扉が開かれ、黒い背が向こうへと消える。

　気配が遠ざかるのを待って、ガウェインは傍かたわらのケイに声をかけた。

「ねえ、ケイ殿。もしお手間じゃなければなんだけどん。こっそり様子を見るのって、あなたのほうがお得意よね？　アタシあの坊やがちょおっと心配なんだわ」

「やだなあ、得意も何も、自分めはただの隙すき間ま愛あい好こう者しやですよ。でもまあ、クローゼットや天井裏にいると、自然と話が聞こえてくることもありますからねぇ」

　しれっと嘯うそぶきつつ、若草色の東とう方ほう風ふうの衣い装しようが、あるじを追うように音もなく扉をくぐる。

　本当にただの商人上がりだなんて思えない、なんとも得え体たいのしれない家令だが、彼とは意外に気が合うかもしれない。少なくとも、あの自己表現がド下手な男に関してだけは。

（早まった真ま似ねしなきゃいいんだけど）

　ガウェインはため息をついた。

「ほんと。……手間がかかるったらないわね、あの子たちは」
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　平たく言って異い常じよう事じ態たいだ。

　たったの一日半で、──夫に送った、お誘いやら訪問やらの打だ診しんが十五件を超えた。

　うち、後半八件は、実じつ際さいに部屋の前まで行って扉を叩たたいた。さらにその八回目には、半はん刻こくあまりコツコツやり続けた。

（夫婦じゃなけりゃ、弱じやく性せいの変へん質しつ者しやを疑われるところよね）

　自分でやっておきながら、フェルはうっすら青くなる。狂きよう気きの沙さ汰ただと思われても仕方ない。次から、「旦だん那なさまぁ、お怨うらみ申し上げますぅ……」とおどろおどろしく台詞せりふをつけてみようか。

　ところがどっこい、そこまでやってもクロウは応おうじない。

　頑がんとして妻を避さける夫に、これはもう望みなしだ──と諦あきらめるほど、残念ながらフェルも素直ではなかった。

（分かった。これは根比べなんだ。ちゃんと平へい身しん低てい頭とう謝あやまらせていただくまで、負けてたまるか！）

　逆に火がついたフェルは、使用人たちにクロウの動どう向こうを聞き回り、とうとう、彼が北の塔とうのキリヤの部屋にいると知ったのだ。

（よし。帰りがけには、絶対ここを通るはず……。なんて言って声をかけよう。『あら旦那さま、奇き遇ぐうですわね、ここで会ったが百年目と申しますもの、ちょっとおしゃべりしませんか』……）

　現在フェルがいるのは、北の塔に繫つながる長い回かい廊ろうである。クロウと遭そう遇ぐうしたときの脳のう内ない予行演習を繰くり返しながら、物もの陰かげで息を潜ひそめた。

　身を包つつむのは、生き成なりの絹に薄うす桃もも色いろのサテンを合わせたドレスだ。緩ゆるやかな波を描くラッフルを重ねた飾かざり袖そでは可か愛わいらしく、まるで撫なでし子この花のような印象を与える。

「淡あわくて柔やわらかい色を着て行ったほうが、相手も自分も気分が落ち着くでしょ」とは、これを選んで着付けてくれたラナの言げん。頑がん張ばって、という気き遣づかいが嬉しかった。

（はあ。でも、緊きん張ちようするなぁ……）

　深ふか酒ざけの果はての醜しゆう態たいについて、訊きかなければならないのもそうだが。正体がバレていると分かってから旦那さまと会うのは、これが初めてなのだ。

（あ、でも本物のシレイネさまがぶっ飛んだ痴ち態たいを曝さらしたと思われるよりはマシなのか！　いや、やっぱ全然ダメだわ!!）

　うだうだ詮せん無ない考え事にふけりながら、歩ほ廊ろうの壁や柱をぼんやり眺ながめていると、ふと気づくことがある。

　普ふ段だんは、甲かつ冑ちゆうや、東とう方ほう趣味の飾かざり壺つぼに隠かくれていて分からなかったが。

（？　……ここの壁。一カ所だけ、色が違う？）

　聖せい詩し篇へんを千花模様ミルフルールに重ねて綴つづった、印象的なタペストリの下。

　壁の漆しつ喰くいに、四角く切り取られたような囲みがある。

　大きさはちょうど、天てん井じように届くか届かないかくらいだろうか。

（まるで、無理やり何かを塗ぬり込めたみたい。大きさからすると、扉、みたいな……？）

　確かに、規則的に並ぶ扉の間かん隔かくが、そこだけぽっかりと不自然に空いている。

　タペストリを指先で摘つまんでめくり、軽く壁を拳こぶしで叩たたくと、こんと反はん響きようがある。中は空くう洞どうのようだ。では、やはり。

　ぼんやり考え込んでいたフェルは、すぐ後ろに迫せまっていた人物に気づかなかった。

「そこはパールの部屋だ」

「！」

　急に声をかけられ、フェルはぱっとタペストリを離す。

「……なぜ、こんなところにいる？」

「だ、旦那さま……」

　振り返るとすぐに、自分と同じように、廊下の緋毛氈フエルトの上に立ち、壁の『切れ目』を見つめるクロウが目に入る。

「い、いらしてたんですの」

　黒衣に包つつまれた長身を視線でたどると、彫ちよう刻こくのように整った横顔に行きつく。見慣れたはずの夫の姿に、フェルは否いや応おうなく緊きん張ちようした。相変わらず、心臓に悪い人だ、と自分で待ち伏せしていたくせに思ってしまう。

　それにしても──

「……パーシヴァルさまの？」

（確かに、黒龍城で彼の居室らしき部屋は見たことないけど……でも、どうして？）

　フェルは首を傾かしげた。

　夭よう折せつした最愛の弟の部屋を、漆喰で塗り固めるなんて。きっと、生前の面おも影かげを懐なつかしむ、貴重なよすがになったはずなのに。

　フェルの疑問を察さつしたのか、クロウは壁を見つめたままぽつりと教えてくれた。

「俺じゃない。わざわざ、父上直属の紅こう龍りゆう師し団だん兵がやってきて塗り込めていった」

「……え」

「といっても、中にはもうほとんど何もない。城の前庭で、あいつの衣い装しようと肖しよう像ぞう画がは全部焼やき払はらわれた。部屋にあった手しゆ記きの類たぐいも、総そう督とくとして南なん東とう部ぶから俺によこしてきた報告や私し信しんも、愛用していた調度や食器も、すべて」

「！」

　皇こう帝ていが、息子むすこの痕こん跡せきを徹てつ底てい的てきに消し去る理由は、ひとつだけ。

　子殺しの容よう疑ぎ者しやとして限りなく黒に近い、第三妃ひリグレインを庇かばうためだ。

「第四皇おう子じは、本来はユアンではなくパールだった。……だが、ここにあいつが存在したという確かな証あかしは、もう、何ひとつない。この壁の染しみだけだ」

　物も、絵も、文字も、残らず。

　横おう死しした皇子など、存在そのものを許さないとでもいうように。

「そんな……」

　驚くフェルに、クロウは呟つぶやく。

「俺を孤こ独どくから救う者、幸福を分かち合おうとする者。そのすべてを奪い去る、あの女の呪のろいに巻き込まれた人間の、これが末まつ路ろだ」

　言葉もないフェルに、クロウは、それ以上語ることはないらしい。

「ここは冷える。部屋に戻れ」

　そっけなく言うと、すぐにさっさと歩き始めるクロウの背を、フェルは慌あわてて小走りに追いかける。

「お待ちになって。お話がございますの」

　足を動かしながら、棘とげのような違い和わ感かんが胸に引っかかった。

（やっぱり変。なんだか、旦那さま。いつもと違う、よね？）

　表情の暗さが何より気がかりだが。

　いつもは、フェルが横を歩くと、必ず歩ほ調ちようを合わせてくれるのに。今は、ちっとも追いつけない。

　──まるで、隣となりに並ぶのを避さけているみたいに。

「俺には話などない」

　返事はにべもなかった。

　執しつ務む室しつへと、足を止める気配もない彼の前に回り込み、なんとか向き合うことに成功する。彼は忌いま々いましげにため息をついた。

「なんの真ま似ねだ、シレイネ」

　とおせんぼするフェルに、クロウは不ふ機き嫌げんさを隠そうともしない。

　勢いきおい込んで止めたはいいが、正面切って訊かれると、声が詰つまった。

「ぅあっと、ですわね……」

　酒の果てのあれやこれをお尋ね申してのち、這はいつくばって謝るためです。

　と、いきなり切り出すのもどうだろう。あと、もうちょっと心の準備が欲しい。フェルの心中を察したわけではないだろうが、クロウは話題を変えてくれた。

「ああ、そうだ。ちょうどよかったから言っておく。明日から、中央教会に出かけることになった」

「まあ、そうですの。ずいぶん急なお話ですわね。いってらっしゃいませ」

「お前も来るんだ」

「はい？」

「俺とお前と、あとは聖せい職しよく者しやのガウェイン殿どのにもご同行いただく。といっても、長旅にはならない。往おう復ふく合わせて五日間の行程だから安心しろ。身み支じ度たくに侍じ女じよは必要か？　あまり連れて行きたくはないんだが」

「いえ、ひと通りは自分でできますけれど……」

　フェルは目をしばたたいた。

　ただの視察かと思いきや、自分も一緒に？

「どうして教会に？」

「お前は知らなくていい」

「えっ……。だって、わたくしも参りますのよね？　もし何か、ご協力すべきことがあるなら……」

「くどい。着けば嫌でも分かる。俺は、知らなくていい、と言ったんだ」

「……っ！」

　そのひと言で、フェルは、彼との距離が冷たい壁で鎖とざされた気がした。

「そ、ですか」

　塩をかけられた青あお菜なのように、しゅっと心が萎しおれかける。

（お前のような嫁に大事なことは話したくない、ってこと？　そ、そんなにひどかったのかな、一昨日おとといのわたし……って、い、いかんいかん！　そういう問題じゃない！）

　こちらが瞬間的に凹へこんでいるあいだに、気づけば旦那さまは後ろ姿になっている。

（逃がすか！）

　フェルは、今度はもっと大おお股またに走って追いかけ、とおせんぼし直した。

　再び進路をふさがれたクロウは、さらに聞こえよがしなため息をつく。らしくもない態度だが、フェルにも気づく余裕がなかった。

　あくまで話をする気はないらしい。彼は青い瞳ひとみをフェルに据すえる様子もない。顔も見たくない、ということなのか？

　──これはいよいよ、晩ばん餐さん会かいでのご乱らん行こうがひどすぎた説が信しん憑ぴよう性せいを帯びてきた。

　何度か、すり抜けられては道をふさぎ直しを繰くり返したのち、フェルは意を決して、本題を切り出すことにした。

「あの！　一昨日は申し訳ございませんでした。お酒を過ごして、お義に兄いさまとユアンさまの見送りもできないなんて、とんだご無ぶ礼れいを。酔よったわたくしを、旦那さまが介かい抱ほうしてくださったとも」

「ああ。……そうだな」

　肯こう定ていを聞き、「ありがとうございます」とフェルはまず深く頭を下げた。

「ご迷めい惑わくをおかけいたしました。それであの……晩餐会での様子、あなたの口から詳しく教えていただいても!?」

　自分、いったい何やらかしたんでしょうか、という思いを込め、前のめりに尋ねてしまうフェルに、クロウはぴくりと肩を揺らす。

「様子か……そうだな。たしか、ジルフォード兄上に対たい抗こうして、お前が奴と横並びで半はん裸ら踊おどりを披ひ露ろうし始めたものだから、ユアンがドン引きしていたな」

「うっそ!?」

「ああ、噓だ。だが……やはり何も覚えてはいないんだな。そんなことだろうと思った」

（噓ですかい！）

　焦あせり損ぞんだった。フェルはちょっとむっとして、思わず反はん駁ばくする。

「何もということはございませんわ！　い、──いちばん大事なことは覚えております」

　あなたが、わたしが贋にせ物ものだと知っていると、告白してくださったことだけ。

　フェルは心中で続けた。そうだ、この人は、──知っている。

　もちろんそんなこと言いようがないので、フェルは口をつぐむ。

　しかし、ここで彼は、思いがけず虚きよを突かれた顔をした。

　意い図とせずしてだろうが、ずっと張り詰めていた空気が少しだけ緩ゆるむ。果たして何が彼に隙すきを作らせたのか、余計に気になった。

「いちばん大事なこと……というのは、ひょっとしなくてもあれのことか？」

　あれって、身代わり知ってるぜ発言のことでしょうか。とも言えず、フェルは「わたくしの口からは」とお茶を濁にごす。

「……そうだな。覚えているなら、お前にとっては、それは……。何かしたといえば、した……、ことになるだろう。やはり」

　次ついで、クロウは長い指で、それが何かを示しめすように自らの唇くちびるをなぞった。その動きが、途中で、はっと気づいたように止まる。

　この仕し草ぐさは一体？　唇を示しているということは、きっと口関係だ。では、まさか。

（うわぁぁん、やっぱりー!!）

　酔っ払いと口。つまり、「飲みすぎた酔っ払いのやらかしといえば、まずコレ！」という、貴き婦ふ人じんがいちばんやってはいけない例のアレだろう。具体的にナニと口に出すのははばかられるが、強しいて言うなら、それこそ口から諸もろ々もろ（食品を）出す系の。

「お、お詫わびを……」

　お詫びを申し上げたいのですが。

　声が掠かすれ、途中で止まる。もう、引ききった血の気は当分戻る気配もない。彼の顔を見られない。申し訳ございません、と続けたはずなのだが、果たして届いたかどうか。

　罪ざい悪あく感かんで震ふるえるフェルの前で、クロウは眉み間けんを押さえた。

「いや、お前はひどく酔っていたから……。詫びくらいは必要だよな、やはり」

　あの旦那さまが、常つねどおり、嬉き々きとしてからかってくるのではなくこの反応。

　思い起こしてみる。あの晩の彼は、美しい礼れい装そうを着こなしていた。自分も噓みたいに真しん珠じゆがぼろぼろついた、高価な真しん紅くのドレス姿だった。

　その華か麗れいな着衣や、頂き物の絹きぬのドレスにどんな粗そ相そうをしてしまったのか、想像するだけで死にたくなってくる。

（いや、これはもう、本気で首くくるしかない）

「お詫びというか、罪つみが重すぎて。万ばん死しに値あたいします。処しよ刑けいされても文もん句く言えませんよね」

「万死で、処刑……そうか……お前にとっては、そこまで嫌だったか……」

　お互い微び妙みように会話が嚙かみ合あっていないことに気づかないまま、フェルは胃が収しゆう縮しゆくするような沈ちん黙もくの重みに耐たえた。

　──と。

「悪かった」

　いきなりクロウからすぱっと謝しや罪ざいされ、フェルは目を瞠みはった。

「は？　何が」

「……何がってお前。あの晩のこと、覚えてるんじゃなかったのか？」

「え、ええ……」

　その言葉に、フェルはかこんと首を傾げる。

（あなたがわたしの正体を知ってるって言われたこと以外は、何も──）

　それじゃあ、彼は何か勘かん違ちがいをしている？

　旦那さまは旦那さまで、自分に対して何か面おも白しろい粗相をしたのだろうか？

　では、とフェルは拳こぶしを固めた。きっと、好こう感かん度ど回かい復ふくの好こう機きだ！

「いえ、まったく！　きれいサッパリ！　記き憶おくに！　ございませんから!!」

「え」

「まあ、何があったにせよ。覚えていないってことは、どうせ」

　あなたが酔って何をしていたとしても大丈夫です、わたし覚えていませんからご安心ください、という意味も兼かねて、フェルはまっすぐな瞳で断だん言げんした。




「超ちよう絶ぜつどうッでもいい、それこそ床に落ちたパン屑くずや古い織おり物ものに浮いた毛玉程度のつまらないことですわよね！」

「…………へえ？」




　その途と端たん、内ない臓ぞうに、冷たい氷を押し当てられたような心地がした。

「そうか。……パン屑で、毛玉か。ふーん……？」

　寒い。

　クロウのほうから、怒ど濤とうの冷れい気きが押し寄せてくる。ただでさえ地を這はっていたらしい彼の機き嫌げんが、どん底を突き破る音がした。

（え、ちょっと。なに、今、わたし何か踏ふんだ!?　なぜ、何を!?）

　クロウは目を眇すがめる。ずんずんと、フェルのところまで歩いてきた。逃げを打とうと一度隙すきを見せたせいで、後ずさるしかない。

　一歩二歩と下がれば、腰に硬かたいものがぶつかる。

　視線を落とすと、それは飾り壺を置いたコンソールテーブルの縁ふちだ。気づいたときには、彼の腕がその両りよう脇わきに突つかれ、フェルはすっかり挟はさまれるように閉じ込められてしまっていた。

　さんざん追いかけていたくせに、立場が逆転してしまった。掌てのひらに嫌な汗が滲にじむ。

「えーと、あ、あの。旦那さま？」

「……どうでもいい、取るに足らない。ほう。なるほど？」

（か、顔、近い近い！）

　直近に、冷ややかな青い双そう眸ぼうがある。

　彼の愛用している柑かん橘きつ系けいのオードコローニュが、ふわりと鼻をくすぐった。いつもは安心をもたらしてくれる香りだが、今日ばかりは効こう果かが真逆だ。

　フェルは必死で言い訳した。焦ったせいで、だいぶ素すがちらつく。

「ごめんなさい、あ、あの、本当なら毛玉は集めて綿わたの足しにできますし、パン屑は家か畜ちくの飼し料りようの水増しに使えるので、そんなに取るに足らないわけじゃございませんわよね」

「そういう問題じゃない。が、まあ……所しよ詮せんは『足し』で、『水増し』な。よく分かる譬たとえだな」

　どうも、火に油を注そそいだらしい。

　近すぎる距離で、魔法にでもかかったように、視線を逸そらすことができない。どきどきと心臓が鼓こ動どうを速める。

（ち、近いのも、はじめてじゃない、のに）

　クロウが纏まとう空気が、急にがらりと変わった気がする。

　頰ほおに触ふれる吐息すら、今は凍いてつく冬風のようだ。──まるで、嫁とついだ当初の恐ろしい『毒どく龍りゆう公こう』に戻ったような。そんなふうにも感じられる。

「だ、旦那さまちょっとま、まま待って！　休きゆう憩けい！」

「待たない。……じゃあ、これも覚えていない？　本当に？」

「これも、って。なんの──」

　尋ねる前に、彼は片手を机の天板から外してフェルのうなじを力ずくで引き寄せる。

　濃い影が、顔に迫り。彼のオードコローニュが強く香る。

（ひゃあぇ!?）

　さっきまでも十分近かったけれど、今は、まばたきの音が聞こえそうな距離にある、一いつ対ついの群ぐん青じよう。もう片方の手で顎あごを摑つかまれ、無理やり上うわ向むかされる。指先が頰に食い込んだ。
















　──キスする気だ、と。

　さすがのフェルでも分かった。一度だけ、触れる程度のくちづけを彼に受けたことはある。それなのに、間近にあるその双眸の氷ひよう海かいが、かつてないほど恐おそろしく見えた。

「おやめください……!!」

　フェルは思わず腕を振り上げ、力いっぱい彼の頰を打っていた。ぱん、と小こ気き味み好よい音が響く。

　彼はおとなしく平手を受けた。それから一いつ拍ぱくの間を置き、ぼそりと続けた。

「抵てい抗こうは、それで終わりか？」

（え？）

「では次は俺の番だな。どうせ全部、つまらないんだろう？　そう思うなら、示してみるがいい」

　さらには、顎を摑んでいた指が滑すべり、デコルテにかけられる気配に、怯おびえが背筋を駆かけのぼった。

（や、やだ……！）

　息が詰まる。身体が動かない。今の彼は、まるで、知らない人のようだ。──怖い！

　唇が触れるか触れないか。ぎりぎりの距離で。

　熱までも肌に届き、フェルはぎゅっと目を瞑つむる。そのときだ。

「……俺が、恐ろしいか？」

「え？」

　ぽつり、と彼は囁ささやいた。

「それでいい。心など許すな。恐れていろ」

　フェルは思わず瞼まぶたを開き、抵抗も忘れて彼の顔を見る。わずかに翳かげりを帯おびた、吸い込まれそうに深い群ぐん青じようの一いつ対ついとかち合う。

（どういうこと……？）

　フェルが思わず問いかけようと唇を開いた、そのときだ。




「……なァにしてんのかしらねぇ、坊や」




　聞き慣れた声に遮さえぎられるように、ふっと自らの上から影が遠のく。

　おそるおそる顔を上げたフェルの視界に飛び込んできたのは、長身の吟遊詩人バルドだった。

（せ、先生）

　つかつかと大股で歩いてくると、彼はフェルから身を離したクロウの肩を摑む。

「黒龍公。状況を説明していただいてよろしい？　アタシの見間違いじゃなければ、誠せい実じつな誓ちかいの神への冒ぼう瀆とく──ワルプルギスを迎える前に奥方に手を出そうとしているように見えるのだけどん？」

「……ガウェイン殿。貴き殿でんに、夫婦のことに口を出される筋合いなどないはずだが？」

　無表情に言うクロウに、ガウェインは琥こ珀はく色いろの目を細める。

「そうねえ。でも、お約束を反ほ故ごにされたんじゃね。アタシとお手合わせの予定があったのに、全然いらっしゃらないから」

「さて。そんな約束していたかな」

「寝ぼけておいでなら、春先の湖で半日ほど泳いでこられることをお勧すすめしますわん。重おも石しの準備をしたり、岸に這はい上がったところを蹴けり落とすお手伝いならしてあげましてよ。で？　……何してたんで？」

　軽かる口くちを叩いていたガウェインの声こわ音ねが、急にふっと冷え込んだ。

　空気が破は裂れつしそうだ、とフェルは首を竦すくめる。

　ぴりぴりと肌を刺さすような、殺さつ気きのやりとり。

　先に口を開いたのはクロウだ。だがそれは、フェルに対しての言葉だった。

「シレイネ」

「は、はい」

　フェルはびくりと背せ筋すじを正す。

「本当は、教会で言うつもりだった。だが、いい機会だから今、告つげておく」

　立ち尽くす妻を無感動に見やり、クロウは冷ややかに告げた。

「以前、俺のそばにいたくないと言っていただろう？　その言葉、今、そっくりお前に返す」

「え？」

「お前にはうんざりだ、シレイネ。……もう、いい加か減げんにしてくれ」

「っ……!!」

　がつん、と。

　その言葉を聞いた途と端たん、頭を大きな石で殴なぐられたような衝しよう撃げきが襲おそってきた。

「所しよ詮せんは人ひと質じちの身で、余よ計けいな詮せん索さくをし、要いらぬことにばかり気を回す。離婚を望んでいるくせに。妻としての自覚も、覚かく悟ごもないのに」

　覚悟もないのに？

（そんな。覚悟は、決めたところ──なのに）

　胸が、刃物で突つき刺さされたように鋭く痛む。

　茫ぼう然ぜんとするフェルを無視し、クロウは今度こそガウェインに向き直る。

「ガウェイン殿。……先に演習場で待っていよう」

「すぐ追いかけますわん。お楽しみに。せいぜい武ぶ装そうを固められるがよろしいわねぇ」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中、遠ざかっていく低い靴くつ音おとを耳が拾う。

　クロウの姿が廊ろう下かの角に消え、すっかり見えなくなってしまっても、フェルはまだぼんやりと宙ちゆうを見詰めたままでいた。

　ガウェインが、慌あわてたように駆かけつけてくる。

「大丈夫!?　フェルディアちゃん。何もされてないわね!?」

「は、い」

「あンの、クソ餓が鬼きが!!　何考えてやがる……!?　ケイ殿から、どうも妙みような塩あん梅ばいに話がこじれていそうだって知らされて駆けつけてみたら。しかもあの野や郎ろう、いつからかは分からねえが、家か令れいが盗ぬすみ聞きしてんの気づいてたみてえだな」

「……」

「フェルディアちゃん、ってば、ねえ」

　がくがく肩を揺さぶられたあと、ぼんやりと紅あかい髪を認識したフェルを、ガウェインはぎゅっと抱きしめた。

「安心して、今、ここには誰もいないはずだから……ホント、あの野郎、……いったいどうしたんでしょうね」

「先生……」

　あたたかな腕に包まれて、やっとフェルは、咽喉に詰まりっぱなしだった息を吐き出した。

　なんだろう。頭の中がぐっちゃぐちゃで。

（なんで？　……どうして）

　未み遂すいとはいえ、急に唇を奪うばわれかけたことも、もちろん驚いたけれど。さっきから、耳の奥に、冷ややかな彼の声がこだましている。

　──お前にはうんざりだ。

（もう、そばにいたくない、って）

　醜しゆう態たいがよほどだったのだろうか。

　でも、彼の態度は、それだけが理由ではない気がした。

（どうして、旦那さま。覚悟もないのに……って。そう思われて、呆あきれられてた？）

　無む性しように泣きたいはずなのに、──涙が出ない。

「……だ、旦那さま、が」

「安心なさい。あの野郎はアタシがこれから、丁ていッ重ちようにぶちのめしてくるわ」

　震ふるえる声で何か言いかけたまま、結局声にならないフェルの頭を柔やわらかく撫なでて。にっこり微笑んでのたまう先生の声はしかし、まったく笑っていなかった。

「それより、ねえ。──帰りたくなった？」

「え？」

「逃げたくなったら、何をしてでも連れ戻してあげるって言ったわ。覚えてるでしょ？　酷ひどい目に遭あったのなら、あの馬鹿の頭とう骨こつひねりつぶしてベルファスティスに帰ることもできるって」

　真しん剣けんな色を琥珀色の双眸に宿やどし、まっすぐ目を合わせて続けるガウェインを、無言のまま見つめ返して。

（このまま、先生と帰る……）

　帰りたい、と強く思った。

　王都ベルファスティスの孤児院に。

　こんなにも心を乱す人なんていない、あたたかなあの場所に、すぐにでも。

（でも──）

　大きく息を吸すって吐き、気を鎮しずめる。衝しよう撃げきで歪ゆがみながらも回り始めた思し考こうの末に、フェルはゆるゆると首を振った。

「いいえ、帰りません」

「……どうして」

　とっさに答えられず、フェルは言葉に詰まった。

「……どうしても」

　俯うつむいて唇を嚙かむフェルの顔を、ガウェインはしばらく覗のぞき込んでいたが。

　やがて、もう一度フェルの身体を抱きくるむ。

「そう。分かったわ」

　気が変わったら言ってね、と最後に告げると。

　ガウェインはフェルの背を支え、自分で歩けるようになるまで付つき添そってくれた。

　この周囲は、ケイが気を利きかせて人ひと払ばらいしてくれたようだが、今の姿は『奥方さま』と『ユナイアの吟遊詩人バルド』の体ていなので、部屋まで送ってもらうことはできない。

　だが、なんとか使用人に異変を気づかれない程度には、平へい静せいを装よそおっていられそうだった。
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（まあね。そもそもわたしニセモノだもんね。あー、恥ずかしい。何を勘かん違ちがいしてたんだろう。ほんとばっかみたい……）

　いつ飽あきられても、見放されても嫌われても仕方がない立場だった。

　もともと、皇子様の気まぐれで繫つなぎ留とめられていただけだったということだ。機き嫌げんを損そこねて、得ていたはずの信しん頼らいを失うしなってしまったなら、どうしようもない。

（……はあ）

　部屋に戻ったあと、寝台にあおむけに寝ね転ころがって、最近塗り替えられた天てん蓋がいの模様を目で追っていたフェルは、部屋に誰かが慌あわただしく入ってくる気配で、のろのろ身を起こした。

「フェル！　ガウェインさまから聞いたわよ。夫婦喧げん嘩かの果てに暴ぼう言げん吐かれて追い出されそうだとか!?」

「ラナ、……そうだよねー、離婚は……したいはずなんだけど」

　泡を食った風ふ情ぜいで駆けつけてくれたらしいラナは、憔しよう悴すいしきったフェルの顔を見て、まなじりを吊つり上げる。

「殿でん下かってば、あんたに何言ったのよ……！　待ってて、今日から毎日、殿下の寝しん台だいを整えるたび天蓋からびっしり毒龍人形ぶら下げてやるように侍女みんなと示し合わせるから」

「お、いい感じに地じ味みな嫌がらせだよね。いや、だ、大丈夫。大したことないから」

　心配が嬉しくて、フェルはへろへろと微笑んだ。

（大したことない……ってわけじゃないけど）

　すぐ目の前に迫った、双眸の青が脳のう裏りにちらつく。投げつけられた言葉の鋭さも。

　べっこべこに凹へこんだ鉄板の気持ちが少し分かる。今なら、槍やりで突かれまくった盾たてと親友になれるだろう。盾からすればお断りかもしれないが。

「ガウェインさまが激げき怒どしてたわ。殿下を振り回してブン投げてくるって。それでも、あんたに帰ろうかって訊いたら、断られたって話だったけど……」

「うん……今はまだ」

　時間をかけて、ようやく気持ちが整理できてくる。

　──覚悟もないのに。

　その言葉が、ずっと引っかかっていた。

（お酒ってホントに怖い……っていうか、まあ発ほつ端たんはアレだけど、これは逆にちょうど、いろいろ考え直すいい機会なのかも）

　クロウは、フェルのいちばん大きな噓を知っているのだ。

　今のままでは。謝しや罪ざいの言葉すら、伝わらないのは当然ではないか？

（そうよ。わたし自身が覚悟を決めたって、彼に伝わらなきゃ、何も意味がないじゃない）

　ひとつ頷うなずき、フェルはラナを見た。

「ラナ、あのね。明日から、中央教会に行くんだって。せっかく黒龍城を離れる機会でしょ。お城のほかのみんなの目もないし。特にケイさまとかね。だから」

「ん？　どうしたの」

「旦那さま──じゃない。クロヴィス殿下に、自分からちゃんと打ち明けてみようと思うの。身代わりのこと」

　その途端、ラナは、完かん璧ぺきな無表情で沈黙した。

　フェルは首を傾げ、「クロヴィス殿下に、自分から」と同じことを繰り返そうとした──が。

「何言ってるの!?」

　一いつ拍ぱく遅れでラナが仰ぎよう天てんしたので、あえなく黙だまる。

「実は自分、靴くつ下したの穴は糸がもったいないから縫ぬわない主しゆ義ぎのドケチで、週十回は夫の毛もう根こん殲せん滅めつの呪いをかける程度には陰いん険けんで、魚料理が出るたびに身をどれだけ骨から美しくはがせるかにばかり腐ふ心しんする苦労貧乏ですって告白するつもりなの!?　正気!?」

「あ、はい、ラナがわたしのことを普段どういう目で見てるかはよく分かりました。っていうか、守しゆ銭せん奴どド庶民云うん々ぬんは置いといて、彼がすでに知ってることを、自分から言うだけだから」

　両肩を摑んで揺ゆさぶってくるラナに、フェルは曖あい昧まいな笑みを返した。

　──彼に、身代わりを見破られてしまっているのだったら。

（不ふ興きよう買いすぎていきなり離り縁えん、ユナイアに送り返される……なんて最悪の事じ態たいになる前に）

「こんな不本意な形で終わるんだったら、言えること全部言っといて、『それでもあなたのお役に立ちたいんです』ってきちんと伝えたほうがいいと思うんだよね」

　今、別れ別れになったら、確かく実じつに後こう悔かいするだろう。

　それならせめて、正々堂々、あけっぴろげに、「こんな自分ですが！　せめて役に立ってから吊るされたいです！」と伝えたい。

「話して分からない人じゃないはずなんだし。わたしのほうが噓をついたままじゃ、誠実さなんて何も伝わらない。謝るものも謝れないもの。まあ、セタンタ陛下やシレイネさまのことは拷ごう問もんされたって黙ってるつもりだけど」

　決けつ然ぜんと締しめくくったフェルに、ラナは啞あ然ぜんとしていたが。やがて、真顔で確認した。

「決めたことなのね？」

「うん。決めたの」

「そっか。……踏まれてもめげない、あんたのその雑ざつ草そう根性、あたし嫌いじゃないわ」

　ラナは肩を竦すくめ、フェルの額に、こつんと自分の額をぶつけた。

「そんな大事なときに。明日から、あたしがついて行けないの、すっごく気がかりだけど」

「先生がいるから平気だよ」

　虚きよ勢せいを張って笑いつつ、フェルは胸のあたりを押さえた。

（教会行きは明日からか……ちゃんと、あの人と話をする場を作らなきゃ）

　彼に真実を伝える。

　そのための気がかりと、心配と、不安と、懸け念ねん。

　ないまぜになった感情を抱かかえ、フェルは俯うつむいた。
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　ひどい臭においがする。

（なんのにおいだろう。錆さびた鉄、みたいな）

　そもそも、ここはどこなのか。

　薄暗い洞どう窟くつのような場所だ。這はい伝う白はく銀ぎんの蔦つた。黄おう金ごんの皿の上で燃もえるヤドリギ。色とりどりの宝石がモザイクのように埋うまった壁面、紅あかい苔こけに覆おおわれた地表。そして、むせかえるような金かな錆さびの臭い。

　耳につく、くちゃくちゃと湿しめったものを嚙かみ、啜すするような音。思わず視線を向けると、うずくまり、一いつ心しん不ふ乱らんに何か貪むさぼる後ろ姿が目に入る。

　──怖い。

　途と端たんに背せ筋すじが粟立あわだち、心臓がどくどくと騒さわぎ始める。

「……見つけた、夕暮れの姫。そこにいて。今、迎えに行くから」

　そのまま、ゆっくりこちらを振り向こうとする『誰か』から、視線が逸そらせない。

　こっちを見ないで。捕つかまってしまう！

　背筋を悪お寒かんが駆かける。なすすべもなく立たち竦すくんだまま、息を吞のんだところで、ふっと視し界かいが闇やみに落ちる。




「だめよ、フェル」

　後ろから、冷たい手が両目をふさいでくれたのだと、少し遅れて気づいた。

「思い出しては駄目。忘れなさい。何もかも」

　言い聞かせる声は、敬けい愛あいする王女のそれに似ている気がした──






「……っ！」

　視界に飛び込んできたのは、いつもの黒い天てん蓋がい。

　どくどくと鼓こ動どうを速める心臓を絹きぬの夜よ着ぎの上から押さえ、フェルは荒れた呼吸を落ち着けた。

（ゆ、夢……？）

　ものすごい悪あく夢むだった。

　まだ、全身にびっしょりと嫌な汗が滲にじんでいる。

（なんだったの。後ろを向いて、何かを食べてた人がいて。シレイネさまの声が……）

　額にも浮いた汗を指先で拭ぬぐい、夢の内容を思い出すと、フェルはぶるりと身震いした。

　恩人の姫君の名前を思い出し、彼女がくれた『浄じよう石せき』を、枕元から拾い上げて握にぎりしめる。内側から青い燐りん光こうを放つ、不思議な夕ゆう輝き晶しようだ。

　──〝あなたは、赤い夕輝晶を持っていたら、妖よう精せいにさらわれてしまうの〟

　ユナイア王宮の奥にある浄じよう室しつに召めされたとき、彼女に教えられたことが、脳のう裏りによみがえる。

　青い石を胸に搔かき抱いだいていると、なんだか、心にかかった靄もやがすうっと引いていくような気がした。清せい浄じような水が、汚お濁だくを押し流すように。

　同時に、さっきまで、あんなに鮮せん烈れつだった夢の記き憶おくが、あっという間に薄れていく。空気を清きよめるという浄石には、心を晴らす力もあるのかもしれない。

（ん？　そうだ。怖こわい夢、見た気がするんだけど……どんな夢だっけ？）

　あんなに魘うなされて跳はね起おきたのに、もうかけらも思い出せない。さすがにどこか、不自然なものを感じた。

（そういえば、ユナイアの王宮でシレイネさまと話したときは、いつも頭がぼんやりしたっけ……）

　そして、彼女と過ごす浄室では、必ずこの青い石が入った香こうが薫たかれていたはず。

（えーっと──）

　何かが引っかかる。

　けれど、直感的に、その何かを繫つなげてはいけない気がした。ただ、言い知れない不安だけが残る。

　まだ夜明け前だ。

　今朝には出しゆつ立たつだというのに、こんな時間に起きている場合じゃない。どこか釈しやく然ぜんとしないものを覚えつつ、フェルは浄石を枕の下に敷しき直し、再び目を閉じる。

　悪夢は、もう見なかった。
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　さて。

　人生十七年において、フェルが最も居い心地ごこちの悪かった瞬間の一つに、『十二歳のときの乗合馬車』というのがある。

　遠方に働きに出たとき、たまたま使った乗合馬車で、疲れて隣となりのおじさんの肩にもたれかかって眠り込んでしまった。おじさんは嫌そうにフェルを叩たたき起おこしたのだが、それを見ていた隣のおじいさんが「かわいそうじゃろう、寝かせてやれ！」と怒おこりだし、大おお喧げん嘩かになったのだ。

　おじさんとおじいさんに挟はさまれていわゆる「ケンカはやめて、わたしのために」状態。悪いのはフェルなのでおじさんにも理りはあるし、おじいさんの気持ちはありがたいしで、止めるに止められずあたふたした。

（今ならもうちょっとうまく立ち回れるかと思ってたけど、そんなことはなかった！）

　それから五年の時を経へて、乗合の幌ほろ馬ば車しやは、広くて立りつ派ぱな箱馬車になり、おじさんは仮の夫に、おじいさんは育ての親に配はい役やく替がえが起きている。だが、どうにもならなさは前回以上だ。

「ガウェイン殿どの？　そろそろ、巧こう妙みように俺の足を踏ふみ砕くだこうとするのは勘かん弁べんしていただけないか」

「あーら、やっだー長い脚あしがごめんなさいねぇ。でも、被ひ害がい妄もう想そうがすぎるんじゃなくって？　アタシはただ、真っ黒くて平たい楕だ円えん形けいのものが足元にあったもんで、てっきり某ぼう家庭内害がい虫ちゆうかと思っちゃっただけですしぃ」

　六人掛けもできるような、四頭立ての大きな箱馬車に乗っているのは、現在フェルとクロウとガウェインの三人だけ。クロウとガウェインが隣同士という不思議な席配置は、ガウェインからの提てい案あんだった。

　車輪の音はとても静かで、それだけに、わざわざ聞こうとしなくても前で交かわされる会話が耳に入ってきてしまう。

「家庭内害虫か」

「えーえそう。全世界の乙女おとめの敵で、断りもなくカサコソと物もの陰かげで好き勝手に動き回って、見つかったら潰つぶされる運命にある某害虫よん」

　馬車内の気温は、春先であるにもかかわらず、極きよく北ほくの針しん葉よう樹じゆ林りんのような寒々しさに満ちている。フェルは背を丸めて、馬車のすみっこで小さくなっていた。

（い、いたたまれない……！）

　最近フェルから見る限りだと、この二人は、皮肉の応おう酬しゆうの裏でも互いを認め合っているようだったし、夜に秘密の会合をしてみたり、なかなか良りよう好こうな関係を築いていたはずなのだが。今はまるで、振り出しに戻ったかのように、険けん悪あくな空気が張はり詰つめている。

　もっとも、ガウェインがクロウに対して怒っている理由は分かっている。昨日、クロウが『奥方さま』に働いた無む体たいのせいだ。

「……なるほど。害虫なら仕方ないか」

「納なつ得とくするのかよ!?」

「いや、納得はしていない。同じ虫なら毒どく蠍さそりを希望する。東とう方ほう帝てい国こく北部の大だい砂さ漠ばくに棲せい息そくするという黒蠍あたりが、大きさや色的には合がつ致ちするはずだ」

「注文つけんのはそこじゃねえでしょうがよ」

　フェルは、はす向かいに座る旦だん那なさまの顔をちらりと窺うかがってみる。

　ガウェインと口では話しながらも、窓の外に視線を投げっぱなしの青い瞳ひとみは、こちらを見ようともしない。頰ほお杖づえを突いた横顔は涼すずしいままで、なんの表情も浮かべていないため、端たん麗れいな容姿も手伝って、いよいよ本当に大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうのようだ。

　黒こく龍りゆう城じようを出しゆつ立たつしてから、そろそろ三さん刻こくほどたつのだが、彼とはひと言も言葉を交わせていない。

　最近は奥方さま姿でもしばしば見るようになった笑顔もいっかな浮かべないし、それどころか不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せてばかりいる。

　エルラント中央教会は、建けん国こく以前の成立で、幸いにして辺へん境きよう領りようクルヴァッハとは目と鼻の先の位置関係だ。この気まずい道中は半日ほどの我が慢まんですむ、のだが。

（話しかけても答えてもくれないし……）

　何より、──お前にはうんざりだ、もうそばにいたくない、という諸もろ々もろの言葉が。大きな棘とげとなり、フェルの胸にぶっすり突つき刺ささっていた。

　引き結ばれた薄うすい唇くちびるを見るたび、冷れい淡たんな言葉がよみがえってきて、逃げ出したくなる。

（いやいやいや、だから逃げたら駄だ目めだって。凹へこんでてもしょうがないし。話せるだけ、彼に本当のことを話すんだから！　それができるくらいには、雪ゆき解どけしなきゃ）

　フェルは、弱音を吐はきそうになる心を蹴け飛とばし、まだ熱の残る銀ぎんの水みず瓶がめの蓋ふたに手をかけつつ、クロウに微笑ほほえみかけた。

「だ、旦那さま。花はな湯ゆはいかがですか？　ケイさまから、薔ば薇ら砂ざ糖とうを積んであるって聞いたので……ええ、と」

　この誘いに、彼はちらりと冷たい一いち瞥べつをくれただけだ。

　ずき、と胸が痛む。なんだか苦しくなって、フェルはすみません、と小さく謝った。

　フェルの表情が暗くなったのを見るなり、すかさずガウェインが横から口を出す。

「やっだー黒龍公夫人、花湯じゃなくて、黒龍公は持じ参さんの塩水で十分だそうですのよぉ」

「残念ながら、塩水の携けい行こうはしていないが」

「そう？　赤い塩水をたくさんお持ちなのじゃないかしら。昨日アタシが開封した分で足りなければ、もうちょっとお手伝いをして差し上げますけどん？」

　さすがにフェルは口を挟んだ。

「が、ガウェインさま、それって血のことなんじゃ……」

（また険悪になった！　でも）

　養やしない子ごを案じているがゆえの、ガウェインの怒りは心強い。彼が子供っぽく感じられるほど憤いきどおってくれているおかげで、フェル自身は冷静であることができた。

　むしろ、あからさまにクロウに絡からんでいるのは、フェルが深しん刻こくに考えすぎてしまわないようにという、彼なりの気き遣づかいかもしれない──？

（先生、ありがとうございます）

　少しだけ、心の奥に勇気の灯ひが点ともった気がする。

　フェルはこっそり微笑んだ。
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　ちょうど、目的地まで道半なかばほどという小さな田舎いなか町まちで、休きゆう憩けいを挟むことになった。

（くっは、肩かた凝こったぁ！）

　馬車から降りたフェルは、大きく伸びをして肩をこきこき鳴らしたいのを我が慢まんして、小さめに深しん呼こ吸きゆうをする。

　いい天気だ。蒼そう穹きゆうに浮かぶ綿わた雲ぐもが、群むれをなす羊ひつじのよう。真冬の肌を刺さすような寒さは緩ゆるみ、春の気配を全身で感じる。

　遠くで、粉ひき小屋の水車がごとごと回って、澄すんだ水を送り出している。山からせせらぎとなって運ばれてきた雪解け水だろう。町の家々には、野花を挿さした籠かごが飾られ、ライム色の石いし壁かべに、ところどころ白や薄うす紅べにや橙だいだい色いろがこぼれている。

　柔やわらかな芝しば生ふの緑も目に優しい。心中で、フェルは気合を入れた。

（訪問の期間は、行き帰りも含めて五日間。こんなことになっちゃったけど。なんとかドン底についた印象を回復して彼に本当のことを話すには、この旅行中しかない！）

「奥方さま、お疲れですか」

　ふと、目の前に木製のカップが現れ、フェルは目をしばたたいた。顔を上げると、見慣れた紅あかい髪の男が、苦笑交じりに差し出してきている。

（先生）

「ガウェインさま」

　カップの中身は蜜みつ湯ゆのようだ。糖とう蜜みつ漬づけの果くだ物ものと、しょうがやアニスなどの香こう辛しん料りようをまぜて湯で割った飲み物である。

「農家から分けていただきましたのん。このあたり、新しん鮮せんな早わ生せの黒いちごを漬けたものが特産みたいですのよ」

　ガウェインはからりと笑った。頭上に広がる晴天のような、明るく得意げな顔である。いちごはフェルの好物なのだ。

「はい、ありがとうございます」

　知らず、フェルの頰ほおも緩ゆるんでしまう。

　甘あま酸ずっぱい香りを含んだ湯気の立つカップを受け取りながら、フェルは周囲を見回す。

　貴族のお忍しのび旅の体ていなので、彼らが黒龍公とその夫人の一行であると知っている者は誰もいない。だが、クロウの目もあるし、お互い『貴族の奥方さま』と『一いつ介かいの吟遊詩人バルド』として、気取った口調は崩くずさないままだ。

（あれ、でも、先生だけ？　旦那さまはどこに）

「お捜さがしの人物は、あちらに」

　フェルの疑問を察さつしたように、ガウェインが少し離れた場所を指さす。

　古い城じよう塞さい跡あとなのか、崩れかけた石積みの遺い跡せきに背を預あずけ、クロウは何かの資料を読んでいるようだ。住まいでも旅先でも、フェルが見かけるときの彼は、決まって仕事をしている気がする。

（あの書類は、ひょっとして商路関係の？　こんなところまで持ってきて……）

　耳の奥に、ふとよみがえる言葉がある。

　──〝妻の故こ郷きようを、いつまでも敵対国のままにしておくわけにはいかないから〟

　ぎゅう、と胸が意味不明な痛みを訴うつたえた。

「……そうですか」

　苦しい。

　何がどう苦しいのか、言葉にはできないけれど。

　ひと口、蜜湯を啜すする。香りのとおりの味で、いちごの優しい酸すっぱさと、糖蜜の甘さが、じんわり舌したに沁しみる。

　無言になるフェルに、ガウェインはクロウの耳を気にするように、少し声を落とした。

「ねえ、奥方さまはご存じでしたっけ。実は、エルラント中央教会って今、ずいぶんきな臭くさいことになってるそうですのよん」

「え!?」

　初耳だ。

「あ、やっぱりご存じない？　訳も分かんないまま連れてこられたんじゃ気の毒なんで、アタシからゲロっちゃいますぅ」

　目を瞠みはるフェルに、ガウェインは、ユアンの証言や今回の教会訪問の目的などを話してくれた。聞くうちに、フェルの表情はだんだん険けわしくなる。

「……『晴はれずの霧きり』ですか。中央教会で、不ふ審しんな増ぞう改かい築ちくが繰り返されて、それに呪じゆ毒どくが絡からんでるかもってことなんですね。それで、工事を裁さい量りようできるような地位にいる聖せい職しよく者しやの誰かが、呪毒にやられて奇き行こうに走ってる疑いがあるって」

「また、噂うわさのリグレイン妃ひも嚙かんでるかもってね。今回は基本、その調査のはずなんですけどぉ、そんな大事なことまで黙ってるなんて。一体あのクソ野や郎ろう、失礼、あのおかたは何を企たくらんでるんでしょーね？」

　そうなんだ、とフェルは頷うなずく。

　すると、ガウェインはいっそう声を潜ひそめ、もうひとつ重要なことを教えてくれた。

「あとね、……あなた前に、彼の亡なくなった弟殿でん下かの話をしてくれたでしょ」

「？　はい。パーシヴァルさまですか？」

「そうそう。そのパーシヴァル殿下についてね、出立前にケイ殿に聞いたの。調べてみたら、亡くなる少し前、ユアン殿下の口くち利ききで中央教会を訪ねたらしいって」

「え……それって、具体的にいつのことですか」

「彼は三年前、皇こう宮ぐうに行って、黒龍城に一度帰って、それからティカルで亡くなったのよね。時間的には、その皇宮と黒龍城のあいだじゃないかって。誰かに会ってもいたようだけど」

　それを聞いて、フェルは思わず考え込んだ。

（彼は、皇宮で何を知ったの？　そして、亡くなる前に、教会で一体何をしようとしたんだろう……）

　呪毒『晴れずの霧』が教会と関わっているなら、それを解決するのがいちばんだ。でも。

（パーシヴァル殿下が何をしようとしていたのか……その手掛かりを、何かひとかけでもいい。見つけることができたなら）

　フェルは目を伏せた。

　脳のう裏りによぎる光景。塗ぬり込こめられた部屋の、タペストリに隠かくれた、扉の線。

　彼が生きて、笑って、クロウのそばにいた。その証しよう拠こは、もう、この世のどこにもない。クロウが彼を思い出そうとしても、頼たよるものが自らの記憶以外にまったくないのだ──

（それに、呪毒を解くなら、この瞳ひとみの出番があるかもしれない。きっと、だから旦那さまはわたしも連れてきてくれたんだ。それじゃあ、少しはまだ頼たよられてるって考えていい？　もう一度信じてもらえる見込みはあるのかな）

　思わず、またもやもやと深しん刻こくに考え始めるフェルに、「そういえば！」とガウェインは手を叩いた。

「奥方さまは、聖せい詩し篇へんの吟ぎん詠えいがお得意だとか！」

「？」

　やけに大きな声だ。まるで、わざと誰かに聞かせるような。

　しかも、「だとか」も何も、彼とは、幼い頃からさんざっぱら一緒にベルファスティスの家々を巡めぐって、朝のお祈いのりの句くをそらんじてきた仲である。

　ぱちぱち瞬まばたきするフェルに、ガウェインは片目をつぶって提てい案あんしてきた。これもまた、聞こえよがしな音量で。

「尊とうとき御おん身みとお言葉を交わすべき預言者ウアテスならざる卑いやしき吟遊詩人バルドが、恐きよう縮しゆくではございますけれどん」

「え？」

「もしよろしければ、休きゆう憩けいがてら、聖詩篇の一節をご一緒に如何いかがかしらん。ユナイア派の音おん律りつで吟詠されるのは、久しぶりとお察さつししますので」

「！　はいっ、是ぜ非ひ」

　フェルは目を輝かがやかせた。

（わあ！　先生と合唱するなんて久しぶりだ）

　懐なつかしい。そういえば、フェルが大きくなってからは、日ひ雇やとい仕事が忙しくて、あまり一緒に吟詠に回ることもできなくなったのだった。

「素す敵てきですわね！　何にいたしましょう」

「景色にちなんだ、春のおとないを寿ことほぐ一節でもいいけれど。先日ブリギット役をこなされたばかりだし、同じものじゃ芸がないですわねん」

「じゃあ、困ったときは始まりに戻るってことで、三大詩トリスケリオンはいかがでしょう？」

　聖詩篇の基本中の基本は、森しん羅ら万ばん象しようを三つの要よう素そに分けるところから始まる。すなわち、『知識』と『増大』と『減げん少しよう』だ。

　特に、分けられた各種の三要素にまつわる詩を、『三大詩』と呼び、新参の聖職者は、何はなくともこれから覚え始めるのが倣ならいだった。

「そういえば、さっきちょうど話題に出た、ユアンさまの飼っている獅し子したちの名前の由ゆ来らい。『三バ人イのヴ戦・魔カ女ハ』は、三つの減少……すなわち暗くら闇やみと虚きよ偽ぎと死、を司つかさどる三大詩の一節でしたわね」

「んじゃあ、三減少の冒頭でいきましょっか。こんなぽかぽかお天気で吟詠するのは縁えん起ぎでもない歌だけどん、まあ、腹から声出していろんなもんを発はつ散さんするのには向いてますものねん」

　さて、お題は決まった。

（よーし）

　二人で視線を絡ませ、少し微笑み合う。すうっと大きく息を吸い込むのは同時に。

　先せん導どうするのはガウェインだ。




「──汝なんじが身を眼まなこより冒おかす。それすなわち冥めい府ふの真つつ闇やみ」

「汝が身に頭こうべより至いたる。それすなわち背はい徳とくの種しゆ子し」

「汝が身に足そつ下かより迫せまる。それすなわち死の腕かいな。雄ゆう弁べんな死者に生者は黙もくし、絶望は希望を押しひしぎ、暗黒は光を惑まどわかす」

「打うち払はらうのは、瞳の曙しよ光こう。誠せい意いある胸の誓い。勇気宿る腕の剣……」




　誰より慣れ親しんだ、先生との吟詠だ。

　フェルは、なんの迷いもなく、自らの声を重ねた。

　確かにうららかな春の日に歌うにはろくでもない内容の節だが、それでも久ひさ方かたぶりの息ぴったりな合唱に、フェルの心は明るく沸わき立った。

　低く通るガウェインの美び声せいに、高く澄すんだ鈴を振るようなフェルの声は、ぴったりと重なり合う。

（わあ！　たっのしい！）

　フェルは夢中になって歌った。

　何より先生のお茶ちや目めな気遣いが嬉しい。濁にごった気持ちを吐き出すように力いっぱい声を張り上げれば、一節吟ぎんじ終えるたびに、すっきりと気分が晴れていく。

「なんだなんだ？」

「行あん脚ぎや中ちゆうの吟遊詩人バルドか？」

　そのうちに、彼らと同じような旅人たちや、通りすがりの町の人々が、ふと足を止めて聴き入っていく。

「息ぴったりだなぁ。っと、こりゃあ、絵画みたいな麗うるわしの詠うたい手てたちだねぇ」

「めおと者？　にしちゃあ娘の格かつ好こうが立派だし、身分違いの駆かけ落おちだったりしてな。ま、似合いだよねぇ」

　彼らは好き勝手に憶おく測そくを並べていたが、これも、フェルの耳には届かなかった。

　そう。とりあえず、フェルには。
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　エルラント中央教会は、〝森の斎場ドルネメケン〟とも呼び習わされ、その名のとおり深い森の奥にある。

　周囲は、大陸全土でも珍しい湖こ群ぐんだ。山やま間あいから湧き出した水が石せつ灰かい質しつの台地に溜たまり、流れに沿って十を超える湖を形成している。

　特とく筆ひつすべきは、その澄すみきった水の美しさ。天気のいい日など、水中に沈んだ大たい樹じゆの幹、岩場に集う鱒ますの群れが、そっくり浮き上がって見えるほどである。

　巨大な中心湖は、日の光を吸い込み、翡ひ翠すいのような深い緑や、蒼そう穹きゆうの明るい青に色を変える。

　そのほとりに立つ、白はく亜あの伽が藍らん──柱も壁も何もかも白い、巨大な建築群。それが、目的地こと、エルラント中央教会だった。




（ふぁーお……でっか！）

　玄げん関かん口ぐちに続く幅の広い階段の前に立ち止まり、目の前にそびえる壮そう麗れいな堂どう宇うを見上げ、フェルは素直すぎる感かん嘆たん詞しを胸の中に押し込めた。

　それでも、思わずぽかんと口を半開きにしてしまう。

　空高く天に向かう何基もの尖せん塔とう。こんなに晴れた日なのだ、すべての壁に設もうけられた巨大なステンドグラスは、内側から見たらどんなにか素す晴ばらしいだろう。

（お金って、あるところにはあるんだなあ。こんなに色が均きん一いつで平らな色ガラスを、これだけの大きさで何枚も繫つなぎ合わせて、しかも図柄の細かさも考えると……材料費と職人の人じん件けん費ひを合わせたら、ジャガイモが一生かけても食べきれ……あ、無理）

　フェルの脳みそで計けい測そくできる『じゃが芋ものさし』は、ここで桁けたが莫ばく大だいになりすぎて追いつかなくなった。

　門もん衛えいは、僧そう兵へい身分でもある吟遊詩人バルドが務つとめている。クロウとガウェインが、赤い肩掛けを着けた一人を捉つかまえて、案内役となるユアンの師し匠しように取とり次つぎをさせるあいだ、フェルはとにかく中央教会の規き模ぼに圧あつ倒とうされていた。黒い祭さい服ふくに、色とりどりの肩掛けをした聖職者たちが行ゆき交かっていく。その数たるや、まるで、ひとつの街のような規模だ。

（でも、街にしては変かも。何が妙なのかな）

　理由はすぐに思い当たった。

（そっか。こんなに人がいっぱいいるのに。活かつ気きがまったくないんだ）

　誰かとすれ違っても、まるで、幽ゆう霊れいのように生せい気きを感じない。まなざしは一様に虚うつろで、黒い僧そう衣いも相あいまって、まるで影の行列だ。不意に、彼らの一部が、フェルたちの姿を目にした途と端たん、ひそひそと何かを囁ささやき合った。

「客だ」

「望まぬ客だ」

「第一聖席猊げい下かにお知らせしよう」

「そうしよう。ああ、こんなときに。こんなときに……」

　偶然耳に入った台詞せりふに、フェルは眉まゆをひそめた。彼らはフェルの視線に気づくと、一いつ斉せいに俯うつむき、するすると建物の向こうへと姿を消す。──音も、存在感も、まったくなかった。周囲には、風が梢こずえを揺らすざわめきだけが残る。

（……な、なに？　今の）

　思わずぞっとしたフェルは、すぐ近くに人ひと影かげが歩み寄っていたことに気づかなかった。




「……世せ俗ぞくの者が、なぜこんなところに？」




　急に声をかけられ、フェルは驚いて顔を上げる。

　いつの間にか、階段の上方に、男が一人立っていた。
















「どなた……？」

　逆ぎやつ光こうが目を射いてくる。

　瞼まぶたを細めながらも振ふり仰あおぐと、まず目に入るのは、上質の黒い祭さい服ふくと、緑の肩掛けだ。

　──最上位の聖職者、樫樹の賢人ドルイド。

　黄き金んの糸で縁ふちをかがった帯状の布は、その中でも最も力を持つ、樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドの証あかし。

「!!　失礼いたしました」

　フェルはぎょっとして、慌あわてて頭こうべを垂たれた。

　曲がりなりにも正せい教きようの清せい貧ひん孤こ児じ院いんで育ったので、預言者ウアテスまでなら、ベルファスティスの祝祭で見たことがある。

　だが、樫樹の賢人ドルイド、その中でも最高権威に当たる樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドにお目にかかるのは初めてだ。

（お、お出迎え!?　まさか、皇こう族ぞくの訪問だからって、こんな大物がいきなり出てくるなんて！　あわわ旦那さま！　先生もあっちだし!?）

　とはいえ、みっともないうろたえぶりを外に出すわけにはいかない。

　動どう揺ようを押し殺し、深呼吸して顔を上げ、フェルは目の前の男をまっすぐ見返した。

「お初にお目にかかります。クルヴァッハ領主の妻、シレイネ＝アリステル＝ユナイアです。もっとも尊いおかた直じき々じきの歓かん迎げい、痛み入ります」

　会え釈しやくとともにつらつらとお決まりの口上を並べつつ、やっとここで相手の顔をじっくり見ることができた。

（まだ若い……）

　まずはそこに驚く。先生のような奇き跡せきの若作りでなければ、せいぜい、三十にもならない程度の年ねん齢れいだろう。

　よく乾いた砂のような色の髪は、前髪をきっちりと後ろに撫なでつけてある。

　鼻び梁りようはすっと通り、右目には片眼鏡モノクル。こちらを見み据すえる、切れ長の双そう眸ぼうは、孔く雀じやくの羽は根ねに似た緑色。顔立ちそのものは「賢けん人じん」の名にふさわしく、いかにも怜れい悧りで堅かたい印象だが、あまりに薄うすすぎる表情も手伝って、まるでよくできた蠟ろう細ざい工くのようでもあった。

　肩掛けに施ほどこされた金きん糸しは、樫かしの一葉を縫ぬい取ってある。ということは、十二ある聖せい席せきの中でも、第一聖席だ。

（つまり、いちばんお偉えらいさん）

　ごくりと唾つばを吞み込むフェルに、彼は冷たい一いち瞥べつをくれる。

「歓迎などしておらぬ」

「え……？」

「今は、外からの参拝は受け入れてはいないはず。誰の許しを得てここにいる。すぐに立ち去れ。ここは、そなたらの来るべきところではない」

　唐とう突とつな拒きよ絶ぜつに、フェルは真っ白になった。

（へ？　訪問には許可を得てるんじゃないっけ？　……あっ）

　その言葉に、はっと息を吞む。彼の背後では、先ほどの聖職者たちがいつの間にか戻り、また何事か耳打ちし合いながら、じっとこちらを窺うかがっていた。

「……これは失礼を。妻が何か」

　立たち竦すくむフェルに駆かけ寄ってきつつ、若い樫樹の賢人に声をかけたのは、クロウだった。さりげなく背に庇かばってくれるのは、いつもの癖くせなのか、それとも。

「第一聖席猊下とお見受けするが。立ち去れ、とはどういう意味か？　ご説明願いたい」

「知れたこと。好こう奇き心しんは猫を殺すもの。要いらぬ詮せん索さくをして火傷やけどを負おわぬうちに、おとなしく帰るがよろしかろうよ」

　孔雀緑の瞳を今度はクロウに据すえ、樫樹の賢人ドルイドは平へい淡たんな口調で告つげた。

「──亡弟の、二の舞を演じたくなくばな」

「……！」

　この言葉に、フェルは思わず口元を押さえる。クロウの亡ぼう弟てい、といえば一人しかいない。

（うそっ！　なんでパーシヴァルさまのことを……!?）

　ますます表情を険しくしたクロウと、奇き妙みような聖職者のあいだに、引き絞しぼった弓ゆ弦づるのような空気が満ちる。互いにひと言でも発すれば、鏃やじりのように身を抉えぐるのではと錯さつ覚かくした、そのときだ。

「おうおう。カイズ、そのへんで、もういい加減にしときなってんだい」

　不意に、能のう天てん気きな銅ど鑼ら声ごえが割り込んできて、フェルは目をしばたたいた。

（また誰か来た！）

　振り向くと、別の聖職者──緑の肩掛けは、やはり樫樹の賢人のそれだ──が立っている。

　年は三十代の半なかばほどだろうか。若じやつ干かん猫背気味の、ひょろっとした男性だ。

　彼は、こちらの凝ぎよう視しに気づくと、へらりと相そう好ごうを崩くずした。挙あげ句くには、上じよう衣いの隠しに突っ込んでいた腕を無む造ぞう作さに引き抜いて、大きく振ってくる。

「よっ！　お前さんら、ユアン坊の言ってたお客だろ？　あんまり遅いんで心配したぜい」

　金茶色の瞳に、褐かつ色しよくの髪。顔立ちそのものはそれなりに端たん正せいなのだが、明らかに剃そり忘れじゃないかという無ぶ精しようひげや、摑みどころのないぞんざいな語り口は、高位の聖職者というより、下町の八や百お屋やで芋を箱ごと叩き売りでもしていそうな塩あん梅ばいだ。

（高貴な身分なんだけどそう見えない、っていうと……あっ）

　その辺でぴんときた。

　フェルは思わず手を叩く。くだけて俗ぞくっぽい雰囲気の持ち主といえば。

「あ、もしかして。……ユアンさまのお師匠さまだという、預言者ウアテスさまでいらっしゃる？」

「おう大正解だ。つってもよ、ごっく最近ぽろっと分ぶん不ふ相そう応おうな出世しちまって、もう預言者じゃなくなっちまったんだがな」

　聞けば、ユアンは先日、師匠の昇しよう格かくを祝うために中央教会を訪れていたのだそうだ。

　だはっは、と勢いきおいよく笑いながら歩み寄ってきた彼は、『カイズ』と呼ばれた第一聖席の青年と相あい対たいした。

「ところでカイズ坊ぼう。せっかく久しぶりに顔を合わせたんだ、そろそろ聞かせてもらうぜ。お前さんが、この、奇きっ怪かい極まりねェ増改築を繰り返す理由」

　口調そのものは軽いが、眼がん光こうは鋭するどく、射い貫ぬくように青年を見据えている。

「……」

「なァ。オレもいい加減、ほかの十二賢人ドーゼ・ドルイドから、お前さんを庇かばいきれねェんだよ。立場分かってるか？　オレにくれェ、訳聞かせてくれたっていいじゃあねェの。賛同者の何人かを除いて、完全に孤こ立りつしてんだろ」

　ぴりっとした緊張感が肌を刺し、フェルは妙にはらはらした。

　第一聖席の青年は、しばらく彼を見つめていたが、やがて目を伏せ、すっと身をひるがえす。

「オーゼン。今のあなたと話すことは何もない」

　砂色の髪が風に揺れ、青年はあっという間に階段を上がって行ってしまった。黒衣の背が建物の中へと吸い込まれる。

「おーいカイズ坊？　なんでェ……オレぁ、何かしたっけか？」

　ぶつぶつ不満げに呟つぶやく、新しくやってきた樫樹の賢人ドルイドに、クロウが声をかけた。

「オーゼン＝ライオネル師でおいでだろうか」

「いかにも。今は恐おそれ多くも第十一聖席を預かってる。お前さんのこたァ、ユアン坊からよォーく聞いてるぜ、クロヴィス殿でん下か。なんでも？　とびっきりズル賢がしこくて、仰ぎよう天てんするほど性格悪わりィ兄あに貴きが世話ンなるからよろしくってよ」

「……なるほど？」

　あの野や郎ろう、次に会ったら絞しめ落とす、とクロウの顔に書いてある。久々に分かりやすい表情になるクロウに、フェルはちょっとだけ安心した。

「このたび、依頼に応おうじていただいたことに感謝したい。ちなみにこちらは、妻のシレイネ＝アリステル＝ユナイア。それから、現在黒龍城に滞たい在ざい中のユナイア派吟遊詩人バルド、ガウェイン殿だ。しばし、世話になる」

「へえー！　こりゃまた、三名揃って、絵に描いたような美人さんと男前が来たな！」

　オーゼンは大おお仰ぎように驚いてみせた。

　最初の青年に比べて、ずいぶん気安い態度なので忘れかけるが、彼もエルラント派最高位の聖職者なのだ。低位のガウェインは跪ひざまずいて地に聖せい杖じようを置いたが、オーゼンは豪ごう快かいに笑ってヒラヒラ手を振った。

「あー、いーって、こっちゃあ昇しよう格かくホヤホヤの名ばかり樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドなんだから。むしろ平へい々へいの凡ぼん々ぼんで恐れ入るくれえだが、ひとつ、よろしくしてやってくんな」

　いい人だな、とフェルはじんわり感動した。さっき不思議な青年樫樹の賢人ドルイドにいきなり「帰れ」連れん呼こされたばかりなので、余計に気さくさが胸に沁しみる。

　中央教会では、預言者ウアテス以上の位階を持つ聖職者には、世俗の姓ではなく、名で呼びかけるのが礼れい儀ぎだ。改めてフェルは腰を折った。

「はい、よろしくお願いいたします、オーゼンさま」

「アタシも。よろしくお願いいたしますわねぇ」

「……え。この兄ちゃんソッチの人なのかい？」

「ただの乙女おとめですわん」

　それぞれ握あく手しゆを交かわしつつ、簡単な挨あい拶さつをすます。

　骨ばったオーゼンの指は、聖詩篇の繰りすぎで少しかさついている。にっと歯を見せて笑ってみせるさまはどこか無む邪じや気きで、親しみやすいと思った。

「すまんかった、手違いであいつが出迎えちまって。なんか、変なこと言われなかったか」

　オーゼンはそこで、ふと口をひん曲げた。

「あいつ、って。さっきの樫樹の賢人ドルイドさまのことですの？」

「そうそう。あいつァカイズ＝ベディヴィア。中央教会史上きっての天才で、史上最年少の第一聖席猊下さ！」

　最初の言葉こそ皮肉っぽいが、カイズを語るオーゼンの口調は、どこか誇ほこらしげだった。

「史上最年少……？」

「おうよ、あいつァすげえんだぜい。十にもならないうちに、聖詩篇の補ほ典てんまで含めた二万一千五百篇を全部暗あん誦しようしちまった。そんで、十五の頃には当時の第一聖席猊下の後こう継けい者しやに指命されて、さらに秘ひ儀ぎの口こう承しようも授さずかってな」

　通常、第一聖席の知識継けい承しようには、二十年は要ようするそうだ。だが、彼はその半分ですべての秘ひ伝でんをそらんじてしまったという。

「第一聖席を拝はい命めいしてから三年たつんで、今は、ひ、ふう……二十八だァな。もうとにかく頭よくってとんでもねえのよ。まあ、最近ちょっと問題行動が目立つけど……」

　──と、そのときだ。

「オーゼン師!!　カイズ猊下がまた、妙みような職人を引き込んで」

「どうにかなりませんか」

　数名の聖職者たちが、慌ただしくわらわらと駆け寄ってきた。彼らは余よ所そ者もののフェルたちに驚いたようだが、声を潜めつつ続けた。

「今度は尖塔の建て替えをすると……第四聖席が追い返してはくださいましたが」

「もう限げん界かいです。このままでは中央教会がつぎはぎだらけの奇き怪かいな迷めい宮きゆうとなってしまう。いつまであの異い教きようかぶれを第一聖席と仰げばいいのです」

　矢や継つぎ早ばやに訴うつたえる彼らに、「分かった。あいつとはもう一度、オレから話をするから、今はこらえてやってくんな」とオーゼンは顔をしかめた。

「ですが、ほかの十二賢人の皆様も憂うれえておいでではないですか。中央教会のために……」

「ここはオレの顔を立てると思って。頼むよ、な？」

　聖職者たちは答えを聞き、しぶしぶといった風ふ情ぜいで立ち去っていく。それを見送りながら、オーゼンはフェルたちに向けて苦く笑しようした。

「変なところ見せて悪いな」

「いいえ。それよりも、今の皆さまのお話ですと、第一聖席猊下が……？」

「んーとな。今、ちっと内部でモメてんだ。ユアン坊の兄貴たちだし、まあ、お前さんらにゃ言っても大丈夫か……」

　オーゼンは歯切れ悪く答えた。

　いわく、エルラント中央教会は、今、二つの派は閥ばつに分ぶん裂れつしているそうだ。

　ひとつは、教会の増改築を強きよう固こに推おし進すすめるカイズと、彼に賛同する一派。もうひとつは、奇き矯きように振る舞う第一聖席に不満を抱いだき、カイズを排はい除じよしようとする一派。

「っつーか、カイズ派はもともと少ない数が日に日に減っちゃいるから、ほぼ第一聖席が孤立無む援えん状態、ってな感じかなァ」

「では、オーゼン師はどちらに？」

「どっちかってェと、オレも反カイズ側じゃあるんだが。オレぁあいつが第一聖席から退しりぞくべきだなんざ思わねェよ」
















　オーゼンは苦笑した。

「だから、なんとか和わ解かいに持ってって、カイズの奇き行こうをやめさせたいたァ思ってるんだが」

「……第一聖席猊下を信しん頼らいされてるんですね」

　フェルが言うと、「まあな」とオーゼンは鼻を搔かいた。

「弟弟で子しなのよ、あいつ。オレの」

「そうなんですか？」

　弟弟子、ということは、カイズは彼を追い越してはやばや出世していったはずなのだが、まったく僻ひがんだりそねんだりする様子はない。

「ああ。ドがつく真ま面じ目めで素直な子なんだよ。昔ッから、こうと決めたらテコでも動かんし、自分が正しいと思ったものは疑わねェで。愚ぐ直ちよくなまでに守り続けるのさ」

（なるほど……オーゼン師、カイズ猊下のことを尊重もしてるんだ）

　オーゼンは、カイズが中央教会と繫がっているための、最後の砦とりでなのだろう。

　静かに納なつ得とくするフェルの前で、「なんでこうなっちまったかねェ」とオーゼンは呟いた。

「何事にも、知りたくなかった一面ってあるよな。お互い、命を賭としてもこの国と教会を守ると、決めたはずなんだが……な」

（？）

　その響ひびきは不思議に暗く、フェルは首を傾げた。しかし、気のせいだったのか、彼はすぐに明るく笑って手を叩いた。

「ほんじゃあ、教会内を案内するぜェ」




（ほああ、ひっろい！）

　ぽかんと開けてしまった口を、フェルは慌てて閉じる。今日だけでこの感想は何度目になるだろう。

　エルラント中央教会、大だい聖せい堂どう。

　屈くつ強きような吟遊詩人バルドが左右を固め、大人が三人肩車しても天てん井じように届かないほど高い扉を、恭うやうやしく開いてくれる。その中には、想像を超える荘そう厳ごんな光景が広がっていた。

　吹き抜けの、高い高い天井。真っ白な大理石の床は磨き上げられ、まるで鏡のようだ。

　外から見たときに気になっていた、壁面に組み込まれたステンドグラスは、やはり見事のひと言だった。色とりどりのガラスを使い、気が遠くなるほど繊せん細さいに聖詩篇の場面を描き出し、白い床に鮮あざやかな赤や緑の光を落としている。

　ずらりと並ぶ、銀ぎん細ざい工くの燭しよく台だい、聖職者たちが日々の祈いのりを捧ささげるための祭さい壇だん。

　玄関を抜けると、今度は壁画の彩いろどる歩ほ廊ろうに出る。中庭に面した歩廊の柱には、緑の蔦つたが絡からまり、少し乾いた芝草が風に揺れているのが透すかし見えた。

「ところでオーゼン師。エルラント中央教会といえば、収容図書類の素晴らしさは音に聞こえておりますわよねん。書庫や禁きん書しよ庫こはどちらにありますのん？」

「おっ、よく知ってンな！　さすがガウェイン殿は吟遊詩人バルドだねェ。書庫に興味がおありかい。うちは、蔵ぞう書しよの数じゃ大陸中でピカいちだからなァ。禁書庫は六つ、書庫そのものは全部で十五あるんだが、……あー、場所は。なんつーか、だなァ」

　最初は珍しい光景に眼を奪われていたフェルだが、ガウェインの質問に、オーゼンが困ったようにぼりぼり頭を搔いたあたりで、ふと違和感に気づく。

（あれ？　なんだ、これ）

　今、目の前にある階段は、壁から生はえて天井に伸びている。まるで、壁を走るネズミか宙ちゆうに浮く幽霊用とでも言わんばかりだ。

　開きかけの扉は、なぜか壁に繫つながっている。

　ほかにも、天井についた扉や、部屋の中に意味もなく造られた小部屋。床に取り付けられた窓。廊下の中央に立つ柱。途と切ぎれた階段、天井と床の意い匠しようが逆転した廊下など。

　そして、何より目立つのは、床といい壁といい墓ぼ標ひようのように乱らん立りつする──十字の石せき碑ひだ。

「な……なんなんですの、これ!?」

　てんであべこべな様式の建築を見て、フェルは目を白黒させた。

（この石碑。太たい陽よう十じゆう字じ？）

　円の枠わくに、十字を取り付けたような紋もん章しようは、太陽を示す正教の象しよう徴ちようである。

　よこしまなものを退ける聖なる印のはずだが、白い石が、建物のいたるところに、あるいは置かれ、あるいは埋め込まれ。まるでキノコか何かのように増ぞう殖しよくする様子は、控ひかえめに言って、趣味も気味も悪い。

（増改築の話は、聞いてたけど……ここまでヘンテコなんて）

　オーゼンは眉まゆ尻じりを下げ、「これもなァ。全部カイズの指示なんだよなァ」とため息をついた。

「これは、確かに……狂きよう人じん扱あつかいされても仕方ないかもしれませんわねぇ」

　隣でガウェインも呆あきれている。

　オーゼンは、もう一度深々と息を吐き出し、無ぶ精しようひげの生えた顎あごを指先で撫でた。

「天才だからこそ、邪じや悪あくなものに魅み入いられたのかもしれねェ」

「邪悪なもの？」

「誤解はナシだぜ、あくまで噂うわさだからな。カイズは、辺へん境きようの異教にかぶれて妖よう精せいを崇すう拝はいしてるらしいって、そういうことを言うヤツもいやがんのよ」

「……！」

　その言葉に、フェルははっと息を吞む。

（呪毒に冒された高位聖職者がいるのかもしれないって話だったけど。それってひょっとしなくても、カイズ猊下のことなんじゃ）

「そんな疑ぎ惑わくのあるおかたが、第一聖席に就ついていて大丈夫ですのん？」

　当然といえば当然の質問をするガウェインに、「そりゃあ、あいつを追放すべきって意見もあるにゃあるが」とオーゼンは頷く。

「あいつはほぼ孤立無援に近いのに、さっき〝二派〟って言い方しただろ？　十二人で共同統とう治ちっつう名目だが、要はあいつの席は一人でも絶対だってこった」

　なにせ『楔くさび石いし』を任されてるし、と続けるオーゼンに、フェルは首を傾げた。

「楔石、って何ですの？」

「エルラント中央教会の象徴シンボルだよ。うちが中央を名乗る証あかしだ。なんでも、初代皇こう帝てい陛下が中央教会に預けたっていうシロモノでな。邪じや悪あくなものを退しりぞける石ってボンヤリしたこと以外、それが何なのか、どこにあるのかは代々の第一聖席にしか伝わらねえのさ」

　しかも、十二賢人ドーゼ・ドルイドの交代は知識の継けい承しようをもって行うため、カイズが得た知識を後継者に伝えない限り、事実上、〝首のすげ替え〟は不可能なのだという。

（楔っていうからには、石せき碑ひみたいなものなのかな？　でも、そんな大事な物を管理してる人がちょっとおかしくなっちゃったっていうと、……困るだろうなあ）

「確かに、気が滅め入いりますことん。……それでこの、微び妙みような雰ふん囲い気きなんですかね」

　ガウェインがぼそりと感想を述のべる。

　教会全体に満ちる空気が、どことなく張り詰めているのだ。余所者の闖ちん入にゆうに眉をひそめつつ、声も立てず通り過ぎてゆく影の群れ。すべてが、音と精せい彩さいを欠いて寒々しい。

「しかし、増改築の理由について尋ねたユアンに、あなたは『赤い病やまいが来るから』と答えたそうだが」

　クロウの質問に、オーゼンは「んあ？　なんでェ、そいつァ」と首を傾げた。

　思わずといった風ふ情ぜいで、クロウはガウェインと顔を見合わせている。しかし、オーゼンが「そうだ」と手を打ったことで、話題が切り替わった。

「ところで、この訪問の目的ってなァ、正式な結婚前に教会見学ってことで合ってるかい？　それとも、おカタめな婚前旅行ってか？　ユアン坊に仲介頼んでまで、今どき真ま面じ目めな夫婦もあったもんだ。皇族は基本、教会嫌いかとばかり」

　些いささか不ふ審しんげながら、冷やかし交じりに確認してくるオーゼンに、「見学？　ああ、それは外がい聞ぶんを気にした仮の目的だ」と、クロウは無む造ぞう作さに首を振る。

　だが、その続きはまさに、──寝ね耳みみに水だった。




「略りやく式しきで結んだ神誓ゲツシユを解かい除じよしたい」

「へ？」




　オーゼンの声と、フェルやガウェインの声が、きれいに重なった。

　三人にしっかり言い聞かせるように、クロウが、よりはっきりと口にする。

「妻と生しよう涯がいを共にする神誓を結んだ。だが、互いに心変わりがあって、それを破は棄きしたい。略式とはいえ、聖職者による儀ぎ礼れいが必要なはずだ」

「え──」

　きぃん、と耳鳴りがした。

　ふっと足から力が抜ける。気づけば、知らないうちにふらついていたのか、ガウェインに肩を支えられていた。

（ちょ、ちょっと待って。そんなのわたし、聞いてない）

　衝しよう撃げきが強すぎて、声が出ない。ずっと何度も、自分から「取り消してくれ」と言い続けてきたはずなのに。

　それこそ、待ち望んだはずの言葉なのに……。

「おいテメエ、どういう意味だ!?」

　真っ青になって黙り込むフェルの代わりに、ガウェインがクロウに詰きつ問もんする。彼もまったく予想だにしていなかったのか、普ふ段だんのオネエ口調はおろか、皇族相手の敬けい語ごまで抜け落ちている。

「他た派は閥ばつとはいえ聖せい域いきだ。貴き殿でんは聖職者だろう。静せい粛しゆくに」

「……っ」

　クロウは冷たくガウェインを見据えた。この言葉に、ガウェインは舌した打うち交じりに声を押し殺す。

「どういうおつもりなのか。じっくり聞かせていただく必要がありますわねぇ……」

「一介の吟遊詩人バルドに、話す義務はないと思うが？」

　一いつ触しよく即そく発はつな空気になり、出発前に聞いた、クロウの意味深しん長ちような言葉を思い出す。

　──〝着けば嫌でも分かる〟

（教会に着いたら分かる目的って、そういうこと!?）

「そりゃあ、そういう事情なら分からんでもないし、できるにゃできるが……大丈夫か？　えーっと、なんか嫁さんのほう、初めて聞くけど！　ってカンジじゃねェかい？」

「……さてな。どうだろう」

　では、改めて世話になる、と。クロウは淡たん々たんと目もく礼れいした。

（そんな、まさか）

　態度がおかしいとは思っていた。

　そばにいたくない、とも聞いた。だが。

　この人は。




（本気で、わたしと離婚するつもりだ──）
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　今まで、訴うつたえても、喚わめいても、罵ののしってもけなしても吼ほえても闘たたかっても駄だ目めだったのに。

　なんにもしないうちに、旦だん那なさまと無事離り婚こんできそうです。

　──どうして、こうなった。




（今!?　なぜに今このときに離婚切り出してくる旦那さま!?）

　教会到とう着ちやくの翌日。

　案内された宿舎のベッドで、フェルはひとり頭を抱かかえていた。

　ティカルでの新婚旅行と違って、さすがは教会、ワルプルギス前の旦那さまとは別々の個室を用意してもらえた。皇こう族ぞくといえども信しん徒とのうちなので、貴き賓ひん室しつとは名ばかりの質しつ素そな部屋だ。調度といえば書きもの机とベッドだけ。

　殺さつ風ぷう景けいな室内の様子と、全方位から押しつぶしてくるような白しろ壁かべ白しろ天てん井じようの圧あつ迫ぱく感かんが、鬱うつ鬱うつとした思考に拍はく車しやをかけてくる。これはいかん、とフェルは頭かぶりを振った。

（いえね、いずれそうなるのは必ひつ定じようで、ありがたい話なんだけど！　もともと、半年以内に、旦那さまのほうから切り出させる形で、目指せ！　円えん満まん離り婚こん、だったはずだし）

　まさに、その目的が果はたされようとしているのに。

（まったく嬉うれしくないどころか……八はつ方ぽうふさがりなのは、なんで!?）

　理由は簡単。

　自分から言うのはよくても、人に言われると負けた気がするから──ではなく。

「一いつ刻こくも早く離婚する！」という最初の目的が、「彼の不安材料を取とり除のぞいてから離婚する」に、入れ替わったせいだ。

　そのため、彼に嫌われて、すぐ離婚はい離婚、というわけにはいかなくなった。今までとは悩みの方向性が真ま逆ぎやくである。本当に、どうしてこうなったんだろう。

（そもそも、旦那さまから離婚を持ち出してくるなんて……）

　こんなことは初めてだ。今まで、フェルがぎゃんぎゃん騒さわいでもどこ吹く風だったのに。ド鬼き畜ちく毒どく龍りゆう公こうだけに、からかいがいのある嫁を使って、さんざん遊び倒すつもりなんだとばかり思っていたのに。

（でも、よく考えれば……そうよね。酒しゆ乱らんの嫁！　しかも人ひと質じちとして無価値なニセモノ！　わあ、離婚の条件ばっちり整いすぎて、いっそすがすがしい！）

　それだけではない、もっと違う理由もある気はするが──どのみち分かったところで「彼は即そく、自分と別れたいらしい」という絶ぜつ望ぼう的てきな結論を裏付けるだけだ。

　現在は、口をきかないを通り越して、家庭内ならぬ教会内別べつ居きよ状態である。

　凹へこみっぱなしはフェルの柄がらではないのだが、今回は『そっくり返す、俺はお前のそばにいたくない』等の発言と重なったこともあり、さすがになかなか浮ふ上じようしない。

（ふふふ。せっかくの沈みっぱなしなんだし、活用しないと吝ド嗇ケ家チド庶しよ民みんの名が泣くよね。身代わり解かい雇この暁あかつきには、ここは一発、重さを活いかして分ふん銅どうに転てん職しよくしようかな）

　しかし、いくら小こ柄がらとはいえ、天てん秤びんに乗れるほど、フェルの身体からだは小さくはない。それなりに大きくても平気で、重さが肝かん要ようといえば、思い出すのは元東とう方ほう商しよう人にんケイの与よ太た話ばなしだ。いわく、極きよく東とうの島国の伝統食品を作るために、欠かかせないものがあるという──

「ツケモノ石に、わたしはなる！」

「なんの話なの!?」

　ぼそっと呟つぶやいたところで、不意に、誰もいないはずの部屋で返事があった。

「先生っ!?」

　ぎょっと顔を上げたあと、はっと口を押さえる。しまった、今は『花嫁シレイネ』だ。

　青くなるフェルに、先生の声は答える。

「大丈夫、さすがに誰も聞いてないわよん。だから先生呼びしても平気、今はねん」

「そうですか……」

　はーっと安あん堵どの息をつくと、フェルは、見慣れた先生の紅あかい髪を捜してきょときょとと周囲を見回す。だが、何度見ても、相変わらず素っ気ない部屋には誰もいない。

「先生、どこですか？」

「ここよん。……よっ、と！」

　──と。

　床板がぼこりと抜け、にゅっと太い腕が下から伸びてくる。フェルはギャッと叫びかけ、慌あわててまた口をふさいだ。

「なんで床下から!?　あ、ひょっとして、隠れて来るためにわざと」

「残念ながら、単純に迷ったのよぅ」

　すっかり這い出してくると、祭さい服ふくの肩や紅い髪から埃ほこりを払はらい落とし、ガウェインは半はん眼がんになる。

「第一聖席猊げい下かのやってるって増ぞう改かい築ちく、ホンット半はん端ぱじゃないわねぇ！　階段をのぼってるはずなのに何な故ぜか途中で庭に出て、廊ろう下かが大だい聖せい堂どうになって、危うく十二賢人ドーゼ・ドルイド専用の大集会堂に不ふ法ほう侵しん入にゆうしかけて、最終的には床下に潜もぐってるってどういうこと!?」

「それは……た、大変でしたね」

　フェルは圧あつ倒とうされつつ、かくかく頷うなずいた。

　冷静に考えると、どうやってここまでたどり着けたかのほうが不思議である。これに関しては、ガウェインはひと言「根性よん」と答えてのけた。

「でも、どうされたんですか？『シレイネさま』の部屋を『吟遊詩人バルドのガウェインさま』が訪ねてくるなんて」

「あー、うん。えーっとね……」

　先生はあさっての方向に視し線せんを投げ、苦にが虫むしを束たばで嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「ほら、アレよ。……あなた、クロウの野や郎ろうと神誓ゲツシユを取り消すことになったじゃないの」

「あ……はい」

　フェルは目をしばたたいた。

　どうして、神誓の解かい除じよと先生の訪問が関係あるのだろう。

「神誓ってね、結ぶのは枕まくら言葉ひとつで簡単だけど、変更だの破は棄きだのは結けつ構こうおおごとなのよう」

　いわく、儀ぎ式しきのために、それぞれ特定の聖せい詩し篇へんを吟ぎん詠えいしたり、身を清めるための禊みそぎの沐もく浴よくをしたりしなければならないらしい。彼はため息交じりに、「これが道具一式」と背負ってきたらしい大きな袋を示した。

「オーゼン師が、お嫁さんのほうがあんまり不安定になっちゃ可か哀わい想そうだからって、まだ気安いだろうユナイア派のアタシに、介かい添ぞえとして白しら羽はの矢やを立ててくれちゃって」

　フェルは納なつ得とくしつつ、「そうですね……」と頷うなずいた。

　しかし、沈ちん鬱うつな養やしない子ごの顔を見て、ガウェインが「言っとくけど」と口を開く。

「誤解してるかもだけどん。いくら偉い人の命令といえど、不満なら、アタシだってはっきり断ことわるわよ？」

「え？」

「まあ、ひとつは、公こう然ぜんとあなたのそばについてられるなら幸いって思ったのよねん。あとは……あのクソ馬ば鹿か野や郎ろうが何考えてやがるのか知りゃしねえけど、あいつがホントに平へい然ぜんとあなたを傷つけるような男だったら、即そつ行こう離婚大だい歓かん迎げいだからよ」

　可か愛わいい娘の顔でも眺ながめて落ち着かないと、頰ほお骨ぼねのひとつも砕くだきに行きそうってのもあるけどね、と。ガウェインは苛いら立だたしげに吐はき捨すてると、気を鎮しずめるように、ぐるっと視し線せんを巡めぐらせた。

「神誓を？　そんなにホイホイ解除するぅ？　為い政せい者しやのくせによ？　誠せい実じつな誓いの神の名のもとに、明らかにした宣せん誓せいの重要さ、知らないはずないでしょうに！」

「ですよねー……」

　この育て親から、フェルは聖詩篇のいろはを叩き込まれている。神誓の意味も然しかりだ。

　神に立てる、命を懸かけた誓い。

　そして、ただの宣言を神誓となすための、特定の枕──『たとえ天が我が上に崩くずれ墜おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞のみ込まんとも、我が誓い破やぶらるることなし』。

「まあ、わたしが知ってるのはその程度ですけど……」

「そういえばあなた、昔ほどには、聖詩篇の話をアタシにせがんでこなくなったわねん」

「そりゃまあ。現在わたしの心のよりどころは、死後の神さまより目先のゼニですもんで」

「げ、ゲスい！　我が娘ながら曇くもりなくゲスい!!　さりげなく親指と人差し指で銭ぜに印じるしを作るのはおやめなさい!?　そんな子に育てた覚えは……ごめん、あるわ…………」

　片手で顔を覆おおいつつ、「じゃ、今教えとこうかしら」とガウェインは続けた。

「神ゲツ誓シユは、太陽神や、その眷けん族ぞくとも別名とも言われる、誠実な誓いの神に立てる。そこまではあなたも知ってるわねん？」

　重要なのは、太陽神の名のもとになされた誓いは、「光の守護を得る」ということだ、とガウェインは言う。

「よこしまなものは、あわいを好むというでしょん。でもねん、逆を言うと、不確かなもの、曖あい昧まいなものにしか寄りつけないってことなの」

　つまり、生きている人間同士が結婚の神誓を結んでいる限り、あわいを好む悪あしきものは、決して『神誓』をまたいでその人間に手を出すことはできない。

「結婚の神誓を誰かと立てるってことは。『命』っていう、何にも代えがたい自みずからの存在そのものを質しちにして、死や絶ぜつ望ぼうや背はい徳とくや魔ま性しよう、この世の邪じや悪あくなすべてのものから、相手との関係を守り抜く──そういう意味があるのよ」

　この命を盾たてにして、あらゆるものからあなたを守る。

　この命ある限り、万ばん難なんを退しりぞけあなたと共にある。

　それが、結婚の『神誓』の真の意味。

（それじゃあ……）

　フェルは、大きく吸い込んだ息を一度止め、ゆっくりと吐き出す。

「改めて。そこまでの重要な誓いを、いずれ離婚予定の相手とうっかりでやらかしたわたしは、うかつでそこつな大バカ者以外の何ものでもないってことですよね」

「そうねえ。分かったなら反省なさい」

「ハイ……」

　がっくり落ち込みつつ、「でもひとつ、いいこともあります」とフェルは苦く笑しようした。

「だって、わたしとの神誓が有ゆう効こうなままなら……わたしが生きている限り、その誓いによって、旦那さまを守り続けることができるってことですし」

　互いの命がある限り。

　フェルは、ぎゅっと拳こぶしを握り、胸に押しつけて目を伏せた。

「それはちょっと、解除したくなくなりますね、確かに。……まあ、単なる気持ちの問題なんでしょうし。ワルプルギスまでは、というか諸もろ々もろの心配事を解決するまではの、期間限定で、ですけど」

「……あ、解かい釈しやくそっちに行くのねん」

　ガウェインは顔をしかめた。

「あの馬鹿には、ひどいことされたし、言われたのに。まだ信じるのねん？」

「はい。信じた人に嫌われるのは辛つらいことだけど──」

　その人のことを信じた自分の気持ちを裏切るほうが、もっと辛い。

　──〝お前に託たくす。だから、お前も信じろ〟

　──〝あいつは偽いつわらない〟

　今まで彼に貰った言葉は、まだ、胸の中で宝物のようにきらきら輝いたままだ。たとえ彼が言うとおり、彼自身には『心変わりがあった』のだとしても。

（わたしは変わらない。変わるもんか。たとえ愚おろかでも。……信じ続けることをやめたら、受け取った大事な言葉まで、全部否定することになる）

　フェルは微笑んだ。穏おだやかに乾いたままのその瞳を見て、なぜか、ガウェインのほうが、辛そうな顔をした。

「ああ。……やっぱりだわ」

「え？」

「泣かないのね。フェルディアちゃん」

　ガウェインは腕を組み、たどった記憶を懐かしむように、琥こ珀はくの双そう眸ぼうを細めた。

「昔は、何か辛いことがあると、先生！　って。泣くのは、アタシの前だったのに」

　今はもう、あなたを泣かせてあげられるのは、アタシじゃないのかしら、って。

　不思議なことを言って、ガウェインはフェルの頭をぐしゃぐしゃ搔き混ぜた。

「……？」

「いいのよ、なんでもないの。さあ、どうしましょっか！　聖なる湖こ水すいとか樫かしの葉はとか岩がん塩えんとか銀の鐘かねとか。一応、必要なものを全部頂いてきたけど。神誓ゲツシユの解除のための沐浴、やっとく？　気が進まないなら、オーゼン師にお返ししてくるわよん」

　フェルはこの質問に、返答をためらった。

「そうですね……ちょっと時間は欲しいかもです」

　旅の前に、ラナにも宣せん言げんしたのだ。

（このままお別れには、したくない）

　せめて、彼に真実を知ってもらってから、終わりにしたい。

「あと、せっかくなら、パーシヴァルさまのことを調べたいとも思ったんです。ユナイア出身のド庶民じゃ、エルラント中央教会を訪ねる機会なんて二度とありませんもん」

　動けるなら、動けるあいだに、今できることをすべきだ。

　そうやって生きてきたし、これからもそうする。

　旦那さまに謝って、自分から秘ひ密みつを明かすと決めた。

　彼のために、パールが誰とやりとりして、何を知ろうとしていたのかを探ろうとも思った。初しよ心しんは貫かん徹てつするまでのこと。

「それで出てけって言われるなら、優秀な離婚職人として、パーっと華はな々ばなしく散ってやりますよ。『奥方さま』じゃなくなっても、殿でん下かのこと守るくらい、きっとテはあるし」

「あのね、前向きだか後ろ向きだか分かんない気持ちになってるらしいとこ悪いけど、フェルディアちゃん。あなたの話を聞いて、アタシはあのジャリ餓ガ鬼キの奥歯をガタガタ言わせに行く代わりに、ここでいくつかアタシの考えを話しておくことに決めたんで、言っとくわね」

「情報？」

「まずは、この中央教会で起きている異い常じよう事じ態たいについての、アタシの考えよ。本当に、『晴はれずの霧きり』が使われていると仮定して、鍵かぎになると思おぼしきは──カイズ猊げい下かじゃないかってね」

「それ、わたしも同じこと考えてました。最初は、カイズ猊下が毒どくに操られてるせいで変な行動を取るのかな、と思ってましたけど……彼にも同どう調ちよう者しやがいるみたいだし。むしろ、操る側なんじゃないかって」

　迷めい宮きゆうのような奇き怪かいな改装をされた建物。墓ぼ標ひようのような石せき碑ひ。

（隠したいものがなければ……あんなことはしない。カイズ猊下には、何かある）

　呪じゆ毒どくの核かくになる石が教会の中にあって、それをごまかすために増改築を繰り返しているのだと考えれば、説明がつくのだ。

「でも、教会が大混乱に陥おちいってる今、余よ所そ者もののアタシたちは動きにくいことこの上ないのよねえ。どうしたって悪目立ちするもの」

　正せい攻こう法ほうで探ることができる情報は限られているということか。

（調べにくいのは、パーシヴァルさまについてもだ。信しん徒との名めい簿ぼとかって、たしかどこの教会でも、関係者以外立入厳げん禁きんの禁書庫保管だからなあ……。訪ほう問もん記き録ろくとか、手がかりが残ってるなら、まずはそこからなんだけど。入るのはさすがに難むずかしいだろうな）

　むう、と考え込むフェルの前で、ガウェインは「そこでね」とぽんと手を打った。

「はいコレ」

　彼ががさごそと懐ふところを探り、差し出してきたのは──

「先生……それ……」

　樫の枝で太陽十字を象かたどった首飾りと、紺こん色いろのドレスに、頭と顔をすっぽり覆おおう灰色のヴェール。

　エルラント中央教会に奉ほう仕しする女性信徒──『修しゆう導どう女じよ』の服、だった。

「や、やめて！『この人、一体どこからこんなもの。所しよ持じしてる時点で犯はん罪ざい臭しゆうがするんですけど、うちの育ての親大丈夫か』って目でアタシを見ないで！　娘に軽けい蔑べつされたら生きていけないわ！」

「いえ、軽蔑なんてするわけないですし。これは、『困ったら使えとかって、セタンタ陛へい下かも召めし使つかいのお仕し着きせを下さったけど、実は先生と陛下って思考回かい路ろがすごく近かったりするのかな』っていう疑ぎ惑わくの目です」

「あの妹姫偏へん愛あいの変へん態たい男と!?　余計凹へこむわよ!!　はあ……『調べ物したい』ってあなたが言ってたの思い出して、せめて自由に動けそうな格かつ好こうを見つくろおうとしたアタシが間違ってたわ……」

「冗じよう談だんです。助かります」

　カツラやメガネがなくても、修導女服は、頭をすっぽり覆ってしまえる分ぶ厚あついヴェールがあるので、顔を隠すのはたやすい。召使フェルならぬ、修導女フェルでの調査もできる、というわけだ。

（おし。道具があって、いろいろ謎なぞがあって。どこから探ろうかな。こういうとき、旦那さまなら、どう動……）

　そこで、ふーっとフェルは肩を落とした。彼の知ち恵えは、今回借りられない。

　懸けん念あん事項はごまんとある。旦那さまと、喧けん嘩かしている場合じゃないのに。

　彼のことを考えると、あの日間近で見た、氷ひよう海かい色しよくの瞳がふと脳のう裏りを掠めた。

　──〝それでいい。心など許すな。恐れていろ〟

「あれ、どういう意味だったのかな……」

「なあに？　フェルディアちゃん」

　思わず声に出して呟いたフェルに、ガウェインが怪け訝げんな顔をする。「や、大したことじゃないんですけど」と苦笑し、フェルはクロウの台詞せりふを伝えた。

「先生が来るちょっと前だったから、ご存じないかもですけど……って、先生？」

　ガウェインはその台詞を聞くなり琥珀色の瞳を床の一点に向け、じっと何かを考え込んでいる。「まさかあの坊や……」と唇くちびるが動うごいた。

　──が、やがて「そうだ！」とわざとらしく手を打ち合わせた。

「いきなりで悪いんだけど、ちょっと失礼するわねん。調べたいこと、できちゃってぇ。ごめーんね！」

「はいっ？」

　白しら々じらしいほど明るい声こわ音ねだ。しかし、フェルが引ひき留とめる間もなく、先生は風のように部屋を去ってしまった。

　残された沐浴用の聖せい水すいの壺つぼや聖具類を見て、フェルは茫ぼう然ぜんとする。

　時間はある。道具もある。

（……どうしよ……なんて）

　有ゆう効こう活用しない手はない。

　さっそく紺色の衣服に袖そでを通し、目立つ緋ひ銀ぎんの髪をきっちり編み込んで、さらに上から灰はい色いろのヴェールをひっかぶる。

（さて、この格好で、まずどこから探るかといえば）

　目指すは禁書庫。

　パールの情報を集めるなら、今しかない。




　エルラント中央教会の壁は、基本的に白い。

　円まるい薔ば薇ら窓まどや、壁いっぱいのステンドグラスは、白一色の廊下やホールにいっそう際きわ立だって鮮あざやかだ。緑、赤、青、黄色。ずっと見ていると、色に酔よいそうになるほどに。

（うん。内装の色合いは明るいけど……やっぱり雰ふん囲い気きは暗いんだなよあ……）

　厳げん粛しゆくというより、葬そう式しきのような重苦しさがある。そして、今にも破は裂れつしそうな緊きん張ちよう感かんが、慣なれない変へん装そうにびくついていることを差し引いても、居い心地ごこちが悪い。

（どこに行っても、変な改築はされてるし。これ、本当に禁書庫見つけられるかなあ……）

　修導女の格好をしている以上、人に場所を尋たずねるわけにもいかない。ヴェールで視し界かいが不ふ鮮せん明めいなので、歩きづらくもある。

　と、真正面から吟ポ詠エ詩ル人ジが二人歩いてくるので、フェルは慌あわててヴェールを引っ張った。

「また違う石いし工くを呼び入れて、改築だ。第一聖席はこの教会をどうしたいのか」

「もう、このままにはしておけぬ。限界だ。ああ、限界だ……」

　すれ違いざま、彼らが激しくカイズを糾きゆう弾だんする言葉が漏もれ聞きこえた。思わず、首を竦める。しかし、奇き妙みような気がして、立ち止まって視線だけ背後に振り向けた。

（ん？　さっきの二人……カイズ猊下の後ろにくっついてた人、の声に似てたけど。気のせいよね）

　廊下に突き出た諸もろ々もろの障しよう害がい物ぶつを避よけながら歩き続けると、一いつ転てん、落ち着いた褐かつ色しよくにまとめられている一角に出た。ずらりと並ぶ大扉のひとつを少し開けてみると、中から、革と紙の濃いにおいがした。

（着いた、書庫だ！）

　部屋ごとに本の種類による色分けがされているらしい。天文学の部屋は、夜空のような深い紺こん碧ぺきの四面に星座が描えがかれ、天てん球きゆう儀ぎが置かれている。東方文化の部屋は真っ赤で、三色の釉ゆう薬やくをかけた古い陶とう人にん形ぎようが並ぶ。

　最初は珍しさからきょろきょろしていたフェルだが、だんだん、不安に駆かられてきた。

（……人が少なくなってきたなあ。それに、ここもやっぱり、気持ち悪い改装健けん在ざいだし）

　壁に向かって取り付けられた窓。四し方ほう八はつ方ぽうに伸びる逆さ階段。太陽十字の石せき碑ひの群れ。

　この無む秩ちつ序じよさ、何かを思い出すと思ったら──昔、ベルファスティスで、いわくつきの品ばかり取とり扱あつかう美術商の手伝いをしていたときに見せてもらった、一枚の絵だ。

　狂きよう人じんの描いたものだというそれは、奇怪な人物画だった。青黒い肌、縦たてに開く眼めや、額についた唇。頰から突き出した鼻。描き上げた瞬間、画家は咽の喉どを搔き切って果はてたという。絵の端はしには血けつ痕こんが飛んでいた。──フェルのトラウマになった仕事のひとつである。

（い、嫌なこと思い出しちゃった……！）

　フェルはぶるぶる頭を振って、浮かんでしまった画像を追い払はらう。禁書庫探しに集中しようと気持ちを奮ふるい立たせた。

　──と。回かい廊ろうの途中で、不思議なものが目に入る。

（ん？　……天井にくっついた扉？）

　天井そのものではなく壁にあるだけまだ良りよう心しん的てきだが、およそ入りようのない高さに据すえ付けられている。この教会では珍しくもない光景だが、問題はその数だ。

　六つ。

　エルラント中央教会にあるという、禁書庫の数と同じだ。

　周囲を確認してみたが、偶然にも立ち番がちょうど交代の時間なのか、広い回廊はしんと静かで、誰がいる気配もない。

（よし、今なら入れそう。でもこれ、どうやって上がるの……）

「梯はし子ごなら、廊下の奥にある」

「あ、そっか！　梯子を使うんですね。ありがとうございま……って」

（ひぃい!?）

　悲鳴は我が慢まんしたわけではない。咽喉に詰まったのだ。フェルは即そく座ざに振り返った。

　ヴェール越しに、緑色の肩掛けが目に入る。それに、この声。

（カイズ猊下!?）

　フェルは動どう揺ようを押し殺し、慌てて頭を下げた。

　なにせ、呪毒の使い手として、今、最も疑わしい人物だ。怪しげな行動を取っていると思われたくない。

（だ、大丈夫！　ヴェール越しなんだから、わたしが誰かまでは見えてないはず！）

　なんとか気を取り直したところで、急に視界が明めい瞭りようになる。

　今度は、片眼鏡モノクルをかけた孔く雀じやく緑みどりの双そう眸ぼうや、ぐっと眉まゆ根ねを寄せた不ふ機き嫌げんそうな顔まで、ばっちり確認できた。

「え」

　ということは──顔を隠していたヴェールをむしり取られたのだと気づき、フェルは真っ青になった。

「な、なんで!?」

「やはりそなたか、黒こく龍りゆう公こう夫人。……この書庫一帯の管理をしている修導女で、禁書庫に上がる梯子の位置を知らぬ者などおらぬ」

　よりによって、いちばん見つかりたくない相手に！

「げ、幻げん覚かくです！」

「幻覚は、自ら幻覚だとは名乗らぬが」

　まともな突っ込みを真顔で返された。いたたまれない。

「こんなところで、第三皇おう子じの花嫁が何を？」

　当然といえば当然の問いに、フェルは盛大にたじろいだ。

（彼がもし呪毒を使っているなら、妙みような動きをしている余所者を見み逃のがすわけない。ここは、走って逃げるべき……!?　でも、吟遊詩人バルドの僧そう兵へいたちを呼ばれたら）

　ぐるぐる悩むフェルに対し、カイズは顔をしかめたきりで、動く気配はない。

　やがて彼は深いため息をつくと、ぼそりとこんな皮ひ肉にくを言った。

「帰れと言ったのに。お前たちには耳はないのか」

「いちおう耳はあるんですけど……えーっと、事情があるので帰れません」

「ああ。離婚のために、夫婦の神誓ゲツシユを解ときに来たと」

　薄暗い廊下で見ると、彼の肌色はいっそう青白く目に映る。『赤小蕪ラデイツシユを丸吞みにしたら、咽喉を転がり落ちていくのがはっきり観かん察さつできそうだ』とフェルは思った。

「その目的は本当か？　どうも私には、そなたらが何か噓うそをついているように見える。本当は、何をしに来たのだ」

「解除の話は本当です。わた……くしだって、彼の真意なんて分からない」

　ヴェールの中身が黒龍公夫人だと知られてしまったので、普ふ段だんの芝居に口調を切り替えつつ、フェルの返事は自然と投げやりになってしまう。

（寝ね耳みみに水のことばっかり）

　できることがあるうちは気にしないでおこう、なんて理性でいくら決めたって、本当は割り切れるわけがない。

　なんだか、自分で言っておきながら凹んでしまう。俯うつむいていたフェルは、「……なるほど」というカイズの声で顔を上げた。

「問うたのか？　そなたは。夫に、神誓解除の真意を」

「え？」

「変わってしまったものがあるなら。問わねば、分からぬ心もある」

　カイズは、氷の彫ちよう像ぞうのような無表情のまま、不思議な言葉をくれた。フェルは、唇を嚙む。……訊きこうとしたのだ。知りたかったし、話したかった。でも。

「訊いたんですが、失敗しました。無駄に信頼を欠かいただけで」

「では。何が失敗を呼んだのかは質ただしたか？」

「え？」

「どこかを不自然だと感じていたからこそ、問うたのだろう、そなたは。疑問を中途で投げ出していいのか。絶ぜつ望ぼうせずすむように、できることをしたのか？　力の限り、すべて？」

　静かな声で続けて、すっと目を伏せる彼を、フェルは驚いて見つめた。

（一度訊いて駄目だったから、諦あきらめてた。……もう無理なんだって、そればっかりで）

　けれど、尋ね続けることをやめたら、確かに何も始まらない。

　かつて受け取った言葉以外は認めないのでは、「今の彼は信じられない」と言っているのと同じことだ。本当に変わってしまったかどうかも分からないのに。

　なんとなく、ここ最近ずっとざわめいていた心が、少しだけ凪ないだ、気がした。

（この人。……なんだか、悪い人じゃないように思える。かといって、呪毒でやられているようでもないし……）

　真しん摯しさは見かけだけなのだろうか。けれど、彼の言葉は、とてもフェルを惑まどわせるための虚きよ言げんには聞こえなかった。

「あの、カイズ猊下。ありがと……」

　そこで、容よう赦しやない続きが来た。

「ふむ。そなたは、見るからにものを考えなさそうな顔をしているのに、そうして思い悩むことがあるのだな。興味深い。考えるだけ無駄、動いてから決めるという行動原げん理りを持つ、噂うわさに聞く『脳のう筋きん』という存在だと思われたが」

　感心交まじりの言葉に、フェルの頰が攣つりかける。

「……お褒ほめにあずかり光栄です。そういう猊下は筋肉まで脳みそでできていそうですね」

「そうか。そういう存在は初めて聞いた。興味深いな」

（すみません、実は皮肉だったんですけど！　ってかそれ、嫌いや味みじゃなくてまさか素す!?）

　半歩ほど引くフェルの前で、若き樫樹の賢人ドルイドは、顎あごに指を当てて真顔のまま思し索さくにふける。その袖そで口ぐちから、青い輝きがちらりと零こぼれた。飾り石をにわとこの若枝で編み込んだ護ご符ふの腕うで輪わだろう。聖職者には珍しくもない物だが、なんとなく印象に残る。

　彼は基本的に、偽いつわることをしない人なのかもしれない。思うままを話し、考えるままに動く。一切の欺ぎ瞞まんは、彼の中に存在しないのだとすれば。

「では……」

　フェルは深呼吸し、カイズを見つめた。まっすぐ問えば、真実がありのまま返ってくるのでは？

「あなたにもひとつ、ご質問をさせてくださいませ」

「聞こう。問いや如い何かに」

「不思議な増改築や、十字の石せき碑ひをいたるところに建ててらっしゃるのは、カイズ猊下のご指示と伺うかがっております。訳をお尋ねしても」

「……」

　予想に反し、彼はなかなか答えてくれなかったが、やがて、呆れるほどゆっくりと口を開いた。

「この教会は病やんでいる」

「えっ？」

「気づかぬうちに少しずつ蝕むしばまれ、今や死しに病やまいになりつつある。それでも私は、守らねばならぬ。いかほど時が遷うつっても、誰がいかに変わっても……そういう約束なのだ」

　約束。

　今朝、神ゲツ誓シユの話をしたばかりのフェルの脳裏には、その言葉が、不思議なくらい強く焼きついた。

「三年前。同じ病に気づき、立ち向かわんとした者がいた。そのときはまだ、事の重大さに、私も気づけなかった」

「？　どういう意味……」

「知りたければ、答えは、あちらに」

　謎かけのような言葉を残し、カイズはすっと腕を伸ばした。

「正面、青い壁の禁書庫、右奥の棚たな。下から三段目、左から三番目に。金の留とめ金がねの、革張りの古こ書しよがある」

　奥を指し示す、長い指を見つめる。

　訝いぶかしげなフェルに、彼は小さく言い足した。

「……取り戻せればいいな。そなたらは」

（猊下？）

　気づいたときには、カイズは背を向けてしまっていた。

（なんだったの……？）

　遠ざかっていく足音に、フェルはぱちぱちと目をしばたたいた。




（なんで、見逃してくれたんだろう。聖職者しか入っちゃいけないはずなのに）

　正面、青い壁の禁書庫、右奥の棚。下から三段目、左から三番目。

　梯子をのぼって無事に侵しん入にゆうを果たした禁書庫で、フェルは教えられた棚を探しながら、一人首を捻ひねっていた。

「金の留め金の、革表紙……あった。これだ」

　フェルは眉をひそめて手に取ってみる。なめし革の表紙が大層なだけで、そんなに厚くはない。ゆっくり抜き取ったつもりだったが、周囲の本から埃ほこりが落ちてしまった。

（うーん？　なんの変へん哲てつもない、普通の聖詩篇の写しや本ほんに見えるけど……でも、カイズ猊下がわざわざ教えてくれたってことは、何かあるんだって考えたほうがいいのかな？）

　しかし、内容そのものには、不ふ審しんな個か所しよなどいっかな見当たらない。ひとしきり唸うなった挙げ句、本をいろいろな角度から矯ためつ眇すがめつしていたフェルだが、「ん？」と、気づけば声に出していた。

　普通に読んでいれば、まったく気づかないほどの些さ細さいな違いだが。

（紙が妙に分ぶ厚あついような。しかも、よく見ると、針はりで開けたみたいな穴が、端はしっこにいくつも並んでる）

　ためしに指先でぐいぐい押してみると、抵抗がある。つまり、紙を二つ折りにし、さらに天・地を細い糸で縫ぬい付けてあるのだ。留め金を緩めれば、表紙は取り外せるようだった。

（ひょっとして──？）

　すぐにフェルは、周囲を注意深く見回した。誰もいないことを改めて確認してから、本を抱かかえて書庫内の机に移動する。

　書籍修理用の道具箱があったので、針を出すと、慎しん重ちように本をばらし、頁ページを綴とじている糸をほどいて逆に通してみる。細かい針仕事は慣れっこだ。作業はすぐにすんだ。

（こんなに手の込んだ細さい工くで隠すなんて。いったい、何が書かれてるの？）

　鼓こ動どうがうるさい。

　身体全体が心臓になったみたいだ。今声をかけられたら、頭で天井を突き破るほど飛び上がるだろう。弁べん償しよう代が馬鹿にならないから誰も来ないでほしい。

　おそるおそる一枚目をめくり、フェルは息を吞のんだ。

（やっぱり）

　裏側には、やはり、びっしりと文字が並んでいた。

　隠された、秘密の本。

　フェルは、ごくりと唾つばを吞み込む。最初に入っているのは日付だ。年号は三年前のもの。ではこれは、日記なのか。でも、誰の？

『ななかまどの月第四日、ティカルにて蒐しゆう集しゆう、イルの説せつ話わ。首しゆ長ちようキリヤに尋ねる』

（あれっ、キリヤさまの名前がある。ほかにも、別部族の話がいくつか。ただの日記っていうか、人から聞いた話とか、本で調べた記き録ろくを集めてるだけっぽい……？）

　まずはぱらぱらと紙をめくっていたフェルだが、途と中ちゆう、なぜだかくっついて開かない頁もあった。首をひねりつつ、飛ばして次に進んだ瞬間、はっと手を止める。

　そこから先は、きちんと整理して書かれた前半に比べ、著いちじるしく文字が乱みだれていた。

『この記録に目を通してくれるあなたが、もし、おれと同じ不安を抱いだいているなら』

（同じ……不安？）

　誰かに訴うつたえかけるような調子だ。さらにフェルは、その下にある署しよ名めいに気づいて驚いた。

　──パーシヴァル＝エルラント。

（これ。パーシヴァルさまの日記!?）

　思わず、手が震えた。どうやら彼が生せい前ぜんに残した文書らしいのだ。

　何か彼の手掛かりがあればとは思っていたけれど、まさかこんなものが見つかるなんて。

　驚いたのは一瞬。

（とりあえず、だ、旦那さまに……）

　そう思った瞬間、次の一行が目に入る。思わず、食い入るように見つめた。

『この国はもう駄目だ』

　この国。

　それはエルラントのことなのだろうか。

　気づけばフェルは、魅み入いられるように続きを読み進めていた。

　文章の内容は散さん漫まんだった。ところどころ助じよ詞しが飛んだり、文字が震えて歪ゆがんだりしていて、相当に読みにくい。かなり急いで書いたようだ。

（どうして日記を隠したんだろう？　それにこの、尋じん常じようじゃない筆ひつ致ちの乱れ方……）

　まるで何かに追われているかのようだ。そののちも、日記はめちゃくちゃな文章と殴り書きの文字が続く。壮そう絶ぜつに読みづらいが、およそ書かれているのは以下のことだ。

『母上は、どこであんな……今はまだ、おれも正気を保たもっているけれど、これからは、何をするかも分からない』

　何をするかも分からない。

　その言葉に、フェルは思わず口元を覆おおった。彼がこれを記しるしたあと、どうなったかは知っている。──呪毒で心を潰つぶされて発はつ狂きようし、ティカルで、イル族や部下の黒龍兵を虐ぎやく殺さつしてから、自ら命を絶たった。

『中央教会に母上は何か仕掛けたはずだ。どんなものかは分からない……おれに知ることができたのは、〝晴はれずの霧きり〟という名前だけ。おそらく教会の内部には、母上の内ない通つう者しやがいる』

（『晴れずの霧』!?　本当にあったんだ……！　でも、リグレインさまの内通者って？）

　まっすぐに文字を綴ることもできないのか、日記は、行が何度も波打つ。フェルは四し苦く八はつ苦くしながら先に進むが、思いつくままに言葉を並べているのか、次し第だいに意味が分からない単語も出てきた。

『なぜ、行ったときに止められなかった。なぜ、今になって気づくんだ！　怪あやしい場所なら見つけていたはずじゃないか。まさか、こんなことになるなんて。せめて〝楔くさび石いし〟だけでも受け取っておけば……。中央教会が危ない。この国の最後の砦とりでなのに。阻そ止ししたくても、もう身体からだが言うことを聞かない。嫌だ、死にたくない。まだやることがあるのに』

（楔石？　って、カイズ猊下が管理してるっていう、初代皇こう帝ていゆかりの品……？）

　なぜそんなものが、ここで出てくるのだろう。さらに、日記はこう続ける。

　けれどもし、自分に何かがあったなら。

『お願いだ。おれの代わりに、止めてほしい』

　この日記が役に立つことを。それ以上に、無用の長ちよう物ぶつになることを願ってやまない、と。そして──

『おれは母上から、妖よう精せい王おうに器うつわを売られた。兄上を、兄上だけは、絶対に同じ目に遭あわせるわけにはいかない──』

（妖精王に、器を売られた？）

　胸むな騒さわぎがする。

　記憶の片かた隅すみで、何かぞろりと黒いものが蠢うごめいた。宝石の埋まった洞どう窟くつ。輝かがやく銀の蔦。紅い苔こけ。

（……あ、あれ？　どこでの、こと？　痛っ、……）

　何かが脳裏によみがえろうとするが、まるで思い出すのを拒こばむように、強く頭が痛む。

　何かを食べる、誰かの背中。──ぽりぽりと、骨を嚙み砕くだく咀そ嚼しやく音おん。

　心臓が早はや鐘がねを打ち、今にも口から飛び出そうな錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　首を振って、フェルは続きに視線を走らせた。

『おそらく、〝晴れずの霧〟は──』




「ねえ、何してるの？」




（ギィャァア心臓こんにちは──っ!!）

　心臓、口からちょっと出ました。いや、実じつ際さい出ると困るのだが。悲鳴は声にならない。

（な、なななに!?）

　ばっと振り返ると、いつの間にか、少し離れた書棚に背を預あずけるようにして、青年が一人たたずんでいた。

（人、いたんだ！　全然気づかなかった……！）

　しまった。ヴェールを外したままだ。

　フェルは口をぱくぱくしつつ、とっさに手に持った日記を背中に隠す。ヴェールをかぶり直すこともままならず、思わず青年の顔を見つめてしまった。
















　少しあどけない雰ふん囲い気きの持ち主だ。身に着けているのは、聖職者の祭服ではなく、仕立てのいい藍あい色いろの衣い装しよう。では、自分たちと同じ、教会を訪問中の貴族の子し弟ていか何かだろうか。

　ぱっと目を引くのは、明るい青の瞳である。まるで、あたたかな南の海の色だ、とフェルは思った。

　髪の毛は柔らかそうな亜あ麻ま色いろ。長めに伸ばし、毛先を編んで肩に垂たらしてあるのが、エルラント貴族にしては珍めずらしい。まるでクロウのようだ。

（でも、禁書庫に？　貴族の信しん徒とが入ってるの、おかしい気が）

　自分のことは棚に上げ、フェルがおろおろと黙っていると、彼は首をわずかに傾げ、ぽんと尋ねてきた。

「おれの顔に、何かついてる？」

「えっ？　いえ、そういうわけじゃなくて」

　表情と似合いの、爽さわやかな声だ。フェルは戸と惑まどいがちに返した。

「えーっと、夫に……装よそおいがちょっと似てるなって思ってですね」

「え、旦那さんに？」

　彼が不ふ審しんそうにするので、フェルは慌あわてて打ち消した。

「あの、でも、気のせいだったみたいです。わたしの夫はむっつり無表情で、鬼き畜ちくで冷れい淡たんで、口を開けば毒どく舌ぜつが飛び出しちゃう人なので！　安あん易いに人さまに似てるなんて言うべきじゃなかったかもで！」

（って何言ってんのわたし！）

　会ったばかりの人に、なぜかいきなり夫（仮）の悪口である。こんなこと言われても困るだけだと思いきや、彼は意外にも話にノッてきた。

「あ、それ、おれの知ってる人によく似てる。でも、おれのほうは、意地悪だけど生き真ま面じ目めで、黙ってなんでも一人で片付けようとするし、全部しょい込んじゃうんだけどね」

「分かります！　彼もそんな感じなんで！」

「わあお奇き遇ぐう。兄上のほかにもそんな人がいるなんてなあ。世界には、『根暗生真面目単たん独どくしょい込み型鬼畜』って種族でもいるのかなって思うよ」

　彼のほうの『知り合い』は、どうも兄のことらしい。ひどい言われようだが、クロウにもだいたい当てはまっている。フェルは思わず笑ってしまった。

　気さくな口く調ちようだ。困ったように肩を落とすその顔を見ていると、なんとなく、緊張感を殺そがれてしまう。不思議な人だな、とフェルは思った。

「けど、旦那さん？　あれ、きみ、書庫番の修導女じゃないんだね」

（しまった！　今は変装してたんだった）

　フェルは仕方なく、「……実は、勝手に入り込んで、探し物してるんです」と吐く羽は目めになった。ところが、彼の反応は意外なものだ。

「じゃあおんなじだ。まあ、おれはついでに、おっかない人から逃げてきたんだけど」

「おっかない人、ですか？」

「うん。片眼鏡モノクルのおっかない人」

「……あ。ひょっとして、カイズ猊下？」

「そう！　その人。もう行っちゃったかなあ。おれ、勝手に入ってきちゃったからさ。たぶん、見つかったら、叱しかられる程度じゃすまない気がするんだよね」

　カイズには見逃されたが、勝手に侵しん入にゆうしたのはフェルも仲間なので、一緒にしょっぱい気分になった。

「ところで、あなたのお名前は？」

　名前も訊かずに話し込んでいたことに気づいて、フェルは貴族らしき青年に尋ねてみた。

　すると彼は、青い目を軽く瞠みはる。それからすぐ、小さく噴ふき出だした。

「あはっ、覚えてないんだ？　こんな姿だし、それはそうかもね」

「……はい？」

　覚えていないも何も。初対面だろうに。

　ぽかんとするフェルの瞳を、彼は覗のぞき込んできた。

　明るい、あたたかな、海の色。

　安心をもたらすはずの色なのに。なぜだろう、今はぞっと背筋が凍こおる。

「おれのこと。本当に、知らない？」

（なんの話……？　でも、待って。この人、どこかで）

　忘れたはずの夢。ここにいてはだめだ。逃げないと。

　記憶が混こん濁だくする。

　思わず、フェルは後ずさる。どんっと音がして、背中に書棚が当たった。

（逃げ場が。いや、逃げ場？　わたし、なに、言って）

　彼の双眸に目を奪われたままのフェルは、気づかない。

　石の床の足元がぼこりと融とけ、泡あわ立だつ。そこから、何か赤黒いものが這はい出したことに。

　禍まが々まがしい『何か』は、フェルの足首に絡からみつこうと蠢く。

「ほら、おれの目を見て。思い出して。──迎えに行くって、言っただろ」

　語りかけられる声が、どこか遠い。

（そうだ、知ってる。この人、は……）

　──が。




「誰かいるのか？」




　急に響いた声に、はっとフェルは我われに返る。

（えっと……！）

　薄暗い周囲には、ただ書しよ架かが連つらなるばかりだ。

　目の前には誰もいなくなっている。

（……白はく昼ちゆう夢む？）

　古い革や紙のにおいや、埃ほこりっぽい空気が一瞬にしてよみがえり、強制的に現実に引き戻される。ぼうっとする頭をひとつ振り、フェルは慌ててヴェールをかぶった。

（え、旦那さま!?）

　梯はし子ごの段に透すかし見えるのは、オーゼンに連れられたクロウの姿だ。フェルは、背に隠していた日記を懐に突っ込み、息を潜める。

（いや、禁書庫に入れるのは教会関係者だけだし、旦那さまは中までは来ないはずだもの！　ま、待ってたらどっか行ってくれたりとか）

「オーゼン師。禁書庫に野の良ら猫ねこが入り込んでいるようだが、放置しておいてよいので？」

「うーん、だよなァ。どうしょっかなー、こりゃー絶対誰かいるよなァ。でも、お前さん連れたままじゃ入れねえし」

「もし許可を頂けるなら、殺さつ虫ちゆうも兼かねて燻いぶし出してみせますが。書は傷いためないのでご安心を。手持ちの材料と中庭に生はえていた適当な草でも、吸すい込んだら向こう三日は咽喉に激げき痛つうが走り嘔おう吐とし続け眼がん球きゆうが血走って涙が止まらなくなる毒どく霧むくらいなら作ってご覧に入れ──」

「はいはいはーい!!　すみません、ここですおりますわたくしです！　お掃そう除じしておりました！」

　最後まで言わせず、フェルはいそいそ出て行った。

　ド鬼畜の毒実験の餌え食じきになってでも隠れおおせる危険と、修導女のふりをしてごまかしきる危険など、比ひ較かくするまでもない。

「……ん、掃除？　ここの禁書庫って担当オレだけど、そんなの言いつけたっけなァ」

　不思議そうに、ぼりぼりと無ぶ精しようひげの顎あごを搔くオーゼンに、フェルは目いっぱい声を作って、「いいえ、カイズ猊下の言いつけで」と答えておいた。勝手に共きよう犯はんにしてすみません。心の中でそっと謝る。

「あーあ、またあいつか！」

　片手で大げさに顔を覆うオーゼンの隣で、クロウはじっとフェルのほうを見つめてきた。

（あ、あんまりこっち見ないでほしいんだけど……）

　ヴェールは分ぶ厚あついし、それなりに顔を隠す役には立っているはずだ。

　カツラもメガネもない分、かなり付け焼やき刃ばの変装だが、まさか中まで見えてはいまい……と、信じたい。

「どうぞっ、下したっ端ぱになどお構いなく、遠えん慮りよなく見学の続きを！」

　フェルは可能な限り、裏声でしゃべった。これでも紙かみ芝しば居いの日ひ雇やといで、七色の声を使い分ける女と呼ばれた身だ。

「オーゼン師」

　ヴェールの下でびっしょり冷や汗をかくフェルの様子に、軽く目を眇すがめてから、クロウはふと振り返った。

「師はたしか、このあと、昼の礼れい拝はいがおありだったかと」

「ん？　それが、どォかしたかい？」

「では、お忙しいのでは。代わりに、こちらの修導女を案内にお借りしてもよろしいか」

「はいぃ!?」

　思わずフェルの声はもう一回転分裏返った。

（ちょっと、困る！　何言ってるのこの人!?　わたし今、正直あなたのそばにいたくないんですホント！）

　それに何より大きい理由は──

（こっちも、この教会来たばっかりで詳しくないんだけど……!!）

　オーゼン師、お願いだから断ってください、と心しん中ちゆうで必死に念じてみたものの、残念ながら願いは通じなかった。

「おっ、そりゃあ名案だ！　実ァ、そろそろ抜けねェとでよ、どーしょっかと思ってたのよ。そんじゃお前さん、奉ほう仕し中に悪わりィけど、こっちの皇おう子じサマの案内頼むわな」

「えーっと！　わたくし！　カイズ猊下の！　お言いつけが！」

「あー、無視無視。カイズ坊にゃオレが、お前さんを叱しからねえよーに、あとでよッく言っとくよ」

　じゃあなー、と無情な笑顔をよこし、オーゼンはさっさと背を向けてしまった。

（そんなあ！）

　フェルは茫ぼう然ぜんとしたあと、おそるおそるクロウを見上げてみる。ヴェール越しで、表情はあまり読み取れなかった。

（だ、旦那さまに教会案内……）

　彼ひ我がの距離は三歩ほど。

　夫婦として並んで歩くときより、ほんの少し、開いた距離。

（仕方ない……適当に案内したらそのうち飽あきて切り上げると踏んで、なんとかノリで乗り切るしか）

　ノリでノリ切る。くだらない洒しや落れを見つけてしまい、自分であほらしくなった。おかげさまでちょっとふっ切れる。

（ベルファスティスのご当地観光案内の日雇いだったら、何度か経験あるし。教会建築の基礎知識ぐらいはあるし。かくなる上は、やってやろうじゃないの！）

　と、腹をくくって決意したはいいのだが。




「えー、お客様。右手に見えますのが、壁、壁でございます」

「見れば分かる」

　──案の定だが、結果はさんざんだった。




（エルラント中央教会広すぎる……!!）

　なにせ、すべてほぼ初しよ見けんである。おまけに、カイズの加えた意味不明の増改築のせいで、まともに歩けもしない。開いた扉が三階から地べた直ちよく送そうになってるところまであった。

「壁は分かるが、そこから床につかない階段が伸びているのはなぜだ。のぼれないだろう」

「せ、聖詩篇でも〝真実は時にのぼれぬ梯はし子ご〟って申しますものね！　おほっほ」

　改装の意図を尋ねられても「それ、わたしも知りたいんです」としか答えようがないので、フェルは口から出で任まかせでごまかしておいた。

　馬ば鹿かにされるか突っ込まれるかだと思ったが、彼は意外にもこの台詞せりふに目を瞠った。

「……なるほどな」

　呟つぶやいて何事か思し案あんする彼に、フェルは首を傾げたが。

「というか、建築のほかに説明はないのか。たとえば、そこの壁と、天井に、それぞれ描かれた女性の絵はなんだ？」

　気を抜きかけたところに次なる難なん問もんがきて、答えに詰つまった。

（わ、分からん……！　なんでよりによって、判はん別べつになんのとっかかりも特とく徴ちようもないヘンテコな絵を選んでくれちゃうかな!?　えーとえーと）

　内心の歯ぎしりを押し隠し、フェルは明るく言い切った。

「中央教会では、『壁にミミアリー、天井にメアリー』という女神の伝でん承しようがございまして」

「正解は、東方帝国からの渡と来らい品ひんだな。先々代皇こう帝ていの時代に、現在の景けい王おう朝ちようから、友ゆう誼ぎの証あかしとして贈られた物が、そのまま教会に献けん納のうされた。宗教的意味はない」

「ソウデシタカ」

　──知ってるんなら訊くなよ。

（この野郎、相変わらず素敵にイイご趣味だこと……！）

　フェルは喉のど元もとまで出かかった突っ込みを根性で吞み下した。我が慢まんの果てに、続きをひねり出す。

「ちなみにここ、十二賢人ドーゼ・ドルイドたちが一いち堂どうに会かいする大集会堂には、その国でいちばん偉い人が埋まい葬そうされることになっておるますてえー」

「どこかで聞いたような訛なまりだな……。だが、そうか。この国で最も権けん威いがあるといえば、建国の英えい雄ゆう、初代皇こう帝ていモルドレッドかな」

「あ、そうなんですか。……じゃなくて！　さようでございますね！」

　もう、ボロッボロだ。

　背中を伝う冷や汗が、そろそろ洒落にならない量になりつつある。畑を歩き回ったら、人間じょうろとして農家の皆さまに重ちよう宝ほうしていただけるかもしれない。とすれば転職先はツケモノ石より農家だろうか。……落ち着け。本気で混乱してきた。

「では、修導女殿──」

「はいどうぞ、なんでもどうぞ！」

　クロウが何か言おうと口を開く。さらなる難問の予感に、フェルは「どうにでもなれ！」という一種の開き直りでもって振り向いたが。

「問もん答どう室しつに行きたい。ついでに問答に付き合っていただけると助かる」

「は、はい？」

（問答室？）

　出てきたのは意外な希望だ。フェルは目をしばたたく。

（それだったら、普通は大だい祈き禱とう室しつの隣に並んでる場合が多いから、だいたいの場所のあたりはつけられる。でも、何か反省したいことでもあるの？）

　正教において、俗ぞく人じんと聖せい職しよく者しやのやりとりは、質問の形式を取る。統とう治ち者しやに対して、吟遊詩人バルドが要求を掲かかげた儀ぎ礼れい的てきな反はん乱らんを起こす冬至ユールの『試し練れん』なども同様だ。

　問答室とは逆に、俗人から聖職者に対して罪つみを告白する際さいに使われる施設だ。早い話、お悩み相談室である。聖俗一対一でああだこうだとねちねち問答を行う中で、世せ人じんは進むべき道を見出していく。

　基本的には、民たみの啓けい蒙もうを勤つとめとする語フりイ部ラが訊き役に回るものだが、何を考えているのかつゆほども読めない毒皇子の相手に──間に合わせの偽にせ物もの修導女でいいのだろうか。

「はあ、わたくしでよろしければ……」

　フェルはもにゃもにゃ答えたが、一いつ拍ぱく置いて、「これって好こう機き？」と思い直した。

（晩ばん餐さん会かいからずっと、旦だん那なさまとはまともに話せてすらいないんだもの）

　今なら、召めし使つかい姿のときのように、相手が妻だと悟さとられないまま、彼にあれこれ尋ねることができるかもしれない。突然の豹ひよう変へんの原因も、神誓ゲツシユを解除したい理由も。

　──〝問うたのか、夫に。真意を。〟

　思い出すのはカイズの忠ちゆう告こくだ。

　彼は言った。絶ぜつ望ぼうせずすむように、できることをしたのか？　力の限り、すべて？

（ううん、まだやりきってない。……訊こう、彼に。知ってほしいし、知りたいんだ。納得できるまで諦あきらめたくない！）

　やがてたどり着いた問答室は、部屋というより縦たて長ながの箱に近く、告白者用と、質問者用の空間に区切られている。クロウに告白者の席を勧すすめ、フェルも質問者の席に着いた。

　両方の席のあいだは分厚いカーテンと格こう子しとで隔へだてられているので、中に入ればお互いの顔は見えない。──この状況だと、逆に安心する。

「天が黙もくし地が秘ひす其そを質ただすのは我、赦ゆるすべき罪は何いず処くにかある」

　息を吸い込んで気を落ち着かせ、フェルは言葉を紡つむぐ。狭い空間は、意外とよく声が響いた。

「誠実な誓いの神の名のもとに、真実を告白すると誓いますか」

「その答えは是ぜと」

『試練』にもよく似た『問答』の枕をまずフェルが述べ、クロウが答える。

　ちなみに問答の内容は、絶対秘密が鉄てつ則そくだ。たとえ殺さつ人じん犯はんの告白であろうとも、聞き手は墓の下まで持っていかねばならない。枕はその宣せん誓せいにもなる。

「それでは、どんなことでお悩みでしょうか」

　緊張しつつフェルが訊くと、クロウは奇き抜ばつな答えをくれた。

「……普通に答えるのではつまらない。逆に、訊きたいことを好きに尋ねてみていただきたい」

「へ」

　無茶ぶりがきた。

　フェルは青くなる。この人、こっちが案内もろくにできないド新人と見て、いびりにかかっているのだろうか。知っていたが、心底イイ根性をしている。

「え、えー？　それじゃあ……」

　しかし、考えてみれば、いよいよ好き放題問い質せる好機だということではないか。

（直接は尋ねられないし。『由ゆい緒しよ正しいお姫様だと思っていたお嫁さんが、海のものとも山のものとも知れないニセモノだったらどうしますか』を、それっぽく言い替えると）

「では……今まで美お味いしいお菓か子しだと思っていたものが、実はみすぼらしい泥どろ団だん子ごだったらどうしますか」

「泥団子の素す晴ばらしさに気づいて三食泥団子を食うかな」

「さようで」

　旦那さまは意外に勇ゆう者しやだった。

　どうしよう。この譬たとえは失敗だったようだ。

「そ、それじゃ……目の飛び出るような高たか値ねで血けつ統とうのいい猟りよう犬けんを買ったつもりが、いざ手元に置いてみたら、とんでもない野の良ら育ちの駄だ犬けんだった場合は」

「反はん抗こう的てきな野良犬をじっくり調ちよう教きようして飼かい馴ならすほうが、最初から従じゆう順じゆんな名犬を使うより愉ゆ快かいなんじゃないのか」

「さ、さようで……」

　しまった。相手はド鬼畜だった。

（でも、そうよね……興きようが乗っているうちは、ってことなのよね）

「けれど、反抗が過ぎてあまりに嚙みつく犬だと、さすがにいつかは嫌いや気けがさしますよね。……大たい枚まいはたいて買ったのはこんな雑ざつ種しゆじゃない、って思うときが来ると思うんです」

　自分で出した譬えだが、フェルはちょっと後こう悔かいした。

　戦利品として勝ち取ったのは、こんな粗そ野やな贋物ではない、と。彼は思ったのではないだろうか。

「いや……」

　布越しに、彼は少し戸と惑まどっている気がした。戸惑っているというか、うろたえている？

「それは、……違うんじゃないか」

　やがて彼は、はっきりと否定した。

「しばらくたって相手が野良だったと気づいても、その猟りよう犬けんと狩かった獲え物ものの数が減るわけでもなければ、自身の体たい軀くの倍以上の雄お鹿じかを咬かみ倒たおそうとする勇ゆう敢かんさが変わるわけでもない。築いた信頼が揺ゆらぐ理由にはならない」

「え？」

「……ただし、犬の話だ。あくまでな。俺の悩みの種は、さすがに犬に譬えるのは不本意なものだから」

（い、犬についてよね。そうよね？）

　続く質問が思いつかない。悩んで唸うなるフェルに、クロウはじっと沈黙していたが。

「では、貴女あなたなら……」

「え？」

　何か思いついたのか、彼はようやく自分から尋ねることにしたようだ。

「貴女なら、月が欲しいと泣く子供を、どうやってあやす？」

「月が欲しいと泣く子供……？」

　ないものねだりの典てん型けい的てきな譬えだ。夜空の月は、泣こうが喚わめこうが、決して手に入らない。

（それじゃ彼は、何か、絶対に手に入れようがないものが欲しくて悩んでるのかな）

　なんのことだろう。

　けれど、とりあえずは答えることが先決だ。黙りっぱなしなわけにはいかない。

　フェルは「それは……」と思し案あんした。

「あれは手に入らないんだよ、って頑がん張ばって諭さとします」

「ところが子供は案外聡さとくて、月にはどうやっても手が届かないことなんてよく知っているらしい」

「知っててねだってるんですか。嫌いやな性格をしたお子様ですね」

「……ああ、そうだな」

　フェルが素す直なおな感想を述のべると、クロウの声はわずかに不ふ機き嫌げんになった。なぜだ。

「だが、子供は何年も月に焦こがれている。どうせ無理だと投げやりになっていたが、それでもやはり諦あきらめきれないんだとすれば」

　何が言いたいんだろう？

　フェルは首を傾げた。

　月は何で。子供は誰だ。

（子供が旦那さまのことなら。手が届かないものって……亡なくなったパーシヴァルさまのこと？　それともリグレインさま？　クルヴァッハ？　本物のシレイネさま？　分からない）

　うんうん唸ったが、ふと、「月が何か」を考えても仕方ないのだと気づく。

　彼は、仮の妻と話をしているのではない。

『道を修め教え導く』ことを志こころざすという一人の修導女に、単純な『問答』を望んでいるのだ。

（どうしても月が欲しいと、泣く子供になら──）

　気づけばフェルは、自然と口を開いていた。

「水に映した月を差し出します」

　声に出したのち、「……うん」と自分で頷く。

「水に映した月？」

「はい。水の中で、波は紋もんとともに歪ゆがむ月だけれど。月を手に入れたことには、なります」

「詭き弁べんだな。それは、まやかしの月だ。月じゃない」

「いいえ、月です」

　フェルはきっぱり断だん言げんした。

「詭弁だろうと、なんだろうと。自分がそう信じた瞬間に、手に入れたものは月になる」

「……なるほど」

　フェルの言葉を、クロウはしばらく黙って聞いていた。

（あ、あれ？　お気に召めさなかったかな）

　あまりに長いこと返事がないので、フェルがだんだん不安になってきた頃。

「信じた瞬間に、手に入れたものは望むものになる、か。……確かに、そうかもしれない。天てん啓けいを得て地に悟る、御ご教きよう示じに礼を言う」

　問答を閉める結びの言葉をクロウが口にしたことで、フェルはほっと息をつく。どうやら、回答に満足してくれたようだ。

「では、ご案内もここまででよろしかったでしょうか……」

　ついでに、この理り不ふ尽じん教会見学も閉めてしまいたい。というか解放してくださいという願いも込めてフェルが提てい案あんしてみると、「ああ。ご厚こう意いに感謝する」とあっさり頷かれる。よかった。

「それでは、あなたが智ち慧えと幸運を授さずかりますよう」

　お決まりの祝福をすると、問答室の向こう側で、扉を開く音がする。お互いに顔が見えないのは相変わらずで、好こう都つ合ごうだ。彼がすっかり出て行ってしまうのを待とうと、フェルは息を潜める。

　かつん、と一歩、踵かかとが大理石を打つ硬こう質しつな音が響く。だが、彼は去る前に立ち止まったようだった。

　少し、ためらうような間を空けて。クロウは、静かに呟つぶやく。

「修導女殿どの。ひとつ伝言を頼みたい」

「え？　どなたに」




「俺は、ずっと変わらない」




「!!」

「俺を動かすのは、つまらない真実じゃない。過ごした時間の重みだ」

　──妻は。

　肩を並べて同じものを見て、時には背を預けられる女だ、と。

　召使姿のときに、クロウが語った言葉を思い出す。

　真実や血けつ統とうがどうでも。勇ゆう敢かんさも、培つちかってきた信頼も、変わらない──というのは。

「誰に、とは言わない。ただ、伝えておいてくれ」

（それって）

　胸に点ともった灯あかりが、咽喉をせり上がり、目元を潤うるませる。

　ここで泣くわけにはいかない。震える声で、フェルは「……伝えておきます」と頷いた。




（ああ、わたし。幸せだ。あなたを信じていられることが）




　神ゲツ誓シユを解こうとする理由も、突然冷たくする真意も分からない。何もできないまま、離り縁えんされてしまうかもしれないという、不安も痛みもそのままだ。──それでも、その言葉ひとつで。信じたことを後悔だけはせずにいられる。

「……では。最後にこれを。迷ったときはお使いください」

　フェルはとっさに思い至いたり、カーテンの隙すき間まから、懐に隠していたパールの日記帳を差し出していた。

「これは……？」

「カイズ猊下より、です。お読みいただければ、分かります」

　彼はわずかに動どう揺ようしたようだ。布に遮さえぎられた向こう側で、空気が動く。かすかに漂ただよう、馴な染じみのあるオードコローニュは、今度こそフェルに安あん堵どをもたらしてくれた。

「受け取っておく」

　──と。

　少しの間を開け、指先から革表紙の手て触ざわりが消え、ふっと重みがなくなった。それから、再び人の気配が遠のいていく。

「それと、最後にひとつ。これは貴女あなたへの忠ちゆう告こくだ」

「は、はい？」

「指輪、つけっぱなしだぞ」




　こつこつと響く、硬質な靴音が聞こえなくなった頃。

　ようやく自分も問答室からよろめき出たフェルは、思わず萎しぼむようにその場にうずくまり、小さく呟いた。

「気づいてるなら、言ってくださいよ……」
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　ずいぶん長く感じられたなりゆき教会探検だが、時間そのものは、さほどかかっていなかったらしい。

　入り組んだ廊下を、何度も立ち止まって位置を確かめながら部屋まで戻ったとき、日はまだ中ちゆう天てんにあった。天気がいいので、窓から射さし込んでくる陽光が目を焼くほどだ。

（指輪の件があるにしても、修導女の変装は下手なのかなあ、わたし。召使姿と違って、あんまり効果なかったし。オーゼン師くらいしか騙だませなかったわ）

　旦那さまはもちろん、カイズにまで見破られるとは。

（そういえばカイズ猊下、どうして見逃してくれたんだろう。しかも、パーシヴァルさまの日記帳の位置を知ってた）

　考え事をしながら扉に手をかけたところで、ふと、前方の天井にくっついているものが目に留まる。

「あ。こんなところにもあったんだ、逆さ階段……」

　まただ。天井から伸びた逆さ螺ら旋せん階段の先には、扉がある。その先は、相変わらず壁に繫つながっていて、そういえばさっきの出で任まかせ、とフェルは思い起こす。

（なんだっけ。ええと、〝真実は時にのぼれぬ梯子、果てなき螺旋に見えるもの〟……）

　はっとする。続きは、思わず声に出していた。

「迷える者は思索の階きざはしを下れ。惑まどえる者は苦く悩のうの扉を開け。求むる答えは壁の先に」

　そうだ、聖詩篇だ。人の迷いに関する枝し節せつの、いくつ目だっただろう。

　──天地が逆転した床と天井は、発想の逆を突けと示す教え。乱らん立りつする太陽十字は、太陽の象しよう徴ちようだと考えれば。

（あの階段も、この天井も、石せき碑ひも全部）

　一見、手当たり次第のような増改築だが──ひとつだけ、共通項があるじゃないか。

（聖詩篇だ。きっと全部、聖詩篇の内容をなぞって造られてるんだ……！）

　では、カイズの意図は。

　教会の秩ちつ序じよを乱すためではなく、むしろ──？

　答えの端はしっこに、手が届きそうで届かない。もどかしい気持ちを抱えたまま、フェルは自室の戸を押した。

（あれ？）

　扉は、すんなり開いた。

　黒龍城にいるときの癖くせで、ついそのまま開けようとしてしまったが。

（そういえば……わたし、鍵かぎ、かけてなかったっけ？）

　違い和わ感かんに気づいたときには遅かった。

　部屋の内側に向かって、扉の取っ手ごと、思いっきり引っ張られる。

「わっ!?」

　思わず室内によろめき出たとたん、中で待ち構かまえていた何者かに腕を摑つかまれる。

　不意打ちだったのが災わざわいした。完全に気を抜いていたフェルは、たちまち羽は交がい締じめにされてしまう。

　そのまま、部屋に引きずり込まれる。背後で、自分を捕つかまえる誰かが、後ろ手に鍵を閉める音が聞こえた。

「何するんです!?」

　額を汗が伝う。

　とにかく人を呼ぼうと、大声で叫ぼうとした瞬間、首筋に冷たいものを突きつけられた。

（ナイフだ……！）

　すうっと胃が下に引っ張られるような心地がし、フェルは唾つばを吞み込んだ。

「声を出すな。おとなしく従えば、危き害がいは加えぬ」

　耳元で囁ささやく声に、はっとする。

　この声。そして、視線をわずかに後ろにずらせば目に入る、一枚葉が縫ぬい取られた緑の肩掛け──

「カイズ猊下……!?」

「一緒に来てもらいたい」

　フェルはナイフのことも忘れ、思わず振り向いた。

　そこにいるのは、常つねの無表情を歪ゆがめ、思い詰めた様子のカイズだ。

「ど、どうして……」

　悪い人ではないと思ったのに。

　それではやはり、教会を毒で呪じゆ詛そしたのは、この人なのか──？

「状況が変わったのだ。私は教会を守る義ぎ務むがある。彼らも、皇こう族ぞくの妻を傷つけはすまい。そなたには、このまま人ひと質じちになっていただく」

　茫然と立たち竦すくむフェルに、彼は焦りの滲にじむ声で囁いた。

「な、何がなんだか……とりあえず説明を」

「そんなことをしている暇ひまは……」

　押し問答になりかけた、──その瞬間。

「カイズ＝ベディヴィア！　そこにいるのは分かっている!!」

　急に、窓の外が騒さわがしくなった。

　カイズが小さく舌した打うちをする。年に不ふ相そう応おうな落ち着きを見せていたはずの彼だが、そういう仕し草ぐさもするらしい。妙に冷静に、フェルは思った。

「異教にかぶれ、教会の秩ちつ序じょを乱みだす、第一聖席に天の裁さばきを！」

「破は門もんと処しよ刑けいを！　妖精に魂たましいを売り渡し、邪悪のものに心を奪われた異い端たん者しやめ！」

　怒ど声せいが次々上がる。

　フェルは、わずかにもがき、なんとか窓に視線を投げた。

（え、なにこれ!?）

　視界いっぱいに飛び込んできた人の波に、息を吞む。

　中庭に押し寄せているのは、黒衣と色とりどりの肩掛けを身に着けた聖職者たちだ。肌を焼くような熱ねつ気きと、耳をつんざく群ぐん衆しゆうの声に押され、思わずよろめく。

「あっ、オーゼン師……!?」

　彼らの中にはオーゼンの姿もあった。

　それどころか、カイズの後ろに控ひかえていたはずの、取り巻きのような聖職者たちまで寝返っているではないか。

　オーゼンは聖せい杖じようを振りかざし、周囲に何事か指示を出している。

（オーゼン師、カイズ猊下のことを信じてるって言ってたのに……というかそもそも、何が起きてるの!?）

　自らの自由を奪う青年の顔を、フェルは再びなんとか見ようと身をよじる。しかし、首に刃を強く押しつけられ、叶わない。

　声も出ないフェルに、カイズは告げる。

「あの人は、変わってしまった。けれど、あの人が示してくれた道は同じ。……私までが変わるわけにはいかないのだ」

　──何も変わらない。

　その言葉は、先ほどクロウとしたばかりの問答を思い出させた。

「鎮しずまれ。私に手を出せば、黒龍公夫人を殺す」

　カイズはバルコニーにフェルを引きずっていくと、第三皇子の花嫁を人質に取ったことを示す。

　途と端たんに、下からは一いつ斉せいに罵ば声せいが上がった。聖職者とは思えないような、恐ろしい言葉も叫ばれる。フェルは目を白黒させた。

　ぶつけられる悪意の波に、ただ圧あつ倒とうされる。

　カイズは、再びフェルをバルコニーから室内に引きずり戻した。すると部屋の扉も、打ち破らんばかりの激はげしさでガンガンと叩かれる。どうやら廊下にも暴ぼう徒とが詰めかけてきたようだ。

（まずは旦那さまやガウェイン先生に知らせなきゃ……！）

　けれど、咽喉にはカイズの刃が突きつけられている。それにもし、運よく彼の手を抜け出せたところで、この囲みを破ることなど不可能だろう。

（どうしよう──）

　ふと。

　フェルの目に、部屋の中心にある浮き上がった床板が飛び込んできた。次ついで、周囲に放置された沐浴の道具類も。樫の枝、岩塩。……小さな銀の鐘かね。

（そうだ。あれは今け朝さ、先生が）

　思わず息を吞んだところで、鼻先を嗅かぎ慣なれた香りが掠めた。柑かん橘きつ系けいのオードコローニュだ。

　今、つけているのは、一人しかいない。

（それじゃあ、この人は。この人の裏にいるのは……）

「カイズ猊下」

　喉元の刃を気にしつつ、フェルは無理やり唇に笑みを刷はいた。いちか、ばちか。

「……愚おろかな人質から、ひとつ提案がございますの」
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　噓うそは嫌いだ。

　中央教会のそばに広がる湖は、どこまでも澄すんでいる。すべてを隠かくすことなく明らかながら、ただ泰たい然ぜんと清らか。人も世界も斯かくあるべしと、彼は常つね日ひ頃ごろから思ってやまない。

　だが、なかなか理想は遠い世の中だ。十五歳となり、第一聖席を継ぐための修行の一いつ環かんで問答室に詰つめていた頃、噓を何より嫌う彼は、日々聴きかされる信しん徒とたちの赤せき裸ら々らな告白に疲れていた。

『オーゼン。……どうして、そんなに簡単に人を信じられるんだ』

　彼が尊敬する兄あに弟で子しは、聖せい職しよく者しやには珍しい妻さい帯たい者しやだ。遠方に住む愛あい妻さいとの間に娘が生まれたばかりで、故こ郷きようから送られてくる手紙を見せびらかしては毎日自じ慢まんが絶たえない。今日のネタは、『嫁がな、うちの子と揃そろいだっつって送ってくれたんだよ！』という、素そ朴ぼくなにわとこのお守りだった。

　飾り石もついておらず、そう手間もかかっていないであろう、味あじ気けない腕うで輪わ。カイズは顔をしかめた。

「離れていても家族の絆きずなは絶対だと言うけれど。奥おく方がただって隠し事のひとつやふたつあるかもしれない。成長したら、お子だって……。世の中噓つきばっかりだ。ぼくはオーゼンが心配になる。あなたは優しすぎるんだ」

　言いすぎた、と彼ははっとする。兄弟子は怒るだろうと思いきや──苦く笑しようした。

『なァカイズ坊ぼう。お前さんはたぶん、この湖の水と一緒だ。真まっ透とう明めいで、賢かしこくて、それに清きよい。だから、見たかねェもんまで見えすぎることもある。周囲は全部濁にごり水みずに見えることだってあんだろうさ』

　そりゃ、嫁もオレに噓はあるだろうし。娘だって今のままじゃない。──けどな、と。

『清せい濁だく併あわせて持つのが人ってやつよ。たしかに、濁らせちゃいけねえ部分はある。そこだけ間違わなきゃいいわけだが、それすら踏ふみ違ちがえる、これもまた人だ』

　兄弟子は、まだお前には難むずかしいかもだが、と続けた。

『カイズ坊。人は自分にも噓をつく。誰に何を言われても、何がどう変わっても、信じたことを貫つらぬくってのは並なみ大たい抵ていのこっちゃねェよ。けど、せめてオレはそうありてェし、お前さんも……そうあってほしい。そうしたら、この教会を、正しく護まもって導みちびけるはずだ』

『そうかな』

『そうなんだよ。ほら、約束の証にコレ一個やるよ！　実はふたつあんだ』

　彼はずいっと腕輪を差し出してきた。大事な物なんじゃないのかと戸と惑まどう彼は、『弟おとうと弟で子しも大おお雑ざつ把ぱに見りゃ家族だろ』との答えを得える。……いくらなんでも大雑把すぎないか。思わず噴ふき出だしてしまう。

　分かった、と彼は頷うなずいた。

『いいよ。ぼくはずっと、この教会を護る。正しく導くための、努力をし続けるよ』

　兄弟子が言うなら、そうしようと決めた。

　何十年でも何百年でも、約束を守ろう。

　たとえ、この教会が、信しん仰こうの守りを失うしなった砂さ城じようと化かしても。

　──たとえ、その兄弟子自身が、まったく変わってしまったとしても。

『なあカイズ坊、お前さんは清いまま、変わらんな。だから理解できねェだろうさ。世の中、どんなに手を差し伸べたって、どうにもならんほど濁ってるもんがあるってことを』

　──なぜ変わってしまったんだ、オーゼン。

　この教会を守りたいという、その言葉を信じていたのに。

『……ああ。妻も子供も、元気でいるさ。国こつ境きよう添ぞいのあの村で、今も、ずっと……』

　──なぜ、噓をつく？　どうして何も教えてくれないんだ、あなたは。

　けれど結局、兄弟子が頑がんとして伏せたままの真実を、問とい質ただすことができなかった。




　急に訪れたその男は、噓だらけの男だった。策さく略りやくで戦場を翻ほん弄ろうし、人じん心しんを掌てのひらで弄もてあそぶ。協力を打だ診しんされたが、到とう底てい信じ切れるものではない。

　なぜ偽いつわる。なぜ真実を言わない。彼の問いに、男は少し考え、こう答えた。

『噓で大切なものを守れるのなら、俺は噓をつき続ける。噓で大切な人が安らぐのなら、俺は噓をつかれ続ける。……歪ゆがんでいると誹そしりたければ謗そしればいい。それが俺の道どう義ぎだ』

　──たとえそのために、望むものを得る可か能のう性せいを永遠に失っても。

　それはそれで、ひとつの信頼の在あり様ようだと、彼はその時初めて知った。
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　一方。

　フェルが、カイズに脅おどされて部屋に立てこもりを始めた頃。

「アホかお前！　何かあるなら言えっつったろ!?」

　教会の一角で、怒ど鳴なり声と、すぱんと頭をはたき倒たおす音が響ひびく。

　──鬼おにの形ぎよう相そうで目の前に立ちはだかる妻の養やしない親に、殴なぐられた頭をさすりつつ、クロウはとりあえず頷うなずいておいた。

「なんでもかんでも一人で考えて動きやがって。あとで頰ほお骨ぼねの三つや四つは覚かく悟ごしろよ」

「残念ながら、人間の頰は二つだけだ」

「複ふく雑ざつにへし折って数増やすってこったよ！　馬ば鹿かは砕くだかねえと治なおらねえからな」

　死ななければ治らないの間違いじゃないかと一瞬クロウは思ったが、藪やぶをつついて蛇へびを出すこともないので黙っておく。

　彼らがどこで出くわしたかといえば、人ひと気けのなくなった禁きん書しよ庫このそばだ。立ち番の吟遊詩人バルドもいない。カイズがフェルと一緒に、聖職者たちの目を引きつけてくれているあいだは、自由に動き回ることができるだろう。

（あいつは、オードコローニュに気づいただろうか）

　クロウはふと顔をしかめた。あの香りを、彼女が覚えてくれているのは知っている。

　正直、芝しば居いだろうと聖職者だろうと、フェルをほかの男に預あずけるのは、壮そう絶ぜつに気が乗らなかったが。

「しかし、ガウェイン殿。なぜここに」

「テメエに訊くことがあったんだよ！　たった今、それどころじゃなくなったけどな！　すごい騒さわぎじゃないの。しかもあの子がカイズ猊下に人ひと質じちに取られてるって……」

　ところどころオネエ口調が飛んだガウェインの台詞せりふに、クロウは目を眇すがめる。

「では、彼女を助けに行かなくていいのか？」

「それもまさに今、あんたの落ち着きぶりを見て閃ひらめいたとこよ。この騒ぎは全部計算ずくで、あの子は大丈夫なんじゃ、ってね」

　ガウェインは苛いら立だたしげに続けた。

「あんたを捜しながら、アタシも気づいたことがあるの。この変な増ぞう改かい築ちく、よく見ると、全部聖せい詩し篇へんになぞらえてるわよね」

「ああ」

「で、……単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊くけど。教会の異常は、カイズ猊下じゃなくって、むしろ彼を敵視する側にこそあった。これで正解？」

　この質問に素直に答えるべきかどうか、クロウは一瞬迷った。

　ガウェインは察さつしのいい男だ。彼に話しておきたいことはあるが、今回の一連についていえば、知られすぎると支し障しようもある。だからこそ、真実を伏せて独自に進めてきた。

（……今も、俺に訊くことがあると。さて、どうする）

　クロウは、頭の中で情報を組み立て、慎しん重ちように唇くちびるを開いた。

「最初に妙みようだと思ったのは、オーゼン師と話したときだな」

　ユアンの話では、増改築は『赤い病やまいを避さける』ためだと彼自身が語ったはず。けれど、オーゼンの答えはそれと矛む盾じゆんする。

　クロウはとっさに、オーゼンに対し、離り婚こんを目的とした教会訪問だと言いつくろった。

「それでこっそり、ずっと増改築を続けているカイズ猊下のほうに接せつ触しよく図はかったってわけ」

　──〝好こう奇き心しんは猫ねこを殺すもの。要いらぬ詮せん索さくをして火傷やけどを負おわぬうちに、立ち去られるがよろしかろうよ〟

　あの言葉は、別段脅おどしでもなんでもない。純じゆん粋すいな意味での忠告だったのだろう。

　この教会にいれば、気が狂くるう。だから、中に入って嗅かぎ回っているうちに、巻き込まれるぞ、と。

「……なんというか、壮そう絶ぜつに言葉足らずなおかたよねえ。第一聖席猊下」

「カイズ猊下が中央教会の『異変』に気がついたのは、ちょうど半年ほど前だったとか」

　聖職者たちの中に、発はつ狂きようする者や自じ傷しよう行こう為いに走る者が相あい次ついだり、かと思えば、信しん徒とが頓とん死ししたり。

「彼はどうにかして、聖詩篇が、教会を蝕むしばむ呪まじないを抑えることまでは気づいたんだ。だからこそ、増改築で教会を守ろうとした。……だが、決め手にはならないからな」

　カイズは聖職者だが、呪毒には不案内だ。むしろ彼は、仲間たちがおかしくなっている原因が、呪毒だということすら知らなかった。

（しかし、ならば余計に、なぜカイズ猊下だけは無事だったんだ？　ほかの聖職者は、みんな毒にやられてしまったのに）

　ふと疑問を覚えたが、ガウェインの次の言葉に、頭を切り替える。

「カイズ猊下から貰もらえた、呪毒の情報は以上だとすれば。呪毒の隠し場所についての手がかりは今のところまだ皆かい無む、と。そういうことなのね」

「ああ。だが、代わりに得たものが」

　クロウは、懐ふところから取り出した、革の日記帳を示した。

　同時に、これを手渡してくれた少女の顔を思い出す。あのときは、ヴェールで隠れて見えなかったけれど。

　ついでに、観光案内してくれたときの全力の裏うら声ごえを思い出して、忍しのび笑いがこぼれかける。

　──己おのれが信じれば、手に入れたものは月になると言ってくれた、彼女の答えも。

（……無事でいるといい。下へ手たに手のうちを明かして動き回られるより、カイズ猊下の人質でいたほうがまだ安全なはず。あいつが知ったら、また烈れつ火かのごとく怒るだろうが）

　辛つらい目めに遭あわせたのに、この日記を自分に託たくしてくれた。

　引き留めて、素直に礼が言えたらよかった。

（いや）

　クロウは内心で独どく白はくする。

（本当は、欲しいものは月ではなくて太陽。だが……それはもう、手に入らないままでいいんだ）

　わざと酷ひどい言葉をぶつけたし、赦ゆるされないような傷つけ方もした。当然だ。許されないことが目的だったのだから。

　だが──修しゆう導どう女じよに扮ふんしたフェルは『問もん答どう』でひどく自じ虐ぎやく的てきな質問を続けた。自分の態度が裏うら目めに出て、彼女が自身を責せめ始めていることに気づき、クロウは失しつ策さくに気づいたのだ。

（フェル、違う。……お前に非ひはない。ただ、俺こそが、お前にとって信じるに足たる人間ではないだけのことで）

　それでも、自分が彼女を信じる心は、ずっと変わらない。これからも。

　ただそれだけは伝えたかった。──今さら、もう何を言っても無む駄だかもしれないが。

　黙り込むクロウに、ガウェインは苛立たしげに何か言いかけ、舌した打うちしてやめる。

「問い質したいことは山盛りあるけど、今はやめとくわ。にしても……亡くなった弟さんの日記ですって？　手がかりになりそうなの？」

「ああ。教会内にあるのは『晴れずの霧』だとはっきり書いてある」

　クロウは視線を落とし、手に持った本の革表紙を撫なでた。

　金具にこびりついた血けつ痕こんに気づいたのは、中ほどでだ。

（たぶんパールは、自分を傷つけてまで正しよう気きを保たもちながら書いたんだろう）

　危き急きゆうに必要な、教会に仕し掛かけられた呪毒の頁ページを優先して読んだため、まだすべてに目を通しきれてはいない。ただ、途と中ちゆう幾いく度ども赤黒い染みを見つけるたび、不ふ甲が斐いなさで歯を食いしばった。

「日記の内容について、カイズ猊下と詳しく意見の交こう換かんができてから行動に移れたらいちばんよかったんだが。反カイズ派の動きが思ったより早かったからな。……突然蜂ほう起きされるよりは、ここに俺がいるあいだに片をつけようという話になった」

　カイズに協力してもらい、こうして聖職者たちを煽あおって陽よう動どうには成功した反面、呪毒の隠し場所はいまだ知れない。限られた時間内に、見つけられるのか──。

　眉まゆをひそめるクロウの脇から、ガウェインが日記を覗のぞき込む。それから、「言葉が飛んで、文字が震えてるわね」と呟いた。

「あらん？　……『隠したのは聖詩篇の珊さん瑚ご』って書いてあるわね。珊瑚ってどの？　聖詩篇じゃよく使われる譬たとえだから、アタシが知ってるのだけでも星の数あるわよ」

「パールは、そこまで聖詩篇に詳くわしくはないはずなんだが……」

　おまけに、あとはもうほとんど文字の体ていをなしていない。かろうじて読み取れるのがそこまでだ。

「あとは末まつ尾びに、なんだか不思議な一文があるだけなのねん」

「──『基本に戻れ』か」

　意味が分からない。

「これは……正気を保もたせるために、無理やり思いついた言葉を挿さし入れてるだけじゃないかしら。だいぶ、意識が混こん濁だくしてるみたいだし……」

　難むずかしい顔で考え込むガウェインに、クロウは「いや、それはどうだろう」と返していた。

（パールは、あっさりと割り切りやすい性格と見せかけて、こうと決めたことについては実はフェル並みにしぶとかった。では、あいだにはさまれた言葉をただ書き散らしたとは考えにくい。あいつのことだ。知識が乏とぼしいなりに、なんらかの意味を持たせているはず）

　この日記は、カイズが預かっていた物。誰宛あてでもない体てい裁さいのメッセージになっているが、ひょっとしたら、聖職者であるカイズと、生せい前ぜんのパールと親しい人間がいつか接せつ触しよくしたとき、解とけるように編まれた暗号なのかもしれない。

「ガウェイン殿。不勉強で申し訳ないのだが。聖詩篇で『基本』といえば、何を思いつくものなんだ？」

「え？　そりゃ、三大詩トリスケリオンでしょ」

　森しん羅ら万ばん象しようを三つの要素に分ぶん類るいして、それぞれをさらに三つに分け、と、まるで樹から枝し葉ようが伸びるように構築されているのが聖詩篇なのだという。

「三大詩トリスケリオン？　ああ。来るときに合唱していた？　あなたがたが歌ったのは、『三減少』の詩節──たしか、『汝なんじが身を眼まなこより冒おかす。それすなわち冥めい府ふの真つつ闇やみ……』だったか？」

「あら。知ってるのん？　そうね、三減少の冒ぼう頭とう部分だわよ」

「いや。あのとき初めて聴いた」

「あらそ。呆あきれた記き憶おく力りよくねぇ。というか、結けつ構こう離れてたのによく聴こえてたわね」

「聴こえていた？　貴き殿でんは、わざと聴かせようとしていたんだとばかり」

　驚くクロウに、「なんだ、気づいてんじゃないの」とガウェインは半はん眼がんになる。

「あんたが嫉しつ妬と深ぶかい面めん倒どうな奴なの知ってたから、軽い嫌いやがらせしてやろうとね。平へい然ぜんと聴いてやがったんなら、カラ回ってたみたいだけど」

　肩を竦すくめるガウェインに、クロウはつらつら返した。

「いや？　息がぴったりで、いかにも仲がよさそうで、自分の知らない彼女の時間を貴殿が共有しているんだと思うと、控ひかえめに言って妬ねたんだし嫉そねんだし相当気分が滅め入いった。だからこそ、よくよく耳をそばだてておこうかと」

「どういう理り屈くつ!?　怖いんだけど！」

　半歩ほど引いて大げさに怯おびえるガウェインを無視して、クロウは覚えていた詩篇の続きをそらんじる。汝が身に頭こうべより至いたる。それすなわち背はい徳とくの種子。

「汝が身に足そつ下かより迫せまる。それすなわち死の腕かいな……って、つい続けちゃったけど。たまたま三減少が隠し場所に繫つながっているなんて」

　死の腕が足下より迫る？

　続きを聞いて、クロウははっと息を吞んだ。

「いや、それだ。……死者と珊瑚。死者を弔う一節にあるだろう」

　パールは生前、クロウの前で、その句をそらんじてみせたことがあった。

「ティカルでも、フェルが吟ぎん詠えいしてくれたことがある。始まりはたしか、その骨は白珊瑚、その肉は紅べに珊さん瑚ご……骨と肉。遺い骸がいのこと、か？　では、死の腕が足下から迫るというと」

　位くらいの高い貴き人じんの遺骸は教会の下に葬ほうむられ、床石をはがして墓ぼ標ひように張り替える習ならわしだ。

「……呪毒は、教会に埋め込まれた墓ぼ石せきのどれかの下だってことかしらねん」

　クロウはガウェインと頷き合った。

「だけど仮に、墓石の下に呪毒を隠したんだとしてね。問題は、貴人の墓石は墓石で、エルラント中央教会の歴史の年数分だけあるってことなのよねん」

「呪じゆ詛そは母上の差し金だ。──あとは、彼女の考えそうなことといえば」

　クロウは、続きを思い出す。

　死や背徳を打ち払はらうのは、瞳ひとみの曙しよ光こう。誠意ある胸の誓い。勇気宿る腕の剣。エルラント建国史では、その全てを持ち合わせた者が、立りつ国こくの英えい雄ゆうになったとされる。

　エルラントを心底憎にくむリグレインならば。

　同じことを、ガウェインも思いついたらしい。

「三減少を打ち払う三要素を有ゆうした建国の英雄が眠る場所から、絶ぜつ望ぼうと死をまき散らす、という思いつきに。エルラントが大っ嫌いなリグレイン妃ひなら、昏くらい歓よろこびを得えるんじゃないかしら……？」

「初代皇帝モルドレッドの墓ぼ標ひようがあるのは？」

「十二賢人ドーゼ・ドルイドが会議を開く大集会堂の、円えん卓たくの下……のはずだわねぇ」




　ガウェインと二人、誰もいない廊下を駆かけ抜ける。

　床板が壁に張られ、何本もの柱が途と切ぎれ、階段が天てん井じようから伸びる奇き妙みような増改築は、平へい衡こう感覚を狂くるわせる。しかし、実際に案内で見て回った記き憶おくから、脳のう内ないに描いた見取り図どおりに目的地を目指す。

　陽動の効こう果かはてきめんのようだ。驚くほど、誰とも出くわさない。

　やがて、大集会堂の扉の前に行きつく。

　樫かしは、『樫樹の賢人ドルイド』が最高位の名めい称しようとされるように、正せい教きようにおいて、あらゆる知恵を陽光より授さずかり貯たくわえる、最も高貴な樹きとされる。飴あめ色いろに艶つやを放つ古い樫の扉の前に立つと、人の手に触ふれて磨みがかれた真しん鍮ちゆうの取っ手を引き開ける。

　やがて、彼らの目の前に飛び込んできたのは、広間の壁いっぱいに張られた大きなステンドグラス。

　その中央にある、十二の席を持つ、樫の円卓。

　円卓の巨大さは驚くほどのものだ。座るのはたった十二人なのに、大人が二十人ほど手を繫つないで輪を作っても足りるかどうか、という外がい周しゆうを持つ。

　駆け寄って椅い子すのひとつをどけ、円卓の下を覗のぞき込むが、暗くてよく見えない。

「墓標はこの下か。円卓が邪じや魔まだな」

「はい、ちょっとどいててねん」

　顔をしかめるクロウを背後に追いやり、ガウェインが円卓の縁ふちに手をかける。

「よっ、……と」

　掛け声とともに、彼の腕に力がみなぎり、祭さい服ふくの肩が張はり詰つめた。巨大な円卓が見る間に脇わきにずらされていくのを見て、クロウは呆あきれた。

「前から疑問に思っていたんだが。ガウェイン殿は俺たちと同じ人間なのか？」

「アタシに言わせりゃ、その他た大おお勢ぜいの人間が軟なん弱じやくなのよ。それより、見て。墓ぼ標ひようあったわよ」

　さらに、緋毛氈フエルトの下に隠されていた、白い墓ぼ碑ひに刻まれている銘めいを読み取る。

「『ここに過去の王にして未来の王、モルドレッドは眠る』……墓標自体は間ま違ちがいなさそうだ」

　ガウェインの力で、床に埋め込まれたこの墓石も持ち上げられる。古い土と埃ほこりが舞まい、二人して口を覆おおった。

「ごほっ、どうよクロウ？」

「石せつ棺かんの蓋ふたがにかわで固められている。モルドレッドは、遠えん征せい中ちゆうに戦せん死しし、遺い骸がいは収容できなかったと国史にはあるんだ。棺ひつぎはあくまで象しよう徴ちようで、中はカラのはず。それをわざわざ封ふう印いんしてあるというのは……」

　先せん祖ぞに罰ばち当たりだと分かってはいるが、燭しよく台だいの聖せい火かを失しつ敬けいしてにかわを溶とかし、棺と蓋の間に剣けんを挿し入れ、てこの原げん理りでこじ開ける。

　蓋が外れた瞬間、宙ちゆうを舞う埃を照らし上げるように、中から紅あかい輝かがやきが溢あふれた。

「……大正解ってやつねぇ」

　棺の中から、怪あやしい光を放つ、こぶし大の夕輝晶の塊かたまりを拾い上げるクロウを見て、ガウェインが唇くちびるの端はしを引き上げた。

「素す手でで摑んで大丈夫なのん？」

「『晴れずの霧』だとすれば、長時間触ふれ続けない限り、精神に影えい響きようはほとんどないそうだ。ただ、あまり長く持っているわけにもいかないし、とっとと砕くだくに限るな」

「ちょっと置いてみて。夕輝晶ってそんなに硬かたくない石よね？　ここで割れないか試してみるわ」

　ガウェインは、聖せい杖じようを振りかぶって打ち下ろす。ぎいん、と硬こう質しつな音が響き──小さな罅ひびが入ったのは、杖つえのほうだ。

「かった！　何これ!?」

「ガウェイン殿でも無理か。呪いで硬こう度どが増しているのかもしれない。やはり道具が必要だな……一度引き揚あげよう」

　答えながら膝をつき、石を懐にしまい込んだところで、クロウは思う。

　毒を始末するだけでは終わらない。リグレインと共きよう謀ぼうし、呪毒を教会に仕掛けた内通者が、一体誰なのかを明らかにしなければ。

（こんな所に難なんなく毒を隠せるということは、十二賢人ドーゼ・ドルイドか、その候こう補ほの高位聖職者……）

　心当たりがない訳ではない。言げん動どうを怪しんで、クロウは、彼に、教会訪問の本意を隠したのだから──




「ちょい待った。それ、持ってかれると困るンだよなァ」




　ふと。

　間ま延のびした声が割り込んできて、クロウとガウェインは同時に振り向いた。

「やってくれるねェ、お二人さん。いきなりカイズ坊が騒ぎ起こすんで、焦あせったのなんの。てんやわんやの隙すきついて石を奪うばってくれるたァな」

（この声──）

　その途と端たん、ばらばらと荒い足音を立てて、吟遊詩人バルドたちが集会堂に駆け込んでくる。彼らは、円卓ごと闖ちん入にゆう者しやの二人を取り囲むと、一いつ斉せいに聖杖を構えた。

　クロウはとっさに剣を抜いて立ち上がった。ガウェインと、互いに背を預けるようにして立つ。

　聖職者たちのまなざしは、虚うつろに濁にごっている。どこか、『眠ねむらずの蝶ちよう』に冒おかされた者に似ていた。三年も心に毒を浴あび続けたせいかもしれない。

　その奥から、緑の肩掛けの樫樹の賢人ドルイドが、のそっと歩み出てくる。無ぶ精しようひげだらけの顔に吞のん気きな笑みを浮かべたその男に、クロウはとてもよく見覚えがあった。

「ああもうこんなときに、だな。オーゼン師も、毒にやられてたのよねぇ……！」

　視線は吟遊詩人バルドたちから離さず、隣となりで舌打ちするガウェインに、クロウは「いや」と眉まゆ根ねを寄せた。

「ガウェイン殿、彼はおそらく違う。……母上と共謀し、呪毒を実際に扱あつかっていたのは貴き殿でんだろう、オーゼン師」

「ほぉう、気づいてたかい。さすが毒どく龍りゆう公こう、ユアン坊ぼうの言うとおり賢いんだな」

　へらっと笑うオーゼンは、まったく動どう揺ようしているようには見えなかった。

　そのやりとりに、背中越しでガウェインが驚く気配が伝わる。

「え？　それ、おかしくないかしらん？　オーゼン師も最初は『増改築は赤い病やまいを防ふせぐため』ってユアン殿下に答えて、カイズ猊下の増改築と石せき碑ひバラ撒まきに協力してたんでしょう。でも今は違うってことは、途中から操られてたはずじゃなきゃ──」

「だったら、どうして彼は『赤い病』という言葉を口にしたんだ？」

　カイズは、聖職者たちを操っているのが呪毒だということも知らなかったのだ。なぜ、呪毒の隠いん語ごを──それも、実物の色を反はん映えいしたものを知っている。

「最初の改築は、彼が発案したのかもしれない。呪毒をこの下に仕込むための偽ぎ装そう工事として。だからこそ俺たちが尋ねたときに、とっさに呪毒に関する自分の発言のことをごまかした……そんなところじゃないか」

「おいおい、勘かん弁べんしてくれい。本人前にしてなに勝手に話作ってるんだい。まァ、間違っちゃいねェ……ユアン坊もあのかたも心を傾かたむける第三皇子ってなァどんな奴やつか、いっちょ見み極きわめてみようかと訪問許可出してみたら、とんだ小こ賢ざかしいのを招き入れたもんだぜ」

　困ったように肩を竦すくめるオーゼンに、クロウは語ご気きを荒くした。

「貴殿を慕したうユアンが悲しむぞ。いったいなぜ、教会を裏切ってあの女に協力などするんだ」

「お若いねェ、黒こく龍りゆう公こう。だが、分かってねェなァ。裏切るってのは、最初はそっちと組んでねェとできねェでしょうが。違うかい」

「なんだと？」

「お前さんら、『赤い病』って、単純に呪毒のことだけ指す言葉だと思ったかい。……つーか、そうだろうな」

　この答えに、クロウは目を眇める。この男は何が言いたい？

「……この国は、護まもる価値がねェほど根っから腐くさってやがったのさ。国に与くみする教会もな。カイズ坊はそれでも護ろうとして、オレぁすっかり嫌ンなった。……そンだけのことだよ」

「根っから腐って──？」

　この国は、もとから駄目だったのかもしれない。

　パールの日記帳にあった一文が、脳のう裏りに閃く。

　だが、それについて詳くわしく考えている時間はなさそうだ。

（相手はざっと三十人ほど、いずれも中央教会所しよ属ぞくの、手て練だれの吟遊詩人バルド）

　じりじりと、輪を狭せばめられる。肌の灼やき切れそうな緊きん張ちよう感かんに、クロウは唇を湿しめらせた。

　──ひと呼吸の後。

　蟻あり地じ獄ごくに吸い込まれる流砂のように、空気が動く。中心にいるクロウとガウェインに向けて、吟遊詩人たちが一いつ斉せいに聖杖を振りかぶった。

（先に仕し留とめておくべきは──！）

　クロウはとっさに剣を前方に投げつける。高所の物もの陰かげから弩いしゆみでガウェインを狙っていたらしい吟遊詩人が、ギャッと悲鳴を上げて転がり落ちた。

「クロウ、使え！」

　剣を手放して丸まる腰ごしとなったクロウに向けて、わっと群むらがる僧兵たちの後ろから、ガウェインが聖せい杖じようを投げて寄よ越こす。受け止めた武器の重みに顔をしかめたのも一瞬、クロウは流れるように吟遊詩人たちを薙なぎ払はらう。

　これで次はガウェインに隙すきができたかと思いきや──そこはさすがの『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』だ。

　彼は、先せん陣じんを切ってきた一人の腕を摑つかむなり、その身体を聖杖代わりにぶん回し、周囲を根こそぎ一いつ掃そうしたのである。

　嵐あらしが過ぎ去った後、立っているのは、本人とクロウ、壁かべ際ぎわまで後こう退たいして出方を窺うかがういくらかの吟遊詩人バルド、そしてオーゼンだけだった。

「危あやうく巻き込まれるかと思った……相変わらず、化け物の面めん目もく躍やく如じよだな、ガウェイン殿」

「しっかり察さつして避よけた奴が言うなっての。ほらこれ、あんたの剣。聖杖返して」

　ガウェインは息ひとつ切らしていない。とはいえ自分も、立春インボルクから彼の鍛たん錬れんを受けていなければ、とてもついていけなかっただろう。クロウは苦笑した。

（これで、残りは十名もいない）

　状況は逆転し、一気にこちらが優ゆう勢せいとなる。

　二人がかりならば、そう時間はかかるまい。自分も腕にはそれなりの自信があり、なおかつ現在この背を預けているのは、東西合わせて大陸最強の男だ。

「一刻も早くあの子のとこに行きたいもの。お邪魔な皆様には、さっくりおねんねしていただこうかしらね」

　ガウェインの呟きに、クロウが頷いたときだ。

「ハッハァ、さすがだねェ」

　吞のん気きな感かん嘆たんの声を上げたのは、オーゼンだった。

「黒龍公。お前さんの戦せん神じんぶりは有名だが、そこの後ろの吟遊詩人が『紅髪の悪鬼』のなれの果てで、とんでもねェ蛮ばん勇ゆうだってのも、実はさる筋から情報が入っててだなァ」

（さる筋？）

　クロウは眉をひそめた。

　リグレインだろうか。だが、クロウのもとに『紅髪の悪鬼』ガウェイン＝ヘラルドが滞たい在ざいしていることを、帰国間もないあの女が把は握あくしているものだろうか？

　疑ぎ念ねんを押し殺し、クロウはオーゼンを威い嚇かくする。

「オーゼン師。呪毒は、リグレイン妃から手に入れたものだろう。抵てい抗こうをやめ、洗いざらい白はく状じようすることを勧すすめておく。彼女に協力して、貴殿に一体なんの得がある？」

　一方、オーゼンは顎あごを撫なで、「真面目だねェ、お前さん。こりゃあしょーがないねェ」と肩を竦めておどけてみせた。

（なんだ？　この余よ裕ゆうは）

　奇き妙みような胸騒ぎを覚えるクロウの前で、オーゼンは大きく腕を広げた。

「じゃ、どうするかって──こんなのはどうだい。さあ、みんな。喜んで命を棄ててくれ」

「なっ……」

　ぱちん。オーゼンが指を鳴らすと同時に、虚うつろな目をした残りの吟遊詩人たちは、一斉に聖杖を投げ捨てる。

　そして、まるで操り人形のようなぎこちない動きで、めいめい懐から取り出した短たん剣けんを、己おのれの首に突きつけた。

「何を……!?」

「たった二人で、十人弱襲ってくるのを一斉にノすのは可能だろうさ。でも、一斉に死のうとするこいつらを、同時に守るのはどうだろうなァ？　ああそっか、それどころか外にいる奴らまで道連れかもだぜ」

　にいっと目を細め、オーゼンは困ったように頭を搔かく。

「武器、離してくんねェか。人命、それも大事な教会の仲間ばっかり、あんまり粗そ末まつにしたくねェのよ、個人的には」

（ぐっ……）

　舌打ちするクロウの背後で、ガウェインが叫ぶ。

「卑ひっ怯きようなおかたねえ!!　性しよう根ねが腐くさりすぎじゃないの!?　うちの娘の婿むこ候こう補ほも大たい概がいだけど、そこまでヒドくはないわよ！」

「ガウェイン殿。そこで俺を引き合いに出す意味がどこに」

　オーゼンは、「なあ、そこのキミ」と吟遊詩人バルドの一人に声をかけた。若い吟遊詩人は、無表情に、自らの頸けい動どう脈みやくに刃やいばを当てる。

　ぷつ、と。静かな堂内に、皮ひ膚ふが切れる音がやけに大きく響いた。

（見捨てるか。いや──）

　赤い色が、鈍にび色いろの刃の下から流れ出し、詰つめ襟えりの内側に溜まっていく。その手つきは少しの迷いもなく。呪毒の命じるがまま、剣が脈を断ち切るのは、すぐだろう──

（くそっ……！）

　迷ったのは一瞬。

　クロウは、手に持った剣を床に投げ捨てた。ためらいつつ、背後でガウェインが同じように聖杖を放る。

「お、いい子いい子。それじゃ今度はクロヴィス殿下、『晴れずの霧』、返してもらっていいかねェ。つーか、どこに隠したんだい？」

（どうする……！）

　石は懐に入っている。だが、素直に従ったところで、オーゼンが聖職者たちを解放するわけがないのは自じ明めいだ。

　だが──このままでは。

「悔くやしそうだなァ、クロヴィス殿下。……カイズ坊に似てるねェ、お前さんの目。命を懸かけて守りたいもんに、まっすぐな瞳だ」

　だからこそ。ちょっと、生きててもらっちゃ困るわなァ。

　歯を食いしばるクロウを、真正面からつまらなさそうに見み据すえつつ。

　オーゼンが唇を歪めた──そのときだ。




「おっ邪魔っしま──す!!」




　がっしゃん、と。
















　鼓こ膜まくが裂さけるような大きな音とともに、壁のステンドグラスが砕くだけ散る。

（!?）

　視界が捉とらえたのは、風をはらんで舞い上がる修導女のドレス。それから、風ふう圧あつになびく緋ひ銀ぎんの髪。

　弾はじけ散ちる色ガラスの破は片へんとともに、文字どおり宙を舞って飛び込んできたのは、見覚えのありすぎる少女だった。

　軽い身体は、円卓の天板の上でざあっと滑すべった。薙ぎ払われたガラス片やちぎれた鉛なまり線せんが、吹雪ふぶきのように飛び散っていく。しかし最後には、華か麗れいに円卓の上に着地を決めた。

（背後に白い紐ひもが揺れてる……）

　おそらく、カーテンか何かを結び合わせた紐にしがみつき、上の階から勢いをつけて飛び込んできたのだろう。

「ごきげんよう。夫がお世話になっておりますようで」

　挑ちよう戦せん的てきな笑みを唇に刷はき、割れたステンドグラスから燦さん々さんと降り注そそぐ陽光を背せ負おって立つフェルに、一いつ拍ぱく遅れてクロウは思い出した。

　そういえば、予想外が彼女の身上だった、と。
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（よくもまあ勝手ばっか企たくらんでくれるわよね！）

　カイズからクロウの考えを聞いたフェルが真っ先に覚えたのは、怒りだった。

（こっちが、どれだけ！　気を揉もまされたと）

　親しみのあるオードコローニュから、彼らが共きよう闘とう関係にあることを察さつしたフェルが問い質ただすと、「黒龍公は、自分で呪毒の核かくを探り当て、始末するつもりだ」と、カイズは話してくれた。

　自分たちはそれまでここで聖職者たちを引きつけておくのが任にん務むらしいが、旦那さまを待つ間も惜おしい。

（呪毒になら、わたしの瞳ひとみが役立つはず。どうにかして彼の所に行かないと……！）

　思いついたのは、今朝がたガウェインが這はってきた床下の穴だ。

　すぐに部屋のカーテンを閉め切り、扉の前に調度類で即そく席せきの防ぼう塞さいを築く。こうして中に籠こもっているように見せかけ、なんとか無事に脱だつ出しゆつを果たした。

「急ぎましょう。気づかれるのも時間の問題ですもの。でも旦那さまたちはどこに……!?」

　焦るフェルに、「ふむ」とカイズは口元に手を当てる。

「その、毒の石とやらの隠し場所が危あやういとなれば、それなりの数の吟遊詩人バルドたちが集められよう。となれば、バルコニー前から抜けていく吟遊詩人たちのあとを追えば、彼らの所在はおのずと知れようかと」

　カイズの予想に従い、間もなく、大集会堂に吸い込まれていく吟遊詩人たちを発見した。しかし、真正面から殴なぐり込むわけにもいかず、どうしたものかと唇を嚙かんでいるフェルに、カイズは奥の読めない無表情で告つげたのだ。

「時に黒こく龍りゆう公こう夫ふ人じん。私にはひとつ、かねてよりやってみたかったことがある」

「え？」

「大集会堂のステンドグラス。中央の一つだけ、ほかに比べて、鉛線の枠わく組ぐみがひときわ細く劣れつ化かしているのだ。……勢いきおいをつけてブチ破やぶれば、さぞ心地ここちよかろうと」

　この人でも「ブチ破る」なんて言うんだなとフェルは一瞬妙みような感動を覚えたが──かくして第一聖席のお墨すみ付つきを頂き、とった苦く肉にくの策がこれである。信徒の皆さん職人さんごめんなさい。苦情はカイズ猊下まで……いいえすみません、もうしません。

「シレイネ！」

　フェルに呼びかけたのはクロウだ。彼は、取り出した赤い夕輝晶を示し、叫さけぶ。

「先ほど、呪じゆ言ごんが変わった。『喜んで命を棄すててくれ』──これが今、彼らにされた命令だ」

　真ま逆ぎやくを唱となえれば、呪いは解ける。

　その言葉に、オーゼンが舌打ちして顔色を変えた。

「おい！　みんな耳を塞いで物陰に隠れ──」

「お待ちになって」

　彼が即座に命令を変えようとした瞬間、フェルは毅き然ぜんと制せい止しする。同時に、袖そで口ぐちに隠していた小さな銀の手て鐘がねを取り出し、力いっぱい振った。

　リン、と。場違いなほど、澄すんだ音が響く。

（隙すきありっ!!）

　予想外の行動に声を遮さえぎられ、呆あつ気けに取られたオーゼンに、フェルはにっこり微笑ほほえんだ。

　大きく息を吸い込んで肺に空気を溜ためる。喜んで命を捨てろ、その反対は。




「誰ひとり、進んで命を諦めることは許さない！」




　周囲を睥へい睨げいした瞬間、ぼうっと紅く瞳が輝く。

　刹那。

　ぱきん、とガラスの割れるような音が響き、クロウの掌てのひらの上で夕輝晶が粉こな々ごなに砕け散る。

　誰かが、首に押し当てていたはずの短剣を取り落とした。そのまま折り重なるように、一人、また一人と、ものも言わずに吟遊詩人バルドたちは倒れていく。

（オーゼン師は……）

　フェルは周囲を見回したが、いつの間にか大集会堂から、第十一聖席の姿だけ忽こつ然ぜんと消えていた。
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　目を覚ました聖せい職しよく者しやたちは、騒そう動どうについて、何も覚えていなかった。

　それどころか、人によってはこの三年ほどの記き憶おくは、最近になるほどどこか薄うすぼんやりとして覚おぼ束つかない、と言う。

「不思議な増ぞう改かい築ちくをカイズ猊げい下かがしていたことは覚えておりますが、……教会を護まもるためと聞いて納なつ得とくし、協力していたはずなのです」

「そういえば、それこそ三年前、改築工事を最初に提てい案あんされたのは、現第十一聖せい席せきだったような気も……」

　決けつ起きした聖職者の中には、もともとカイズに賛さん同どうして力を貸していた者もおり、話は混こん乱らんした。

　そんな中、カイズが、クロウとガウェインの二人を自室に招まねいたのは、彼らが教会を辞じす前日のことだった。
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「ご協力に感謝する」

　招かれたクロウとガウェインに、カイズは深く頭こうべを垂たれた。

「パーシヴァル殿でん下かの日記から……教会に、よくない呪まじないがかかっていることは分かっていた。だが、呪じゆ毒どくに疎うとい身では、その正体までは見み極きわめられず。教会内の混こん乱らんをいたずらに外に漏もらすわけにもいかず」

「……お察さつしする」

　クロウは短く答えるにとどめた。

　解決には、フェルの活かつ躍やくが大きかったのだが、今この場に彼女はいない。

（あいつを呼ばないということは──聞かせたくない話だということか？）

　呼び出された教会最高権けん威いの私室は、白しら木き造りの質しつ素そな寝しん台だいや、やはり白の壁があるばかりで、宿舎と同じく殺さつ風ぷう景けいに変わりはなかった。

「結局、オーゼン師は、見つからなかったんですのねん」

　ガウェインの問いかけに、カイズは静かに頷うなずく。

　混乱に紛まぎれて姿を消した彼の兄あに弟で子しは、どれだけ教会内を捜しても見当たらなかった。

　行方ゆくえは杳ようとして知れぬまま。

「とはいえ、……教会に潜ひそむ内ない通つう者しやを潰つぶせたことは大きな収しゆう穫かくだ」

「彼の部屋から押おう収しゆうした、大量の手紙なんかは、じっくり調べてみる必要がありそうですわねぇ」

　やりとりの確かな証しよう拠こが見つかれば、ただ手探りでリグレインと対峙していたときより、ずっと動きやすくなるはずだ。クロウたちには収しゆう穫かくがあったものの、気掛かりはカイズのほうだった。

「どうして、オーゼン師はこんなことをされたんでしょうねぇ」

　ガウェインの呟きに、クロウは眉根を寄せる。

（ユアンに、なんと言ったものか）

　師を慕したう異い母ぼ弟ていのことを思うと、さすがに口の中に苦いものが広がる。

　ユアンだけではない。誰より、カイズが兄弟子としてオーゼンを尊敬し、慕したっていたことは、のちにカイズ自身の口から語られた。

「呪毒についてはご存じなくても、──教会の異変がオーゼン師となんらかの関わりがあるのだと、猊下は察さつしておいでだったのでは？」

「うすうすは。その言げん動どうを見るうち、確信に変わったが。……なにせ付き合いは長い」

「だが、貴き殿でんは外部に助けを求めようとせず、俺の提案にもなかなか乗ってはくださらなかった。理由をお訊きしても？」

　カイズは、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「理由か。……逆だな。そなたらと」

「逆？」

　気のせいだと──昔と何も変わらないと、信じていたかった。

　信じたかったからこそ、真しん意いを問うことができなかった。過去の言葉にがむしゃらに縋すがりついて。

「結果がこのざまだ」

「……猊下」

「ほかの十二賢人ドーゼ・ドルイドたちも次々狂くるっていく中で……なぜ、私だけが狂きよう気きに冒おかされなかったか。私なりに考えてはみたのだが」

　──〝お前さんはまっすぐなままだな〟

　思い当たる節といえば、とカイズは続ける。三年ほど前、どこか様子がおかしくなった兄弟子を訝いぶかしみ、一体どうしたのだと尋ねたことがあったのだと。するとオーゼンは、理由の代わりにそう返したのだという。

　この世は一いち事じが万ばん事じ、気づいたやつから馬鹿を見る。

　けど、そうだなァ。お前さんくれェは、捨てずにいてくれよな。迷わずにいられるなら、それでいいんだからよ……。

　その時の彼は、苦笑とも嘲ちよう笑しようとも取れる不思議な表情で。

　どういう意味か問い質すカイズに、オーゼンは黙って背を向けてしまった。

　カイズは、静かな瞳ひとみをクロウに据すえる。

「あれはどういう意味だったのか……答えは、分からず終じまいだ。あのように変わる前に、オーゼンが何を知ったのかも。ただ、彼なりの信念を見いだしたのだろうとは思う。あれで、清せい冽れつな人柄だったゆえ」

「信念？」

「さよう。けれど、私にとっては、彼と交かわした『約束』がすべてだ。たとえ、彼自身の考えが変わっても。……結局そこは、違たがわぬな」

（……同じか。猊下も）

　クロウは、ふと同どう類るいのにおいを感じ取った。

　亡ぼう弟ていの眠る地を護る、墓はか守もりの黒い龍りゆう。彼の過去を知るケイは、クロウをそう評ひようする。

　カイズは、自分と同じ、「なくしたものの残ざん影えいを護り続ける人間」の顔をしていた。

（パール、といえば）

　リグレインの協力者とともに、判明したことがもうひとつ。

「パールとやりとりをしていたのは、貴き殿でんだったのか。カイズ猊下」

　クロウの問いかけに、カイズは頷く。

「そなたの亡弟が、私に接触を図はかってきたのは、彼が身まかる直前のことだった」

　このエルラント中央教会で、最も位の高い聖職者に会わせてほしい、と。

　皇こう宮ぐうからの帰き途と、唐とう突とつにカイズを訪ねたパールは、どこか不安定な様子だったが、まだ毒に冒されてはいなかったのだろう。

　彼は、ひどく急せいていた。

「確かめたいことがある。荒こう唐とう無む稽けいな話かもしれないが、どうか力を貸してほしい、と。詳細は南なん東とう部ぶ視し察さつ後に問もん答どう室しつで、という願いだったから、何か秘密にしたいことではあったのだろうが……」

　カイズは頷うなずき、後日の面会を期してパールを送り出した。

　だが、約束は果はたされることはなかった。代わりに、ティカルからこの日記が送られてきたのだという。意図を尋ねようとしたときには、彼はこの世の人ではなくなっていた。

「内容は分からぬことも多かった。詳くわしく検けん証しようする前に」

「弟の存在が記録から抹まつ殺さつされ始めた……だから、日記を聖詩篇の写しや本ほんに擬ぎ装そうし禁書庫に隠したのか？」

「さよう。私の自室では失うしなわれる可か能のう性せいがあった」

　頷うなずくカイズに、クロウは口元に手を当てた。それはクロウとて同じだ。黒こく龍りゆう城じように送られていたら、確実に紅こう龍りゆう師し団だん兵へいの手で灰にされていただろう。

「日記の内容にざっと目を通したが。パールが……まだ呪毒に心を冒おかされていなかった頃書かれたらしい前半は、クルヴァッハ南東部の民話の採さい録ろくがほとんどだ。だが、……気がかりな共通点がある」

　集められたのは、すべて同じものについて語られた説せつ話わばかりだった。

　妖よう精せいと、妖精王。

　そして、聖せい詩し篇へんと正せい教きようについて──。

（あいつは、何をどこまで知っていたんだ……？）

　そして、母リグレインの思おも惑わくのことも。

「カイズ猊下、俺たちは、妖精とは何か、妖精王とは何かを調べに来た。……なぜ、聖詩篇を嫌うかも」

　カイズはしばらく沈黙していたが、「妖精とは何か、か」と口元に手を当てた。

「パーシヴァル殿でん下かの日記には、私ももちろん目を通してある。興味深かったのはむしろ前半だ。聖詩篇の内容と照らし合わせ、いくつかの仮か説せつは立てた。が、あくまで私し見けんの域いきを出ぬ。現在の中央教会では、異い端たんですらあろう……それでもよいか？」

　クロウはガウェインと目を見合わせ、共に頷いた。

「では、まずは聖詩篇で悪あしきものとされる、妖精の概がい念ねんからお聞かせしよう。──不思議と、第一聖席に継がれる秘ひ義ぎの中にこそ、詳しく語られているのでな」

　聖詩篇によれば。

　妖精とは何か、ということは、この世に存在する言葉では、はっきりと定てい義ぎすることはできないとカイズは言う。

「人間ではない。生き物ですらない。この世とは別のどこか、『あちら側』からやってきている何かだ」

　妖精には、彼らの世界があり、そこから『曖あい昧まいなあわい』という隙すき間まを見つけて『こちら側』に紛まぎれ込こんでくるという。

　キリヤの件である程度の免めん疫えきはできていたはずだったが、さすがにクロウは反応に困った。一方でいち早く立ち直ったのか、ガウェインが質問を重ねる。

「どうして、その何かはわざわざ『こちら側』に来ようとするのですかしらん？」

「彼らは、人間の悪あく意いや悲ひ嘆たんや絶ぜつ望ぼう、負ふの感情が好物だから、とされているな」

　戦場が好き、飢き餓がが好き、病やまいが好き。

「親子、兄きよう弟だい姉し妹まい、夫婦に恋人、大切な友人。失われる関係が深ければ深いほど、強く甘あまい糧かてとなる。非ひ業ごうの死を遂とげた魂こん魄ぱくと屍しかばねは、彼らの素す晴ばらしいご馳ち走そうだ」

　クロウは顔をしかめた。

（人の絶ぜつ望ぼうを喰くらって発現するといえば、ユアンが盛もられた『隠かくれずの月つき』がそうだった）

「また、『あちら側』……つまり妖精の世界のすべてを統すべるあるじがいて、──『妖精王』と称される」

　クロウはしばし黙もつ考こうし、頭の中を整理した。

「──尋ねておいてどうかと思うが。妖精が実際にいるらしいことまでは、納得ずくだとしても……聖詩篇の中に謳うたわれる妖精は、さすがに脚きやく色しよくが濃こいのではないかと」

　クロウはやっとそれだけ口にした。妖精の嫌う聖詩篇が、自ら妖精を語るのだ。仮か想そうの敵を作って、信しん仰こうを集めるための方ほう便べんにも思えてくる。

（だが、──ならばキリヤのことはどう説明をつけるつもりだ？　あいつは確かに、実際に聖詩篇を苦手とするのに）

　ありえないものを迷めい信しんと割り切るのは簡単だ、とキリヤは言った。だからこそ、彼らは人を欺あざむいてこられたのだとも。

「ふむ。正論だな。私も、聖詩篇だけ学んでいた頃はそう考えていた。だが、その日記を見て、少し考えを改めた。……妖精が聖詩篇を苦手とするというのは、実は逆なのではと」

「逆？」

「ひとつ問おう。そなたらは、なぜ正教を奉ほうじるのかと」

「なんでって……それを第一聖席猊下に訊かれるのも奇妙な話ですけど。生まれたときから当たり前だから、深く考えたことなんてございませんが……」

　首を傾げつつ、ガウェインが答える。

　確かに、とクロウは頷いた。教えは生活に深く根付き、朝起きれば祈いのりを捧ささげ、夜眠る前に変わらぬ明日を願う。そういうものだ、としか言いようがない。

「いや……」

　しかし、ふと脳のう裏りを過よぎったのは、以前、興味本位でケイに尋ねたことだ。

　東方出身の家令は、世界情じよう勢せいに詳しい。

　お前たちの国にも同様の教えがあるのか？　と尋ねたとき、家か令れいは笑った。いいえ我わが君きよ、あなたがたが特とく殊しゆなのですと。

『信仰といえば〝正教〟……そんな意い図とだろうご大たい層そうな名前の割に、大陸全体で見ると、まったく少数派なのですよ。正教は』

　国教になるまで発展したのは、エルラントとユナイアだけですねえ、とそのときケイは言ったのだ。

「たったの二国ぽっち!?　マジで!?　そんなわけないと思うけど。アタシが傭よう兵へいやってた時分にも、みんな同じ方法で死者を送って……」

　反はん駁ばくしかけたガウェインの声が止まる。

「いや、そうねぇ。よく考えれば、アタシが駆り出される小こ競ぜり合いは、その二国間が圧あつ倒とう的てきに多かったわ」

「なにせユナイア王国もエルラント帝国も広い国だ、まるで世界中で信じられてるように見えるが。実際はものすごく極きよく地ち的てきなんだ。ただ……なんで、この二国なんだろうな」

　クロウは口元に手を当てて、「隣りん国ごく同士ではあるが、歴史もまったく違うし、幾いく度どとなく戦いくさを繰くり広げてきたのに」と付け足した。

「聖詩篇成立以前より大国としての歴史を誇ほこるユナイア王国に対して、エルラント帝国は、新しん興こう国こくだ。もとはユナイアの外辺に住む地方豪ごう族ぞくにすぎなかった。……だが、二百年ほど前に、初代皇帝モルドレッドが突然台たい頭とうし、周辺の小国を併へい合ごうしながら、あっという間にユナイアと並ぶ強きよう国こくに成り上がった」

　建国の時期が異なり、反はん目もくし合う、接するふたつの国。

　しかし、なぜか信じるものは同じなのだ。

「正教が生まれたのは、クルヴァッハ周辺。エルラント中央教会も、ユナイア中央教会も同じ地で信仰を守っている。なぜか？」

　あわいの象しよう徴ちようである、夕輝晶。呪毒に必要な貴き石せきもまた、クルヴァッハから採とれる。

　妖精が好むあわいの地だ。

　黙り込むクロウとガウェインに、カイズは付け足した。

「ではもうひとつ。聖詩篇は、聖せい典てんの格かつ好こうをしてはいるが、別に神の導きでもなんでもないようだ。英えい雄ゆう譚たんも創そう世せい神しん話わも、大陸各地から集められた説話のつぎはぎで、それらしい体てい裁さいを整えているにすぎぬ」

「え……!?　そ、そんな」

「おそらく、『宗教』となったのは成立そのものよりずっと時代を下る後付け……ただし無む作さく為いに抜ばつ粋すいしているわけではない。太陽に関する頌しよう詞し、信仰……それらの集しゆう大たい成せいなのだ」

　今度は、聖詩篇を奉ほうじる立場にあるガウェインのほうが大きく衝しよう撃げきを受けたようだ。

　その傍かたわらでクロウは、与えられた情報を咀そ嚼しやくする。

「猊下。ちょっと待ってくれ。となれば──」

　第一聖席。十二賢人ドーゼ・ドルイドの最高権けん威いが口こう承しようにより伝受してきた秘儀には、妖精に関するものが特に多いのだという。そして彼は、教会のいたるところに聖詩篇の砦とりでを設もうけた。まるで、妖精の呪いを阻はばむように。

　逆、というのは。口を開いたクロウの隣で、ガウェインも同じことに気づいたらしく、顔を強こわ張ばらせている。

「聖詩篇を妖精が嫌うんじゃなくて」




「妖精が嫌うように作られた──つまり、妖精に対抗する武ぶ器きとして千年かけて編へん纂さんされたのが『聖詩篇』だということか？」




　──古いにしえより。

　東西のあわいであるユナイアとエルラント間、つまりクルヴァッハ周辺は、あわいを好む妖精にとって、棲すみやすく、動きやすい土地なのだという。

　妖精伝説が数多く残っているのも、南東部の少数民族間で妖精を取り込む形の異い教きようが成立したのもそのためだと、カイズは話す。

「妖精が跋ばつ扈こする地であったがために、妖精に対たい抗こうする手段が必要だったのだろう」

　奥おう儀ぎに近づけば近づくほど、妖精関連の歌が増えるのはそのせいだと。

「ってことは、教会ってのは……」

「地方教会はともかく。本来は、妖精の禍わざわいを退しりぞけるための組織──ということか」

「さよう。エルラント然しかり、ユナイア然り。中央教会は、まさに東西あわいの中心に建つ。……『こちら側』への妖精の侵しん出しゆつを防ぎ、また紛れ込んできた彼らの力を殺そぐ。そういう目的であろうと」

　この兵器は、そして実際によく機き能のうしたのだ。教会に祝福された肩掛けに触ふれただけで悶もだえ苦しんだキリヤの反応を見れば分かる。

『こちら側』に来る妖精は数を減らし、人々は日々の生活で、正教を信仰することで己を守っていたのだ。おかげで次し第だいにその存在は希き薄はくとなり、結果今や、迷めい信しんとされているが──そうして妖精の湧わくあわいを守る中央教会の高位聖職者は、ひっそりと辺へん境きようを守ってきたのだ。

（だが、なぜエルラントはわざわざ正教を国教に据すえた？　カイズ猊下の仮説どおりなら、たった二百年前なんて、ある程度は妖精の害もおさまってきた頃じゃないのか。建国したての新興国が……宗教もどきの対妖精組織を、いきなり国ぐるみで信仰し始めたのは……）

　その疑念は、クロウの心に不ぶ気き味みな引っかかりを残した。

　二百年前、エルラント建国当時。──何があったというのだろう。

（嫌な予感がする。この話、まだ全ぜん貌ぼうが見えていない……のか？）

「リグレイン妃は……あわいで妖精を食い止める組織を瓦が解かいさせ、『あちら側』から入り込むがままに、彼らをのさばらせようとしていた……そういうことか？」

　そしてそれは、十二賢人ドーゼ・ドルイドでありながら彼女に便べん宜ぎを図はかったオーゼンにも言える。

（オーゼン師もだが。一体、なぜそこまでする。あの女は……）

　魂たましいの底からエルラントとウーベル帝ていの血ち筋すじを憎にくむ亡ぼう国こくの姫が、妖精の力を得たとすれば、何を望むのか。

　だが、まずは。母が呼び寄せたものが、誰を危険に晒さらすのかは、大いに心当たりがある。

　クロウの懸け念ねんを言い当てたように、カイズが「黒こく龍りゆう公こう。そなたの妻だが」と切り出す。

「夕暮れは、妖精が最も好むあわいとされる。それを身に宿して生まれることは、果たして何を意味するのか……。この場に呼ばなかったのは、出来る限り、遠ざけるほうがいいと考えたからだ。なぜなら彼女にはすでに、何かよくないものと接せつ触しよくした気配がある」

「！」

「妖精は、自らの存在を知られることで相手との繫つながりを深めるという。幸い、連れ去られるほどには、彼女が『それ』について詳つまびらかではなかったようだが……このままでは終わらぬだろうな」

　──〝あなたの心を救うすべてを、私は許さない〟

　幼い日の呪いが耳の奥に反はん響きようする。あなたのせいよ、と。笑い声がこだまする。

（妖精はフェルを狙っている。では、やはりあの女は──パールだけでは飽き足らず……）

　させるものか。

　絶対に。それだけは。

「ご協力を頂きたい。カイズ猊下。リグレイン妃の目もく論ろ見みを砕くだくことは、ひいてはあなたがたの利にもなるはずだ」

　クロウは、目の前の青年に深く頭を下げた。

「無む論ろん、そのつもりだ。では、最後に……そなたにこれを預けておこう」

　カイズはしばらくクロウの頭を見下ろしていたが、不意に、手首に巻いたにわとこの腕輪を外し、青い飾り石を抜き取ると、クロウに差し出した。

「？　これは……」

「楔くさび石いし。初代皇こう帝ていより中央教会に託たくされた、破は邪じやの宝だ。太たい陽よう十じゆう字じの石せき碑ひは、これを隠す偽ぎ装そうでもあった。操あやつられた聖職者たちの手には、間違っても渡らぬようにと」

　いきなり渡された物の重要さに、クロウは驚いた。

「それは、中央教会の要かなめでは。そんな重要な物を、なぜ余よ所そ者ものの俺に？」

「そなたの亡ぼう弟ていが、死の直前に私に貸してほしいと乞こうた『あるもの』とは、この石だ」

　たしかに、日記にも書かれていた。受け取っておけば、と。

「これがあれば、あるいは彼は死ななかったかもしれぬ」と、カイズは悔くいるように目を伏せた。

　掌てのひらに乗る程度の、小さな宝ほう玉ぎよくだ。浄じよう石せきと同じく、青い夕ゆう輝き晶しように見えるが──中ほどに、何か紋もん様ようが浮かんでいる。線が薄く、よく見えないが。

（この図ず柄がら、どこかで見た気がするな。皇こう宮ぐう、……か？）

「ところでカイズ猊下。その石は、どうやって使う物ですのん？」

　ガウェインの問いに、カイズは「……分からぬ」と歯切れ悪く答えた。

「ただ、『鍵かぎ』だ、とだけ。楔石の継けい承しようは第一聖席が行っているが、用よう途とは十二人で分けて継承している。……私も、他たの者に話を聞き、調べておこう。それまで守り通せ」

（ひょっとすると日記の中にも、使い方に関する手がかりが隠されている可か能のう性せいがあるな）

　パールの手しゆ記きには、血で端はしが固められてしまい、まだ目を通せていない箇か所しよも存在する。改めて精せい査さする必要があるだろう。

　しかし、本当に預かってもいいものか。逡しゆん巡じゆんするクロウに、「私は教会から動けない」とカイズは重ねた。

「貴重な物ではあるが、使えばこそだ。ただ後ご生しよう大事に取っておくことが〝守る〟ことではない。……黒龍公。そなたは救いようがなく噓うそだらけで、歪ゆがみきり、まっすぐなところが見当たらない。なればこそ、この宝も託たくせよう」

「いや、カイズ猊下。そこでいきなり俺が貶おとしめられる意味が分からないんだが」

　片かた頰ほおを引きつらせるクロウに、「貶めてなどおらぬ」とカイズは涼すずしい顔だ。

「自らが歪んでいるからこそ、人の歪みを受け入れてなお、相手を信じられる度ど量りようがある。噓をつき、つかれ続けても守りたい者がいるそなたなら、きっと悪くは使わぬはずだ」

「褒ほめられているのか……？　いや、ありがたくお借りする」

　パールの日記と、楔石。中央教会の揺ゆらぎを知り、新たな問題に直ちよく面めんすることにもなったが、──当初の目的は達たつした。どうにか対抗策への突とつ破ぱ口こうは得たらしい。

　石を強く握にぎりしめるクロウに、「だが」とカイズは同じ調子で続けた。

「世の中、相手を守るための方ほう便べんといえど、いきすぎた噓もあるだろう。やはり」

「は？」

「たとえば、神誓ゲツシユの解かい除じよ。──出で任まかせだと知らないそなたの妻は、思い悩んでいたぞ」

「それは……」

　痛いところを突かれ、クロウは沈黙する。

「全てを知らせることはできなくとも。悔くいなきようにはしておくがいい。……そなたらにはまだ、それが許されているのだから」

　自らを据すえるカイズの孔く雀じやく緑みどりの瞳ひとみは底知れぬ深さで、彼がクロウの意図をどこまで読んでいるのかはまったくの謎なぞだった。




「……おい、クロウ」

　椅い子すに腰掛けて手を組み、甲こうに青く筋が浮き上がるほど、握り合わせる。俯うつむいて自らの手を見つめたままのクロウに、ガウェインが声をかけてきた。彼は、隣でクロウの様子を気にかけていたらしい。

「衝しよう撃げき的てきな話だったのは、おれも同じだ。話の規き模ぼがでっかくなって……あの子、とんでもないものに狙われてたんだな」

「ああ」

　短い返答ののち、また、沈黙が横たわる。

　ガウェインはしばらく口をつぐんでいたが、「……あと」と目を眇めた。

「こうして時間ができたんだ、そろそろホントのこと教えろよ」

「なんの」

「いきなり、あの子に無む体たいを働いた理由だ。……おれの見立てじゃ、テメエわざと嫌われようとしてただろ」

　それから、とガウェインは続ける。

「目くらましの策さく略りやくってだけじゃなくて。お前、本気であの子との神誓ゲツシユを取り消そうと思ってたんじゃねーのか？　調査に連れてきたのは、万一のとき力を借りるためでもあるんだろうが……呪毒の始末だけなら、本来、あの子がいなくてもいいはずだからな」

「ただの出で任まかせだと言えば、カイズ猊下のほうは納得してくれたんだがな」

　皮ひ肉にくを言うと、唇が奇き妙みように歪ゆがんだ。

「なあ。なんでだよ。なんでそんな、わざわざあの子を傷つけるようなことをする。お前、あの子に好きになってほしいんじゃないのか!?」

「ほしいに決まっているだろう……!?」

　気づけば絞しぼり出すように叫んでいて、クロウは歯を食いしばる。

　彼女を傷つける言げん動どうをするたび、彼女が傷ついた表情を見せるたび。心臓が軋きしみ、ひび割れるようだった。

「幸せになってほしい。笑っていてほしい。そのすべてが、できれば自分のそばでと思うのに、……だが、それはもう望めない。護りたいんだ、何をしても。生きていてほしい、だから」

　途と端たんに、がくんと視界がぶれる。ガウェインに胸むな倉ぐらを摑まれたのだ。吼ほえるようにガウェインは質ただした。

「言え！　だったら、なんでだ!?」
















「それは──……」

　急に黙り込んだクロウを、ガウェインは、しばらく射い殺ころしそうなまなざしで睨にらみ据すえていたが。

「クロウ」

「……」

「リグレイン妃からだっていう、薄うす気き味み悪わりぃ贈り物の話は聞いてるぜ。おれもいろいろ考えたんだ。テメエがあの子を傷つけてまで遠ざけようとした理由。お前が何を覚かく悟ごしたか、当ててみせようか」

　クロウは視線を逸そらす。

　だがガウェインは、底冷えのする声で、容よう赦しやなく真実を看かん破ぱした。




「リグレイン妃を──自分の母親を、殺すつもりなんだろ？」




　そうだ、とクロウは独どく白はくする。

　いくら呪われ続けたとはいえ、リグレインは生うみの母親だ。そしてそれは、パールにとっても。

　自分の身に危険が迫せまろうと、たとえ最愛の弟を殺されようと。

　実じつ母ぼの命を奪うことだけは、当然の禁きん忌きとしてきた。それだけは、どうしようもない。

　愛する者の心を得ようとしない限り、クロウが満たされない限り、まだ、リグレインの呪いはフェルに届かないはずだ、と。

　けれど先せん般ぱん、酔よった彼女に、「あなたの心が見えない」と訴うつたえられたとき、はっきり自覚してしまった。──彼女の心が欲しい、と。

　直後、フェルの心を望むクロウの想いを嘲あざ笑わらうかのように、書簡と血のついた花嫁のヴェールが送られてきた。クロウは、母の悪意が、フェルにも向かおうとしていることを悟さとった──。

「今までは、腐くさっても母親だと諦あきらめた。だが、フェルに手を出すことだけは。それだけは、絶対に許さない……！」

　彼女に何かするつもりなら、今度はあの女を殺す。殺してでも止める。

　だが、そうすれば、フェルは──母親殺しの皇おう子じの花嫁となってしまう。

　何より、自分を守るためにクロウが大たい罪ざいを犯おかしたとなれば、フェルは思い悩むだろう。同じ荷を背負わせるわけにはいかない。地じ獄ごくに落ちるのは自分だけでいい。

「あいつは……何も知らなくていいんだ。逃げやすいように突き放すし、離り縁えんを望まれれば応こたえもする」

　今は、すべてが片付くまで、そばで彼女を守るほうがいい。だが、いずれ。

　神誓ゲツシユが枷かせになるというなら、それから解とき放はなって。

「俺がもしこれから何をしても、俺に何があっても、彼女が自由でいられるような状況にしたい。だから……」

　黒い前髪に指を挿さし入いれ、搔かき回す。掌てのひらで額を押さえて心しん情じようを吐と露ろするクロウを、ガウェインはしばらく、無表情に見つめていたが──

「クロウ……」

「何か」

「お前、──頭はいいけどトンでもねえ大おお馬ば鹿かだな!?」

　ばきっ、と。

　盛せい大だいな一いつ喝かつとともに、脳のう天てんに衝撃が響き。

　クロウの目の前に、星が飛んだ。

「本当にもうな、殴るぞこのどアホウが！」

「もう殴っているんじゃないか!?　いや、ガウェイン殿。いきなり何を」

「いきなりじゃねえよ馬鹿野や郎ろう。おれが言葉が不自由な子供の面めん倒どう何年見てきたと思ってんだっつったが、訂てい正せいしとくぜ。あの子たちのほうが、まだ十分に口使った意い思し疎そ通つうができる。で、うちの子らの最低年ねん齢れいは現状で四歳。つまりテメエの頭と口は四歳児以下だ」

　四歳児以下。

　ひどいことを言われたのは分かるのだが、急すぎて訳が分からない。

「その舌は、毒と皮肉と策さく謀ぼうを声にするためだけにあんのか!?　テメエの頭ん中は、そればっかりじゃねえだろ！」

　ガウェインは怒ど鳴なった。

　出しゆつ帆ぱんの合図に鳴らす銅ど鑼らのような声で、外に聞こえないかが地味に気になった。

「いい機会だから言っておく。あの子を守りたいって言うがな。守るの意味をはき違えてんだろ。いざテメエにでっかい問題が起きたなら、勝手に青い顔して黙りこくって、一いつ丁ちよう前まえに心配だけかけて何が夫婦だ。あの子は、テメエと一緒に悩むこともできないのか!?」

「なっ……」

　黙っていることは、──お前は共に歩むに値あたいしない人間だ、と。

　そう突き放しているも同然なのだと、ガウェインは告げる。

「あと、もう一個。──あの子、テメエが身代わりに気づいてるって事実、ちゃんと知ってるぜ」

「は……!?　待ってくれ。ガウェイン殿。何を言っている」

　確かに、酒に酔よった彼女に想いを伝えはしたが。

　彼女は何も覚えていないのでは？

　問いたいことは山とあったが、「以上！」とガウェインは話を締しめてしまった。

「全部踏まえた上でちゃんと、そのへん、あの子と話をしてこい」

　ぎょっとするクロウに、ガウェインは最後に一いつ喝かつを喰らわせた。




「おれが行ってもなんの意味もないんだよ！　あの子が泣けるのは、もう、おれの前じゃない。腹立たしいことにな。──ほら、とっととやる、今すぐにだ！」
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　クロウたちは、カイズと、いったいなんの話をしているんだろう。

（旦だん那なさま。ずっと様子が変だった。何を隠かくしてるの？）

　彼は、そもそも隠し事が多い人だ。

　背を預あずけたいと言ってくれても、フェルに、進んでは何も教えてくれない。

　部屋にひとり帰され、不安な想いを抱かかえていたフェルは、こんこんと扉を叩たたく音で顔を上げた。

「はい、どなた？」

　ためらいつつ扉を開けると、立っていたのは、意外なことにカイズだった。

「カイズ猊げい下か。主人と話をされていたのでは……」

「もうすんだ」

　相変わらず、感情の動きを感じさせない平へい淡たんな声で告つげると、彼は唐とう突とつにこんなことを言った。

「そなたの夫について、ひとつ明らかにしていないことがあったので、老ろう婆ば心しんで告げ口に来た。彼自身から聞いた話だが。──神誓ゲツシユの解かい除じよ、あれは単なる策さくだと」

「へ？」

「まあ要するに、噓うそだということだな」

　まったく予想外の方向に向いた話題に、フェルの頭は、一いつ瞬しゆん完全に停止した。

「噓……？　神誓の解除が？　離婚の布ふ石せきじゃなくて？」

「次に会うときにでも、問とい質ただすがよろしかろう」

　夫婦げんかで血の雨が降らぬといいな、と、彼はやはり無表情で言ってのけた。

（え？　え？　えええ？）

　言うだけ言って部屋を辞じした緑の肩掛けの聖せい職しよく者しやを、フェルは口をぱくぱくさせて見送った。

　──果はたして、四し半はん刻こくののち。

　最悪の心理状態を見み計はからったように、夫が訪問してきた。




　椅い子すを二つ並べ、正面きって、向かい合い座る。

　近距離の対たい峙じだが、なぜか緊きん張ちようしない。頭のどこかで、いけない線が切れてしまっているせいかもしれなかった。

「旦那さまにお話がありますの」

　フェルは鉄てつ壁ぺきの無表情で切り出した。

「カイズ猊下から聞きましてよ。……離婚、しないんですのね？　全部、狂きよう言げんだって」

「……ああ」

「わたくしに冷たい態度を取ったのも。策というか。わざと、でしたのね？」

「いや……それは……そう、かもな」

　クロウの声がどこか遠い。

（……全部、噓うそっぱち……）

　なんだか、どっと肩の力が抜けてしまった。

（いや、なに脱だつ力りよくしてるの。この人の芝しば居いに付き合わされるのは初めてのことじゃない……今までだってあったし。今度だって）

　同じことだ、と思うのに。

　なんだろう、もう。呼吸が苦しい。

　腹の奥で、溶よう岩がんじみてふつふつとたぎる想いを押し殺す。

　我が慢まんしようとしたが、無理だった。フェルは、ぎっとクロウを睨にらみつける。




「わたくし、実家的などこかに帰らせていただきます……!!」

「的などこかってどこだ!?」




　定番文もん句くを叫さけんだフェルに、クロウが即そく座ざに突っ込む。

　的などこかとしか言いようがない。ユナイア王宮に帰るわけにはいかないので、実家といえば孤こ児じ院いんだが、身代わり的にそれはアリなのか。

　しかし、「そんなことは！　どうでも！　いいんです!!」となおもフェルは怒ど鳴なった。

「したって!!　あなたは、心変わりしたって、言ったじゃないですか！　神誓ゲツシユだって解かい除じよするって！」

　クロウは黙ってフェルを見ていたが、やがてこんなことを言った。

「心変わりのほうは紛まぎれもなく方ほう便べんだが。もしお前が、本心からそれを望むのなら、神誓の解除だけは」

「お黙だまりなさい！」

　一いつ喝かつしたその途と端たん、水中で目を開けたときのように、視界が滲にじんで揺ゆれる。

　そうしたらもう止まらなかった。

　腹の溶岩流が咽の喉どまでせり上がり、まなじりから、熱い涙がぼろぼろっと零こぼれ落ちて。

「わ、あああん！」

　気づけば、フェルは子供みたいに大声を上げて泣きだしていた。

「おい……!?」

　旦那さまが珍めずらしく上うわずった声を上げる。何を焦あせっているんだろう。完全無む欠けつのお策さく様さまに、今さら抜けでも見つかったのだろうか。

「わ、わたしはっ……本当に、あなたに、離縁されるんだと……思ってっ……」

　泣くのは嫌いなのに。一いつ銭せんの得にもならないばかりか、体力の無む駄だ遣づかいだ。でも、彼に嫁とついでから、泣くことが増えた気がする。彼が死にかけては泣き、先生が酷ひどい目に遭あわされては泣き、彼の自じ虐ぎやく癖へきにブチ切れて泣き。大きく呼吸を繰くり返し、顔をぐしゃぐしゃにしたまま、目をごしごしこする。

　その瞬間、慌てたように両手を摑つかまれた。

「やめておけ！　目に傷きずがつく」

　真しん摯しな気き遣づかいに、息が詰まる。

（！　旦那さま）

「……悪かった」

　続けて引き寄せられ、一瞬胸が高たか鳴なるが。

　甘いときめきなど、すぐに怒りに搔かき消される。

「離してください。嫌い！　あなたなんて大嫌い!!　減げん給きゆうと金きん欠けつと増税とパンの便びん乗じよう値上げくらい嫌い!!」

「それは相当だな……いや、いい。分かった、嫌いでいいから泣きやんでくれ。お前に泣かれるのは……困るんだ」

　旦那さまは、たいへん珍しいことに、本気で狼ろう狽ばいしきっているらしかった。声がどことなく弱っているような。

（困る？）

　ド鬼き畜ちく嗜し虐ぎやく野や郎ろうが女性の涙ごときで揺らいでたまるかと、フェルは暴あばれる。

　力いっぱいもがいて手を外し、彼の胸をぼかすか殴なぐった。ついでに頭ず突つきもガスガスと喰くらわせてやる。

「困る!?　ご冗談！　困るですって、どの口が困るだなんて！　だいたいわたくし泣いてなんかいません!!」

「じゃあ、その目から出ているものはなんだ」

「涙じゃなくてよ。これは……心の汗ですわ！」

「そうか。ただの言い換かえにしか聞こえな……いや、そうじゃなくて。泣くか怒るか鼻水出すかどれかに絞しぼらないか」

　そもそも、まさかそんなに気に病やむと思っていなかったんだ、と。

　頭突きの体たい勢せいのままなので表情は分からないが、彼の声はほとほと途と方ほうに暮れているように聞こえた。

「お前は、いつも俺と離婚したがっていたし。離り縁えんを切り出せば、むしろ喜ぶものとばかり」

　ふと、フェルは彼の胸から額を上げ、少しだけ身を離す。

「じゃあ、『お前にはうんざりだ』っていうのは？」

「うんざりだ？」

「忘れてたんですの!?」

　目を剝むくフェルに、一いつ拍ぱく考えたのちに、「忘れてはいないが」とクロウは言い返した。

「お前自身には、という言い方はしていないだろう」

　それを聞いて、フェルは首をひねる。

（そうだっけ？　……ええっと）

　──お前にはうんざりだ、シレイネ。

　それがフェル自身ではないということは。

（……っていうかそれ、わたしが身代わりだって前ぜん提ていにならない……？）

　普段ならここで蒼あおざめたり、焦ったりするところだが──なぜかフェルは、ふっと冷静になってしまった。

　ああ、そうだ。

（わたしも彼に話してないことがある。教会にいるあいだに、言おうと思ってたことだ）

　誠せい実じつな誓いの神の家である、この場所で。

　今がその、好こう機きなのかもしれない。

　黙り込むフェルに、クロウは重ねて告げた。

「お前自身の意思を、問いたかった」

「？」

「騙だまし討うちのように神誓ゲツシユを結んだから。……解とけばお前は俺のもとを去るだろうと思っていた」

　クロウは、相当に言葉を選んでいるようだ。

　ひょっとしたら普段から選んではいたのかもしれない──この関係が偽いつわりだと知っていたのなら、なおのこと。

　彼はためらいがちに続けた。

「お前が死ぬほど離婚を望んでいて、どうしても俺のもとを去りたいのなら。命まで懸かけさせた神誓は、お前には呪いでしかないから」

「壮そう絶ぜつに今さらですわね」

「今さらだろうと、考えるべきだと思った。……思うようになった」

　思わず状況も忘れて突っ込むフェルに、クロウは何を考えているのか、眉み間けんに盛せい大だいに皺しわを寄せている。

　けれど、視線を逸そらそうとはしない。

（それは……『シレイネ』じゃなくて、わたし自身の意思を、ってことでいいのかな）

　どうしよう。なんて言おう。

　フェルも言葉に悩んだ。

　びしびしと眉間に皺が寄って、結局夫婦揃そろって同じ表情になる。──やがて。

「……あなたに神ゲツ誓シユの解除をしたいと言われて、正直、凹へこみました」

「？　なぜ。……離婚が本ほん望もうじゃないのか？」

「ド本望ですわ」

「だよな。結局思い知らされるだけか」

　彼は、ため息をついてうなだれる。珍めずらしく、彼は表情を素直に面おもてに出した。

「シレイネ。それじゃあ、お前は……」

　いつもの名で呼ばれ、フェルは違い和わ感かんに唇を引き結んだ。

　身代わりの事実を知っている前ぜん提ていで話しているはずなのに、どうしてまだ、そう呼ぶのだろう。本当の名や身分を問とい質ただしたり、しないのだろうか？　ここには、フェルとクロウ以外、誰もいないのに。

「旦那さま、いいえ、クロヴィス殿でん下か。今まで言わずにおりましたが。わたくしは。わたしは」

　大きく息を吸い込んで、いよいよ本当のことを言おうとした瞬間──ふに、と。唇に、人差し指を当てられた。
















「言うな」

「っ、」

　冷たい指先に止められ、告げるはずの言葉が咽の喉どの奥で溶けていく。

「シレイネ、でいいんだ。しばらくは。……シレイネでいろ。そうすれば、お前自身は自由だ」

　息を吞むフェルの頰に、彼は片手で触ふれた。

「お前が隠しごとをしているというなら、俺もお前に多くのことを伏せたままだ」

　すぐそばにある群ぐん青じようの一いつ対ついが、どこか苦しげな色を浮かべているように見え、フェルは瞳を揺らす。

「……あなたの秘密は、わたくしに言えないことですか？」

「言ってはいけないこと、だな。知らせれば、お前を危険に晒さらすかもしれない。それに、知りさえしなければ──お前を巻き込まずに済む」

「巻き込む？　どういう……？　詳しく教えてくださいませ、そんなの知らないままじゃ」

「信じられない？　だろうな。何一つ明かさない、噓だらけの男を信しん頼らいするなど。だが、それでいいんだ。信じないままで」

　ただ、これだけは言っておく、と彼は続けた。

「俺はきっと、この先地じ獄ごくに堕おちるだろう。けれどそれは、俺自身の意思で、独どく断だんだ」

　これから自分に何があっても、自分が何をしても。

　お前は何も思わなくていい。

「お前が真実願うなら、逃げても構かまわない。俺はお前を『シレイネ』として扱あつかう。だから、すべての不安を払ふつ拭しよくする日まで、その名でいろ、シレイネ＝アリステル＝ユナイア」

　贋にせ物ものならば、お前は自由だ、と。

　続きは口にこそ出さなかったが、明めい白はくだった。

「──！」

（この、かたは……そういうことだったの？）

　彼は、身代わりの事実を利用する気なんて、さらさらないのだ。むしろ事実を知ってなお、守ろうとしてくれている。

　フェルは、堅かたく目を瞑つむる。

　しかも、地獄に堕ちるだろうと、と彼は言った。──彼は、そのために罪つみに手を染めるつもりなのだろうか。たった一人、フェルの知らないところで？

「旦那さま……あの。ひとつ、よろしいですか」

　気づけば、彼の頰に、フェルも指で触れていた。こめかみを白い指で撫で、黒髪に手を伸ばし、指を絡める。そして。




「──勝手ばかりおっしゃらないで!!」




　──思いっきり、三つ編みを後ろに引っ張ってやった。

「……っ!?」

　完全に気を抜いていたらしい彼は、力のままに思いっきりのけぞる羽は目めになる。ごきっといい音がした。加か減げんしているから筋すじは違えていないはずだ。たぶん。

　まさに啞あ然ぜん、と顔に書いてあるクロウに、「頭は冷えまして？」とフェルは鼻を鳴らしてやった。

「さっきから黙って聞いていれば。自分が何をしても、どうなっても、お前は気にするなですって？　好きに逃げろって、人をどれだけ身勝手で根性なしな人間にするおつもり。タチの悪いお戯たわむれは、性格をまったく反映していない無む駄だにおきれいな顔だけになさって!?」

（あなたが、わたしがニセモノだって知ってもなお、守りたいって。そう思ってくださっているなら）

　離婚はする。当たり前だ。この名と身分は返上すると決めている。

　だがそれは、今ではない。

「わたくしが少しでもお役に立てるのに。戦うあなたに背を向けて、自分だけしっぽを巻いて逃げるだとか。お気は確か？　ふざけるなですわ。誰が聞くものですか！」

　しかし、呆あつ気けに取られていたクロウも、今回ばかりは引いてくれなかった。

　たちまち眉み間けんに深い皺しわを寄せると、彼は、──少なくともフェルに対しては、めったにないくらい声を荒あららげた。

「分かっていないのはお前だ。あの女は、確実にお前を狙う。だが、それは俺の咎とがで、俺の事情だ。お前までそれに巻き込まれる筋すじはないだろう！　一緒に地じ獄ごくに来るつもりか」

「えーえ行きますわよ行ってやろうじゃないですか!!　なんなら地獄の観光旅程も組んで差し上げましてよ！　というか筋もへったくれもあってたまるもんですか!!　暫ざん定ていでも夫婦でしょうが!?」

　売り言葉に買い言葉のように、フェルは怒鳴り返した。

「多くを伏せたまま？　それこそ今さらですわ！　どうぞどうぞ、お好きに黙っておいでなさいませ！　だって、わたくしが信じているのは、今まで積み上げたあなたとの関係性と、あなたご自身の善ぜん意いですもの！　たかが噓や隠しごとの百個や千個如ごときで、わたくしの信頼が揺らぐと思ったら大間違いですことよ！」

「……お前」

「なんであなたは、いつもいつもいつも!!　……お一人で、絶ぜつ望ぼう的てきなほうに歩いていこうとなさるんです!?」

　言い切ってから、ぜーはーと肩で息をする。

（あの女……って。リグレインさまのことよね。彼はきっと、お母さまのことで、何か覚悟を決めたんだ。それも、うんと不ふ穏おんな。……だったら、なおさら！）

　目を見開いたままの仮かり初そめの夫に、フェルは思いの丈たけをぶつける。

「地獄に落ちなくてすむ方法を、一緒に考えましょう。最初から、最悪で救いのない予想ばかり立てるのではなく。あなた自身が傷つかなくていい、いちばんいい方法を最後までわたしも探しますから」

「それは詭き弁べんだ。……どうしようもないことはある。あの女は、復ふく讐しゆうに取とり憑つかれた亡ぼう霊れいだと、俺がいちばんよく知っている。殺さなければ、殺されるだけだ」

　詭弁。

　月が欲しいと泣く子供に、水に映した月を差し出すと答えたときも、彼はそう言った。彼はもう、何度も、『諦あきらめて』きたのだ。フェルは唇を嚙んだ。

「わたしは、あなたに、噓をつき続けてきました。たくさん」

　酸さん欠けつで、脳が鈍にぶく痺しびれる。次第に何を言っているのか分からなくなってきたが、フェルはそれでも一生懸けん命めい、あるがままに言葉をひねり出した。

「でも、今だけ。ちゃんと言葉にして、本当を伝えたい」

　別れるなら、正々堂々。

　何もかも、美しく円く解決したあとに。

　大手を振って、「わたくしにできることは以上です、もう何も思い残すことはございませんさようなら」と、すっきり爽やかに笑顔で彼と離婚できるように。




「わたくし、あなたに月を残して行きます」




　呆然とこちらを見下ろすクロウを、涙の残る茜あかね色いろの瞳で睨み上げ。フェルは宣せん言げんする。

「あなたの意思なんか知りませんわ。せいぜい身勝手にあなたを信じて、鬱うつ陶とうしく、ねっちょねちょ、洗濯物にこびりついたまま乾いた糊のりの塊かたまりみたいに役に立ってやるんだから、覚かく悟ごなさい。全力であなたを助けて、全力であなたから逃げてみせま」

　す、まで言うことはできなかった。

「……ん、っ」

　続きは、無理やり押し込められる。

（……!?）

　唇くちびるを、彼のそれでふさがれたのだと気づいたのは、ずっとあと。絡からめられた吐と息いきの甘さに、脳が痺しびれきってからのこと。

「ふ、ぅ」

　気が遠のきそうだ。

　彼が触れた箇所から、疼うずくような熱が伝わり。

　五ご感かんすべてを奪うばわれ、背せ骨ぼねがぐずぐずに溶とけてしまうような快かい感かんが駆かけ抜ける。

「な、ななな、何しますの……!?」

　ようやく解放されたとき、フェルは、くるくる目を回しかけていた。真っ赤になりながら抗こう議ぎすると、彼はフェルの耳元に唇を寄せ、吐息だけで薄く笑んだ。

「馬鹿なくらいお人よしだな、お前。これでもう逃がしてやれなくなった」

　口をぱくぱくさせるフェルに、彼は告げた。

「お前が月をくれるというのなら、俺も全力で足あ搔がいてみよう。もう諦あきらめるのはやめだ。……ああだが、残念だったな。せっかくの最後の好こう機きを、お前は自分の手でふいにしたわけだ」

「は……？」

「改めて繰り返すぞ。俺は何も変わらない。噓も隠し事も上等だ。──たとえ天が我が上に崩くずれ墜おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞みこまんとも。俺はお前を信じ続ける」

「っ！」

「──では改めて。これからよろしく、共きよう犯はん者しやどの？」




　その笑みを見ていて、思い出すことがある。

　そういえば、泣いたことがもう一度だけあった。

　彼のことが好きなのだと、その想いを捨てなくていいんだと、ラナに教えてもらったとき。フェルは、エルラントに来ていちばんたくさん泣いたのだ。
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「……仲直りできたのなら、よかったわ」

　翌朝。

　教会から黒こく龍りゆう城じようへの帰き途とも、往おう路ろと同じ田舎いなか町に立ち寄った。

　クロウは何か所用でもあるのか、姿が見えない。おかげでフェルは、少し気楽に先生と言葉を交かわすことができた。

（うーん。仲直り……できたのかな？　あのときは確か……）

　その言葉で、フェルの脳のう裏りに、彼と昨日あったやりとりの結末がもやもやとよみがえる。

　──〝これからよろしく、共犯者どの〟

（えっと。なんかこう、一いつ生しよう懸けん命めい考えないようにしてたけど。あれって、口づけ、っていうか……舌……ふがあっ!!）

　絡からめ合った吐と息いきのあたたかさや、しっとりと冷たい唇、その他諸もろ々もろ。

（なんだったの！　なんだったのあれは!?　ひぃいやあぁ駄だ目めだぁあ忘れろ忘れた！　ごめんやっぱ忘れてない!!）

　全部を思い出すと、たちまち脳のう天てんから爪つま先さきまで茹ゆで上がる。

「な、なな仲直りなんて断だんじてしてません！　あ、あんなの仲直りに入りません！」

「ちょっと何!?　どうしてそこで赤くなるの、何があったのよ!?　その否定っぷりが洒落しやれにならないくらい怪あやしいんだけど!!」

「あああ怪しくありません、昨日なんて、ちちちっとも何もしてません！　ご心配なく、ワルプルギスまでに片付けるので！」

　言い張るフェルに、「そうね」とガウェインは苦にが笑わらいした。

　フェルは気を取り直し、彼と交かわした約束を思い出す。

（正体知ってても、お互い、問題解決と両国和平のためにできることをしましょうって。それまでは、わたしは『シレイネ』でいるんだって）

　完全に黙って離り婚こんするつもりでいたときより、ずいぶん気は楽になった。

（それでも途中で暴ばく露ろを止められちゃったから、結局、召めし使つかいの扮ふん装そうのこととか、本当は王族に連なる身分でもなんでもないド庶しよ民みんですってのは黙ったままだけど……ジルフォードさまが言ったみたいに、王族の傍ぼう系けいだと思われてるんだろうなあ）

　しかし、どこの馬の骨とも知れない女をこんなに信用してくれるなんて、あの旦那さまはいつか手ひどい結婚詐さ欺ぎにでも遭あうんじゃないかと思わずにはいられない。言えた義ぎ理りでもないのに心配になる。

　それにしても、身分までは明かさずに済んだのは、今から思えば幸いだった。

（奥さんって立場を使って、最大限に彼の役に立つって決めたんだ。そのために、今は黙って隣となりにいさせてもらおう。いつかは言わなくちゃいけない日が来るとしても……）

　最後に行きつく先が離婚なのは続行だ。問題が消え次し第だい、任にん務む遂すい行こうに移る。むしろ、「総じて美しく解決したし、もうお役やく御ご免めんでどうでしょうか！」とお情けで離婚を請こうのもありかもしれない。

　頷うなずくフェルに、ガウェインは「改めて思うけど」と深々ため息をつく。

「かえすがえす、あなたときたら。ヘンテコな男にひっかっちゃったわねぇ」

「え。やっぱりそう思いますか？　いえ、仕事で、なんですけど」

「あいつへの嫌がらせはもう必要なさそうねん。別の意味でブン殴なぐる必要が出てきたかもだけど」

「？」

「いいえ、こっちの話」

　首を傾かしげるフェルに、彼は軽く笑って。

「あのね、フェルディアちゃん。今の、アタシの本ほん音ねを言っておくわ」

　フェルの頭をくしゃくしゃ撫なで、ガウェインは、言い聞かせるように語りかけてくる。

「あなたは、『毒どく龍りゆう公こうなんて呼ばれてるだけで、実はそんなに捨てたもんでもない』って言ってたけど。今回のことで、あなたが泣いたり耐たえたりしてるのを見て、アタシは正直、あの野や郎ろうを何度見み限かぎってやろうと思ったか知れないわ」

「……はい」

「見限るって言うか、八やつ裂ざき？　逆さかさ吊づり？　四し肢しヘシ折り？　久々に昔取った拷ごう問もん的てき杵きね柄づかの出番かと」

「は、い……ってええ!?」

「いやそれは冗じよう談だんだけど」

　ガウェインはまんざら冗談でもなさそうな薄黒い笑顔でさらっと告つげたあと、「でもね」と肩を竦すくめた。

「すんっごい不本意だけど。あの男が、あの男なりに、いろいろと重たい覚悟を決めてるのも分かっちゃった。そこまで考えてるなら……まあ、アタシもそれなりに動いてやるのが筋じゃないかって思ったわけ」

「え？」

「ユナイアで、アタシができることしてくるわ。妹いもうと馬ば鹿かの某ぼう陛へい下かにあれこれ報告したり確認したり、いろいろすべきことはあるの」

　後ろは任まかせてちょうだいね、と力こぶを作ってみせる先生に、フェルは「頼もしいです！」と思わず微笑ほほえんだ。

　けれど、その言葉の示す意味に気づき、はっとする。

「ええと、それじゃ先生……」

「ええ。アタシはそろそろお暇いとましなくちゃね」

「ガウェイン先生、ユナイアに帰っちゃうんですか!?」

「そうね。いい加か減げん孤児院のみんなの様子も気になるし……」

　セタンタ陛下の太たい鼓こ判ばんつきだし、心配はないって分かってるんだけど、と苦笑する先生に、フェルは「それはわたしもです」と頷く。みんな元気にしているだろうか。まだ小さな子も多い。自分も先生もいないのでは、きっと不安だろう。

　けれど──思わずフェルは、しゅんと肩を落とした。

「そうなんですか……またしばらくお会いできないんですね」

「そんな顔しないで。アタシまで辛つらくなっちゃうじゃない」

「うー……」

　どんな顔をしているのかなんて自分では見えないけれど、へたっと萎しおれたような心地ここちから、推おして知しるべしか。

　平気だと言えば噓うそになるので、フェルは素直に落ち込みを吐と露ろした。

「だって実際に寂さびしいですし」

「……あーもう！　この子ったら世界一可か愛わいい！」

　ガウェイン先生は、ぎゅーっとフェルを抱きしめた。フェルも、次に会えるときまでに、よく覚えておこうと広い肩にしがみつく。

「また、すぐに会いに来るから」

「はい……」

　昨日使いそびれた涙の残りが、じわっと眼めを濡ぬらす。泣いてしまっては心配をかけるだけなので、フェルは口を引き結んで耐たえた。

「フェルディアちゃん」

　フェルの背をとんとんと叩き、ガウェインは、ふと記き憶おくを辿たどるように語りかけてくる。

「なんだか懐なつかしいわ。あなた昔は、今では考えられないくらい、甘あまえん坊ぼうで泣き虫だったわね。そうそう、毎日、涙と鼻水で顔ぐっちゃぐちゃにしてた」

「……そうでしたっけ？」

「あら、覚えてない？　でも、いつからか、我が慢まんするほうが多くなっていって」

　あなたには、たくさん苦労させちゃったから。

「あの頃の泣き虫はもういない。そう思っていたけど……今はもう、思いっきり泣ける場所をみつけられたのかしら、って」

「？」

　それがアタシじゃなくなったのは、ちょっと寂さびしいけどね、と。首を傾げるフェルに、「いいえ、こっちの話」とガウェインは苦笑した。

「ここからもうユナイアに？」

「ええ、そうねん。ちょうど、この村が分ぶん岐きになるから」

　元気でね、と。

　風が、先生の紅あかい髪を巻き上げる。

　彼の穏おだやかな声が、とても好きだ。実際、彼は唯ゆい一いつ無む二にの存在だ。昔は先生と本気で結婚したいと思っていた気がする。

　──でも、育ての親に抱く「好き」や「大切」と、仮かり初そめの夫に抱いだくそれは、似にて非ひなる何かだな、と。

　いろいろなことを教えてもらった。

　まだ知ることがある。ここで、できることがある。

　フェルは胸のうちの小さな炎ほのおを守るように、右手を胸に当てた。

「先生もお気をつけて。みんなを、よろしくお願いします。……それじゃあ、また」
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　ガウェインを見送ったあと、フェルは、田園の脇わきにある大たい樹じゆに背を預けてみた。

　後ろ頭を幹みきにこすりつけるように上を振ふり仰あおぐ。

　樫かしだろうか。賢けん者じやの象しよう徴ちようとされる広葉の常じよう緑りよくは、立りつ派ぱな枝を天へと伸ばしている。まるで、青空を丸ごとその腕に抱こうとするように。

　心が、穏おだやかだった。

　顔の上に木こ漏もれ日が降る。さやさやと、枝どうしが風に揺れてざわめく。

（春だなあ）

　もう間もなく、春分節オースターラ。城に帰ったら、きっとまた準備に忙しくなる。

　──ふと。

　太い幹の向こう側に。

　誰かが立っている気配を感じ、フェルは振り返らずに声をかけた。

「どうされましたの。旦那さま、そんなところで」

「……ガウェイン殿どのは帰ったのか」

「はい」

　フェルは目を伏せた。

　ああ、ずっと。

　春の息吹いぶきも、夏の輝かがやきも、秋の実りも、冬の厳しさも。

　何度も何度も。彼の闇やみ色いろの髪も、自分の緋ひ銀ぎんの髪も、等しく白に染まるまで。

　ここで、彼のそばで、すべてを享きよう受じゆできたなら。それはきっと、どんなにか。

（いや、そこは吹っ切ったはず。許されない、から）

　同じ目的と同じ噓うそを共きよう有ゆうする、それが今の彼と自分。贋物の夫婦は共犯者になった。必要がなくなれば消えてしまう仲。──けれど。

　フェルは目を閉じた。

　大きく息を吸すい込み、吐はき出す。

「叱しかられるようなことを申し上げてもよいですかしら」

「なんだ？」

「パーシヴァルさまの日記が、あなたの手元に戻ってよかった」

「……ああ。手掛かりにはなるな。今後のためには」

　クロウの声は静かで、何を考えているのか、いまいち分かりにくい。

「しっぽを出さなかったあの女が、呪毒に関わっていた証しよう拠こになりうるかもしれない」

「そうじゃなくて」

　父親の手で、焼き捨てられた遺い品ひんの数々。

　どれほど口くち惜おしかっただろうか、と思ったのだ。

（紅こう龍りゆう師し団だん兵へいが塗ぬり込めていくパーシヴァルさまの部屋を、彼は、どんな気持ちで眺ながめたんだろう）

　想像で追うことしかできないけれど。悔くやしくて、切なかった。

「弟ぎみを思い出す大切なよすがが、あなたの手元に、戻ってよかった──って」

「……」

　クロウは黙っている。

（やっぱり余計なこと言ったかな。知ったふうに）

　フェルが早くも後こう悔かいし始めたとき、手を、冷たいもので包つつまれた。

「旦那さま？」

　視線を落とすと、銀のカフスに飾られた黒い袖そで口ぐちが目に入る。触ふれているのが彼の手だと気づき、フェルは目をしばたたく。

　お互い顔は見せないままで。手だけ繫つないで、互いの指先から伝わるぬくもりだけを感じている。

「……ル。……お前を、名前で呼べたら」

「え？」

　声は風に紛まぎれ、よく聞こえない。

　フェルは、彼の真意を量はかりかね、思わず幹の向こう側を覗き込みかけた。

　──その、瞬間。




「我が君、奥方さま！　おいでですか!?」




　馬のいななきが高く響き、重い蹄ひづめの音が迫せまってくる。

　遠く、葦あし毛げの馬に跨またがった人物が目に入る。風になびく淡あわい色合いの金きん髪ぱつと、のどかな田園には場違いな焦あせった声には、覚えがあった。

「ケイさま!?」

　息を吞のむフェルの目の前まで駆かけてくると、若草色の衣の裾すそを翻ひるがえし、黒龍城の家か令れいは馬上から飛び降りる。

　城まではもういくらもないとはいえ、家令自みずから、ここまでわざわざ馬を駆ってくるなんて。

「……お前、どうした？　黒龍城の留る守すを任まかせたはずだろう」

　さすがに驚いたのはクロウも同じらしく、強い口調で詰きつ問もんする。

「申し訳ございません。皇こう帝てい陛へい下かから、書しよ簡かんを頂ちよう戴だいしましたので。取り急ぎ、お見せせねばと……」

　普段はほとんど奥の読めない笑みを湛たたえる藤ふじ色いろの瞳が、珍しく動どう揺ように揺れている。

　彼が差し出した、父からだという上等の羊よう皮ひ紙しを、クロウは無む造ぞう作さに広げた。

「……春分節オースターラの祭典を、皇こう宮ぐうで行う……？」

　読み上げるクロウの声を、フェルも首を傾げながら聞く。通常、季節の式典は、各領主が自じ領りようで行うものだ。

（旦那さまの身上書の別項こう目もくで、ウーベル陛下のことも書いてあったけど。たしか、お祭り騒さわぎや人込みを嫌う性しよう分ぶんだって）

　ウーベルは現げん実じつ主しゆ義ぎで、華か美びを嫌う王である。各自領の統とう治ちで多た忙ぼうなはずの皇おう子じたちを集め、大規模な宴うたげを開くことは、現皇帝に限ってならば非常に稀まれなことといえた。

「稀なんてものじゃなく、天てん変ぺん地ち異いの前触れとでも言わんばかりの奇き妙みようさだな」

　おかしい、と眉をひそめたクロウの青い目が、続きを追う。




『皇子たちは、その妻ともども、欠けることなく集まるように。六名が皆集う場など珍しく、喜ばしい限りだ』

　止めはしないが万一欠席のときには、相そう応おうの覚かく悟ごはするように──と。




　ウーベル帝の、存ぞん命めいの皇子は五人だけ。

　消された一人は、皇帝自らの手により、その名を口にすることさえ禁きんじられたはずなのに。

「六、人……？」

　フェルは、思わず声に出していた。

　それは、──つまり。




「パールの、ことか……？」

　茫ぼう然ぜんとするクロウの呟きを、フェルは、どこか遠くに聞いていた。
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　夜空には、冴さえ冴ざえと輝かがやく三ク日ロ月ウが浮かんでいる。

　──あの子の名前と同じ。

　不意に、腹を痛めた我が子の顔を思い出し、彼女は忍しのび笑いを漏もらした。

　裸足はだしで庭に出ると、白い指先が冷えてほの赤くなる。もう少し歩けば、肌はだが切れて、もっと紅あかく染まるだろうか。

「ねえ、どうだった？」

　彼女は爪つま先さきを見下ろしたまま、ほう、と吐と息いきをこぼした。

「どうって？」

「さがしもの。見つかった？」

「ああ、それ。駄目だったよ。楔くさび石いしもだし、日記も……そっちのほうは、禁きん書しよ庫このどれかが怪あやしいと思ったんだけどね。やっぱ自分で持っておくんだったな」

　彼女の背後には誰もいない。灯あかりを消した離り宮きゆうには、とろりと濃こい闇やみが広がるばかりだ。ただ、声だけが、月光に混じって降ってくる。

「けどま、収しゆう穫かくはあったよ」

「収穫？」

「逢あったんだ、彼女に。だけど、惜おしかった。連れていくには、まだ足りなかったから」

　声は少し残念そうに続けた。

「何が足りないの？」

「知識。おれのこと、知らなかった。よっぽど強固に守られてたんだな。覚えてもいない──当たり前か」

　彼女は小首を傾かしげる。腰をとうに過すぎ、足首まで届くほどの長い黒髪を搔かき上げて、指先にくるくると巻きつけた。

　彼女のわがままをそのまま叶かなえた、幻まぼろしのように美しい離宮。まやかしの国の、まやかしの王から贈られたもの。

　あの男は知るまい。柱も壁も白で揃そろえたのは、飛び散ったおまえの赤が、いちばんきれいに見えると思ったからだと。

「もうすぐ、また逢えるでしょう？」

「そうだね、また逢える。……兄上にも、ね」

　楽しみだな、と声は嗤わらった。彼女もまた、笑い返した。それから、ゆっくりと月に手を伸ばす。爪を立て、握りつぶし、傷を刻きざむように。

　楔石は見つからず──千年かけて築かれた、教会の守りを完全に潰つぶすことはできなかった。けれど、呪のろいは内側から聖地を蝕むしばみ、少しずつ力を弱めてくれた。……こうして、『彼』が自由に動けるほどに。

「呪われた私の子。ああ、かわいそうに。お前はまた苦しむの」

　あなたのせいで、──また、愛しい者が消えるのだから。











Ｆｉｎ．
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　お久しぶりですの皆様もはじめましての皆様も、この本をお手にとっていただきありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、前作ラストから続きまして「正体バレてたどうしよう!?」と真まっ青さおな守しゆ銭せん奴ど仮かり嫁よめと、鬼き畜ちくドＳのはずなのに不ふ憫びん属ぞく性せいがしみついてしまっているかわいそうな旦だん那なさまのファンタジーラブコメ第七巻です。

　ところで、今回は教会のお話です。周辺の景けい観かんは、去年取材に行ったクロアチアのプリトヴィツェ国立公園をモデルにしました。世界でも珍めずらしいタイプのカルスト地形で、青に緑に色を変える澄すんだ水は、幻げん想そう的てきなほど美しい！　文章でうまくお伝えできればいいのですが。あまりに綺き麗れいなので、同行者と二人で「（作品の中で）思わず誰か沈めたくなるよね」「（作中で）沈めたら楽しそうだよね」とずっと話していました。（　）内は省はぶいていたので、日本のかたが聞いていたらきっと怖かったと思います。申し訳ございません。

　では、そろそろ、今回もお世話になった皆様にお礼を申し上げたく！

　イラストの山やま下したナナオ様。今回も、表紙からして予想をはるかに上回る麗うるわしさで、そろそろ山下教を立ちあげて崇すう拝はいしたくなります。二枚目の旦那さまのドＳ感、惚ほれ直なおしました。このたびは、販はん促そくの紹介漫まん画がも描いていただけることになったのですが、それが本当に素す晴ばらしい楽しさで！　そして、カバー裏劇場がまたしても最さい強きようです!!　初登場の先生も旦那さまも、黒ずくめに違い和わ感かんなさすぎてすごい。後ろのフェルも可か愛わいいです。

　担当Ｉ様。今回もご迷めい惑わくをおかけしました……しかし、的てき確かくなアドバイスの数々がなければ、きっと暗あん礁しように乗り上げっぱなしだったに違いありません。特に、お酒で酔よっ払ぱらった時の失敗体験談（※内容は極ごく秘ひ）と、「その時面めん倒どうを見てくれた男の子がいましたが、そこから恋は生まれませんでした。つまり、そういうことだと思います」は至し言げんでした。

　校正様にデザイナー様、流りゆう通つう販売に関わってくださるすべての皆様。

　お手紙やホームページで、いつもあたたかいメッセージを下さる皆様。中には、作中に登場する料理を実じつ際さいに作ってくださったかたまでいらして、感動しました。活かつ力りよくが干ひ上あがるたびに読み返しては元気をいただいております。

　そして、今この本を開いてくださっている皆々様に、心より感謝を込めまして。

　離婚つき不吉サブタイトルのシリーズも、ついに七冊めとなりました。純じゆん粋すいに驚いております。これもひとえに、応援してくださる皆様のおかげです。

　いつも本当にありがとうございます。今後とも楽しんでいただけるよう励はげみます。どうかまたお会いできますように。


愛用ＰＣが一発変へん換かんで「幽ゆう詐さ欺ぎ化か膿のう」と出してくる　　夕鷺かのう　拝










著者

夕鷺かのう

Kanoh Yusagi




とある中華料理店に入った時のことです。

トイレにアルバイト募集のポスターが貼ってあるので、何気なく給料欄を見たところ、

「時給：働きぶり次第」

いくらなんでもブラックすぎやしませんか。

HP：bath*rabbit

http://bathrabbit.web.fc2.com/










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




この巻の作画時期は絶賛花粉症の時期なのですが、今年は…今年はすっっっごく花粉症が楽でこんなに春を穏やかに過ごせる年は初めてです。
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